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海
道
福
島
町
)

福
島
町
の
町
立
総
合
体
育
館
で
五
月
十
三
日
、
第

十
七
回
「
女
だ
け
の
相
撲
大
会
」
が
行
わ
れ
た
。
海

外
か
ら
参
加
し
た
三
人
を
含
め
、
計
五
十
五
人
の
女

力
士
が
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
で
熱
戦
を
繰
り
広
げ
、

=
干
七
歳
の
介
護
士
「
田
辺
山
」
が
百
九
十
セ
ン
チ

の
米
国
人
「
ア
マ
ゾ
ン
・
ア
マ
ン
ダ
」
を
破
り
、
優

勝
し
た
。
緒
戦
で
敗
れ
た
B
ブ
ロ
ッ
ク
組
で
も
、
ニ

ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
人
が
準
優
勝
に
輝
く
な
ど
、
国
際

化
が
目
立
っ
た
女
相
撲
大
ム
一
品
た
っ
た
。

千
代
の
山
、
千
代
の
富
士
の
二
横
綱
を
輩
出
し
た

福
島
町
は
、
町
民
と
の
協
働
に
よ
る
「
横
綱
の
里
」

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
横
綱
を
描
い
た
街
路

灯
、
横
綱
の
土
俵
入
り
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
橋
の
欄
干

芯
ど
、
各
所
に
大
相
撲
文
化
が
点
在
し
、
中
心
部
に

あ
る
横
綱
記
念
館
は
、
九
重
部
屋
か
夏
季
ム
ロ
宿
に
使

用
す
る
な
ど
、
力
士
と
町
民
の
交
流
の
場
に
な
っ
て

い
る
。
ま
た
、
町
が
青
函
ト
ン
ネ
ル
の
北
海
道
側
口

に
位
置
す
る
た
め
、
青
函
ト
ン
ネ
ル
記
念
館
を
開
設

し
、
交
流
人
口
の
拡
大
を
進
め
る
持
続
可
能
型
観
光

産
業
の
振
興
に
も
努
め
て
い
る
。

-
文
H
沢

・
カ
メ
ラ
リ
小
形
叉
男
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‘ |仁坂吉伸

り清潔な和歌山県政づく

昨
年
の
十
二
月
に
和
歌
山
県
知
事
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
仁
坂
吉

伸
で
ご
ざ
い
ま
す
。
私
が
知
事
に
就
任
す
る
に
至
り
ま
し
た
そ
も
そ

も
の
き
っ
か
け
は
、
木
村
良
樹
前
知
事
が
官
製
談
合
に
関
与
し
、
こ

れ
に
関
し
て
収
賄
容
疑
で
逮
捕
さ
れ
た
か
ら
で
す
。
従
っ
て
私
に
対

す
る
県
民
の
期
待
は
、
長
年
経
済
的
発
展
か
ら
取
り
残
さ
れ
て
き
た

和
歌
山
を
元
気
に
す
る
と
い
っ
た
根
本
的
な
課
題
を
ひ
と
ま
ず
お
く

と
い
た
し
ま
す
と
、
談
合
、
官
製
談
合
を
防
止
し
て
清
潔
な
県
政
を

実
現
せ
よ
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。

私
は
も
と
よ
り
、
和
歌
山
県
の
出
身
で
あ
り
ま
す
し
、
前
知
事
の

不
祥
事
に
つ
い
て
は
、
大
変
恥
ず
か
し
い
思
い
を
い
た
し
ま
し
た
当

人
で
す
か
ら
、
個
人
の
良
心
と
し
て
あ
の
よ
う
な
こ
と
に
は
断
じ
て

か
か
わ
ら
な
い
ぞ
と
い
う
自
信
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
県
知
事
と

し
て
の
任
務
は
、
そ
の
よ
う
な
個
人
の
良
心
を
超
え
て
、
誰
が
当
事

者
で
あ
ろ
う
と
も
、
あ
の
よ
う
な
事
件
は
起
こ
り
得
な
い
よ
う
な
シ

ス
テ
ム
を
和
歌
山
県
の
制
度
に
ビ
ル
ト
イ
ン
し
て
お
く
こ
と
で
あ
ろ

う
と
考
え
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
選
挙
中
か
ら
談
合
を
防
止
し
、
「
事
件

の
再
発
を
防
ぐ
に
は
シ
ス
テ
ム
で
」
と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を

打
ち
出
し
て
、
就
任
後
は
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
に
さ
つ
そ
く
取

り
組
み
ま
し
た
。

就
任
の
日
の
記
者
会
見
で
、

①
最
善
の
公
共
調
達
の
制
度
を
つ
く

る
た
め
に
、
日
本
で
最
も
見
識
の
あ
る
人
々
か
ら
な
る
公
共
調
達
検

討
委
員
会
を
組
織
し
、
こ
の
検
討
結
果
を
も
と
に
数
カ
月
以
内
に
あ

の
よ
う
な
事
件
が
二
度
と
起
こ
ら
な
い
よ
う
な
公
共
調
達
制
度
を
つ

く
る
。
②
倫
理
規
定
や
監
察
査
察
制
度
の
導
入
な
ど
知
事
を
含
む
県

庁
職
員
の
内
部
規
律
の
確
立
を
図
る
|
|
こ
と
を
宣
言
し
ま
し
た
。
①

に
つ
い
て
は
、
郷
原
信
郎
桐
蔭
横
浜
大
学
法
科
大
学
院
教
授
を
は
じ

め
と
し
、
本
件
に
つ
い
て
見
識
の
あ
る
著
名
な
経
済
学
者
、
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
、
元
県
警
本
部
長
な
ど
の
方
々
に
委
員
を
お
願
い
し
、
検

討
委
員
会
を
す
ぐ
発
足
さ
せ
ま
し
た
。

私
は
、
談
合
を
防
止
す
る
こ
と
は
そ
ん
な
に
難
し
い
こ
と
だ
と
は
思

っ
て
い
ま
せ
ん
。
全
国
知
事
会
の
提
言
も
ほ
ぼ
こ
の
目
的
で
な
さ
れ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
う
し
て
導
入
さ
れ
た
制
度
は
必
ず
他
の
面
で
影

響
を
生
じ
ま
す
。
そ
の
制
度
は
公
共
工
事
の
質
を
確
保
で
き
る
よ
う
に

な
る
で
し
ょ
う
か
。
知
事
を
は
じ
め
、
公
の
立
場
に
い
る
人
の
不
当
な

干
渉
を
防
げ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
県
内
の
建

設
事
業
者
の
健
全
な
発
展
に
沿
う
よ
う
な
制
度
に
な
っ
て
い
る
で
し
ょ

う
か
。

私
は
、
シ
ス
テ
ム
の
設
計
に
は
総
合
性
と
現
実
適
用
性
が
最
も
大
事

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
同
委
員
会
の
発
足
に
際
し
て
、
私
が
効
率
性
、

公
共
工
事
の
質
、
官
製
談
合
の
廃
絶
、
建
設
産
業
の
健
全
な
発
展
と
い

う
四
つ
の
要
素
を
満
た
す
よ
う
な
、
ベ
ス
ト
ミ
ッ
ク
ス
制
度
を
提
言
し

て
く
だ
さ
い
と
お
願
い
し
た
の
は
、
こ
の
よ
う
な
事
情
か
ら
で
す
。
委

員
会
の
熱
心
な
御
検
討
は
敬
服
に
値
し
ま
す
。
熱
心
す
ぎ
て
、
当
初
私

が
心
に
抱
い
て
い
た
四
月
実
施
は
無
理
に
な
り
ま
し
た
が
、
七
月
か
ら

は
新
し
い
和
歌
山
モ
デ
ル
が
誕
生
し
ま
す
。

こ
れ
と
並
ん
で
、
上
記
②
の
県
政
の
透
明
化
の
た
め
の
施
策
は
四
月

か
ら
既
に
発
進
し
ま
し
た
。
と
り
わ
け
検
察
関
係
者
を
ト
ッ
プ
に
据
え

た
内
部
組
織
と
し
て
の
監
察
査
察
制
度
は
、
も
し
こ
の
制
度
が
従
来
か

ら
和
歌
山
県
に
あ
っ
た
な
ら
、
前
知
事
も
あ
の
よ
う
な
こ
と
は
や
ろ
う

と
し
て
も
で
き
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
と
自
負
し
て
い
る
制
度
で
す
。

こ
れ
ら
に
併
せ
て
、
県
退
職
者
の
再
就
職
先
の
公
表
制
度
や
、
交
際

費
の
支
出
を
含
む
知
事
の
毎
日
の
活
動
の
す
べ
て
の
ホ
l
ム
ベ

l
ジ
へ

の
公
表
な
ど
も
、
既
に
開
始
し
ま
し
た
。
七
月

一
日
か
ら
は
、
こ
れ
ら

全
シ
ス
テ
ム
が
完
成
し
ま
す
。

清
潔
な
県
政
を
実
現
し
よ
う
と
生
ま
れ
変
わ
っ
た
和
歌
山
県
を
見
て

く
だ
さ
い
。
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十
部七
型団
緊体
話の
lT活
パ動
部し

目訪
奇襲
四三ア人:j 
を J
主え

塗る
.Ij';ノ、

一~

地
域
の
個
性
輩
か
な
発
想
を
活
か
し
、
住
民
を
は
じ

め
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
主
体
が
取
り
組
む
魅
力
あ
ふ
れ

る
地
域
づ
く
り
を
積
極
的
に
推
進
し
て
、
顕
著
な
功
績

の
あ
っ
た
市
区
町
村
、
地
域
づ
く
り
団
体
お
よ
び
個
人

を
表
彰
す
る
平
成
十
八
年
度
地
域
づ
く
り
総
務
大
臣
表

彰
式
が
三
月
十
四
日
、
東
京
・
千
代
田
区
平
河
町
の
都

道
府
県
会
館
で
行
わ
れ
た
。
地
域
づ
く
り
総
務
大
臣
表

彰
は
こ
れ
ま
で
、
団
体
(
地
方
公
共
団
体
、

N
P
O
な

ど
)
を
受
賞
対
象
に
し
て
き
た
が
、
今
回
は
新
た
に
個

人
部
門
を
創
設
し
、
地
域
づ
く
り
で
活
躍
す
る
個
人
も

受
賞
対
象
と
し
た
。

大
野
松
茂
総
務
副
大
臣
の
式
辞
後
、
地
域
振
興
部
門

は
十
五
団
体
、
国
際
化
部
門
は
六
団
体
、
情
報
化
部
門

は
六
団
体
、
個
人
部
門
は
四
人
が
表
彰
を
受
け
た
。
各

団
体

・
個
人
の
地
域
づ
く
り
活
動
を
表
彰
し
て
そ
の
功

績
を
た
た
え
、
広
く
全
国
に
周
知
す
る
こ
と
に
よ
り
、

地
域
づ
く
り
の
さ
ら
な
る
発
展
を
図
る
の
が
狙
い
だ
。

今
回
の
表
彰
団
体
は
、
前
回
(
昨
年
は
三
部
門
計
三

十
五
団
体
)
よ
り
入
団
体
少
な
か
っ
た
が
、
新
設
の
個

人
部
門
を
加
え
る
と
計
三
十

一
団
体

・
個
人
と
な
る
。

選
定
に
当
っ
て
は
、
都
道
府
県
か
ら
の
推
薦
と
併
せ
、

地
域
づ
く
り
懇
談
会
構
成
員
か
ら
の
推
薦
を
対
象
に
し

た
。
審
査
は
、
他
の
模
範
と
な
る
よ
う
な
先
進
性
や
地

域
特
性
を
活
か
し
た
独
自
性
、
活
動
の
継
続
性
、
規
模

や
内
容
の
発
展
性
、
自
主
性
、
住
民
と
行
政
の
協
働
・

連
携
性
、
住
民
の
満
足
度
や
地
域
経
済
の
活
性
化
な
ど

を
基
準
に
し
て
選
定
し
、
決
定
し
た
。

地
域
振
興
部
門

空
洞
化
が
進
行
し
て
い
る
中
心
市
街
地
の
再
活
性

化
、
地
域
の
特
産
品
・
観
光
地
な
ど
の
ブ
ラ
ン
ド
化
、

地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
イ
ベ
ン
ト
開
催
な
ど
に
よ
る

地
域
経
済
の
振
興
、
外
部
か
ら
の
新
た
な
産
業
導
入
や

地
元
産
業
の
育
成
、
地
域
伝
統
文
化
の
振
興
、
森
林
保

全
や
ご
み
減
量

・
リ
サ
イ
ク
ル
化
、

高
齢
者
・
障
害
者

に
配
慮
し
た
ま
ち
づ
く
り
、
子
供
を
育
て
や
す
い
ま
ち
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平成18年度・地域づくり総務大臣表彰

づ
く
り
、
秩
序
あ
る
街
並
み
づ
く
り
や
美
し
い
ま
ち
づ

く
り
、
行
政
へ
の
住
民
参
加
な
ど
の
分
野
で
顕
著
な
功

績
の
あ
っ
た
団
体
が
選
ば
れ
た
。

国
際
化
部
門

海
外
か
ら
の
人
材
招
致
や
政
府
間
合
意
に
基
づ
く
交

流
事
業
な
ど
国
際
交
流
の
推
進
、
海
外
か
ら
の
研
修
生

受
け
入
れ
な
ど
人
づ
く
り
に
対
す
る
協
力
、
海
外

へ
の

専
門
家
の
派
遣
や
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
、
地
域

の
国
際
化
に
対
応
し
得
る
人
材
の
育
成
、
地
域
の
国
際

化
を
推
進
す
る
地
域
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
、
在
住
外
国
人

支
援
の
た
め
の
施
策
へ
の
取
り
組
み
、
外
国
人
観
光
客

の
誘
致
活
動
や
外
国
企
業
の
誘
致
活
動
な
ど
に
積
極
的

地域振興部門
.一関市千厩町第13区自治会

eNPO法人大島大好き

.ヤートセ秋田祭実行委員会

eNPO法人古瀬の自然と文化を守る会

[茨城県つくばみらい市}

[栃木県茂木町]

[福井県永平寺町]

<15団体〉

[岩手県一関市}

[宮城県気仙沼市}

[秋田市】

-入郷棚田保全協議会

.えいへいじ納涼まつり実行委員会

・大垣市 (岐阜県)

.引揚を記念する舞鶴・全国友の会 [京都府舞鶴市1
・日本たまごかけごはんシンポジウム実行委員会

[島根県雲南市]

に
取
り
組
み
頭
著
な
功
績
の
あ
っ
た
団
体
が
選
ば
れ
た
。

情
報
化
部
門

電
子
申
請
、
同
入
札
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
よ
る
行
政

運
営
の
簡
素
効
率
化
と
業
務
改
革
の
取
り
組
み
、

I
T

C
活
用
に
よ
る
行
政
手
続
き
の
サ
ー
ビ
ス
化
推
進
、
住

民
基
本
台
帳
カ

1
ド
利
用
に
よ
る
住
民
の
暮
ら
し
ゃ
す

い
ま
ち
づ
く
り
、

I
C
T
を
利
用
し
た
便
利
な
ま
ち
づ
く

り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
利
用
し
た
地
域
情
報
化

の
推
進
、

I
C
T
を
活
用
し
た
地
域
文
化
の
振
興
、

I

C
T
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
、
地
域
経
済
活
性
化
の
た

め
に
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
、

I
C
T
を
利
用
し
た
行

政
と
住
民
と
の
協
働
・
連
携
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
、

I
C

.直島町 (香川県)

・四国カブトガニを守る会 [愛媛県西条市1
・NPO大地といのちの会 [長崎県佐世保市1
・NPO法人安心院町グリーンYーリズム研究会

{大分県宇佐市}

{宮崎県五ヶ瀬町]

【沖縄県伊江村]

-夕日の里づくり推進会議

.伊江村観光協会

国際化部門 <6団体〉
eNPO法人ふじみの国際交流センター

[埼玉県ふじみ野市】

{石川県七尾市]

[静岡県磐田市}

{大阪府箕面市}

[松江市]

.七尾を世界へひらく市民の会

.磐田市南御厨地区自治会

.みのお外国人医療サポートネ ット

.八雲国際演劇祭実行委員会

.大牟田市 (福岡県)

T
を
活
用
し
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
な
ど
に
積

極
的
に
取
り
組
み
、
功
績
の
あ
っ
た
団
体
が
選
ば
れ
た
。

個
人
部
門

個
性
豊
か
で
活
力
あ
ふ
れ
る
地
域
づ
く
り
の
た
め
、

自
ら
率
先
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
の
中
心
に
な
る
な
ど
、

地
域
づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
る
個
人
が
選
ば
れ
た
。
地

域
づ
く
り
に
活
躍
す
る
個
人
を
表
彰
対
象
に
す
る
こ
と

で
、
功
績
を
た
た
え
る
と
と
も
に
、
地
域
づ
く
り
の
ス

ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
を
発
掘
し
、
地
域
づ
く
り
の
さ
ら
な
る

進
展
を
目
指
す
の
が
目
的
。
過
去
に
地
域
づ
く
り
総
務

大
臣
表
彰
を
受
賞
し
た
団
体
で
活
動
し
て
い
る
個
人
も

除
外
し
な
い
こ
と
に
し
た
。

情報化部門 <6団体〉
.会津コンビュータサイエンススクール実行委員会

[福島県会津若松市]

.狭山市 (埼玉県)

.島田eコミュニティプラットフォーム研究会[静岡県島田市】

.周南市 (山口県)

・高知工科大学学生サークル/CAST
.八代市 (熊本県)

[高知県香美市]

.は地域づ くり団体等、.は地方公共団体

個人部門 <4人〉
青柳輝雄[東京都墨田区] 勝野重美[長野県辰野町]

大平展子[静岡県浜松市】 浜田益嗣[三重県伊勢市}

↓訟属幼2007・6月号5 



一
関
市
干
厩
町
第
川
区
自
治
会

花
檀
は
休
耕
聞
を
キ
ャ
ン
パ
ス
に
、
子

供
か
ら
大
人
ま
で
土
と
汗
に
ま
み
れ
て
、

一
人
ひ
と
り
の
特
技
を
生
か
し
た
全
員
参

加
の
労
力
奉
仕
で
作
り
あ
げ
る
の
が
特
徴

だ
。
面
積
は
約
八
百
平
方
メ
ー
ト
ル
、
四

十
二
種
類
、

一
万
本
以
上
の
花
を
毎
年
咲

か
せ
続
け
て
い
る
。

花
壇
の
テ
l
マ
は
、
地
元
の
小
学
校
に

新
入
生
が

一
人
も
い
な
い
年
が
あ
っ
た
こ

と
が
き
っ
か
け
で
、
少
子
高
齢
化
社
会
の

到
来
を
実
感
、
地
域
で
子
育
て
す
る
気
運

が
大
切
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
、
「
子
ど

も
」
を
ヒ
ン
ト
と
し
て
い
る
。

二
O
O
三
年
(
同
十
五
年
)
に
は
、
地

域
待
望
の
十
人
の
新

一
年
生
が
入
学
、
子

供
た
ち
が
仲
良
く
手
を
つ
な
い
で
い
る
様

「
ふ
れ
あ
い
花
壇
」
で
地
域
づ
く
り

同
休
耕
田
に

-
一
万
本
以
上
の
花
を
咲
か
せ
る

私
た
ち
の
自
治
会
「
千
厩
町
第
十
三
区

自
治
会
」
は
、
岩
手
県
の
最
南
端
に
位
置

す
る

一
関
市
の
東
部
、
旧
千
厩
町
の
ほ
ぼ

中
央
に
位
置
し
、
九
十
世
帯
、
人
口
三
百

六
十
五
人
の
農
村
集
落
で
あ
る
。

自
治
会
で
は
、
集
落
を
東
西
に
宮
城
県

気
仙
沼
市
と
結
ぶ
国
道
2
8
4
号
沿
い
に

「
ふ
れ
あ
い
花
壇
」
を
作
り
、
地
域
住
民

の
触
れ
合
い
で
協
働
の
和
と
輪
を
広
め
、

花
壇
に
訪
れ
る
多
く
の
人
と
の
語
ら
い
な

ど
の
交
流
を
何
よ
り
大
切
に
、
そ
し
て
楽

し
み
に
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。

地
域
の
花
壇
づ
く
り
の
歴
史
は
古
く
、

一
九
七

O
年
(
昭
和
四
十
五
年
)
の
岩
手

国
体
を
契
機
に
盛
ん
に
な
っ
た
。
地
域
の

交
通
安
全
母
の
会
が
中
心
と
な
っ
て
始
め

た
沿
道
花
壇
づ
く
り
は
二
十
五
年
ほ
ど
続

副
会
長

• 藤
野
員
雄

d

-

d

v

~
 

い
た
が
、
人
口
減
少
に
よ
る
会
員
の
減
少

に
よ
り
母
の
会
で
の
継
続
が
難
し
く
な
っ

た
こ
と
か
ら
、
九
五
年
(
平
成
七
年
)
に

自
治
会
が
引
き
継
ぎ
、
今
日
に
至
っ
て
い

る
。

6 

子
を
花
で
表
現
し
よ
う
と
考
え
た
花
壇

が
、
花
い
っ
ぱ
い
コ
ン
ク
ー
ル
の
日
本

一

に
輝
い
た
。
ま
た
、
翌
年
に
は
、
五
人
の

新
入
学
児
童
が
花
檀
で
元
気
に
歌
っ
て
い

る
様
子
を
デ
ザ
イ
ン
し
、
全
国
コ
ン
ク
ー

ル
で
連
続
入
賞
し
た
。

2007・6月号泊泊~匂

-
静
か
な
に
ぎ
わ
い
と

-
心
な
ご
む
「
花
の
駅
」
を
創
出
へ

(下)管理作業風景

花
壇
作
り
を
す
る
前
は
、
自
治
会
活
動

は
全
く
低
調
で
、
自
治
会
対
抗
の
運
動
会

な
ど
へ
の
参
加
者
は
極
端
に
少
な
く
、
主

催
者
か
ら
は
十
三
区
は
お
荷
物
だ
と
言
わ

れ
続
け
て
き
た
。
そ
う
し
た
中
で
、
花
作

り
の
好
き
な
人
た
ち
が
立
ち
上
が
り
、
ふ

れ
あ
い
花
壇
を
作
り
始
め
て
か
ら
は
、
地

域
は
大
き
く
変
わ
っ
た
。
「
地
域
の
み
ん

な
が
協
力
し
合
い
、
自
ら
の
地
域
を
つ
く

っ
て
い
こ
う
」
と
気
運
が
次
第
に
高
ま
り
、

今
で
は
、
地
域
の
み
ん
な
が
地
域
に
対
す

る
誇
り
と
自
信
を
持
っ
て
暮
ら
し
て
い

る
。

(上)ふれあい花壇全景(平成18年)

自
治
会
で
は
、
今

一
つ
の
夢
の
実
現
を

目
指
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
花
壇
近
く
の

国
道
の
難
所
の
改
良
事
業
が
始
ま
り
、
そ

こ
に
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
が
造
ら
れ
る
計

画
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
ふ
れ
あ
い
花
壇
を

中
心
に
「
花
の
駅
」
と
し
て
、
静
か
な
に

ぎ
わ
い
と
心
な
ご
む
空
間
を
創
出
し
、
地

域
の
活
性
化
に
結
び
付
け
た
い
と
考
え
て

いマ。
。



N
P
O
法
人
大
島
大
好
き

の
め
ど
も
立
っ
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
使
用
済
み
て
ん
ぷ
ら
油
の
回
収
、
関

係
行
政
で
法
令
な
ど
を
調
べ
る
者
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
活
動
に
活
気
が
み
な
ぎ
っ
た
。

島
全
体
を
資
源
循
環
型
社
会
に

地域づくり総務大臣表彰平成18年度

-
交
流
拡
大
と

-

自
然
環
境
保
全
が
課
題

「
気
仙
沼
大
島
」
は
気
仙
沼
市
内
で
最

も
高
齢
化
率
が
高
く
、
就
職
先
も
少
な
い

た
め
に
、
若
年
層
の
流
出
が
こ
の
現
象
に

大
き
く
拍
車
を
か
け
て
い
る
。
そ
も
そ
も

気
仙
沼
大
島
は
、
地
域
の
大
き
な
観
光
資

源
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
全
国
的
に

は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。

現
在
、
こ
の
島
で
は
自
然
、
海
の
生
業

を
中
心
と
し
た
体
験
メ
ニ
ュ
ー
を
つ
く

り
、
小
中
高
生
な
ど
を
対
象
と
し
た
体
験

学
習
の
受
け
入
れ
を
積
極
的
に
行
い
、
全

国
か
ら
多
く
の
子
供
た
ち
が
こ
の
島
を
訪

れ
て
い
る
。
島
に
は
体
験
に
か
か
わ
る
施

設
が
少
な
い
。
欲
し
い
公
的
施
設
は
あ
る

の
だ
が
、
体
験
に
か
か
わ
る
人
た
ち
が
自

宅
を
使
用
す
る
な
ど
、
知
恵
を
絞
り
工
夫

し
て
、
対
応
し
て
い
る
。

自
然
を
活
用
し
な
が
ら
交
流
入
口
の
拡

大
を
目
指
す
活
動
の
中
で
、
環
境
保
全
と

い
う
テ

l
マ
は
避
け
て
通
れ
な
い
大
き
な

諜
題
で
あ
る
。
地
球
温
暖
化
防
止
策
を
う

理
事
長

-
イ
エ
ロ
ー
ア
イ
ラ
ン
ド
構
想
へ
の

-

取
り
組
み

島
に
は
ピ
ワ
、
北
限
の
ユ
ズ
な
ど
を
含

む
黄
色
の
花
き
類
が
多
く
存
在
す
る
。
な

ら
ば
、
こ
の
「
気
仙
沼
大
島
」
を
イ
エ
ロ

ー
ア
イ
ラ
ン
ド
に
し
よ
う
と
い
う
大
き
な

構
想
が
持
ち
上
が
っ
た
。
早
速
同
年
六
月
、

島
内
に
あ
る
荒
れ
果
て
た
県
道
の
花
壇
に

黄
色
の
マ
リ

l
ゴ
ー
ル
ド
、
ジ
ニ
ア
な
ど

約

一
千
本
を
約
二
十
人
の
メ
ン
バ
ー
で
植

栽
し
た
。
丸

一
日
に
わ
た
る
か
な
り
ハ
ー

ド
な
作
業
で
あ
っ
た
。
市
内
か
ら
回
収
し

た
使
用
済
み
天
ぷ
ら
油
の

一
部
(
約
四
百

リ
ッ
ト
ル
)
を
、
岩
手
県
藤
沢
町
に
あ
る

授
産
施
設
に

B
D
F精
製
を
依
頼
、
会
員

数
台
の
車
で
利
用
で
き
る
か
を
検
証
し

た
。
ま
た
、
秋
に
は
島
内
約

一
ヘ
ク
タ

I

ル
の
休
耕
地
を
耕
作
、

「
気
仙
沼
大
島
菜
の
花
種

ま
き
交
流
会

2
0
0
5
」

を
企
画
立
案
し
、
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
菜
の
花
の
種
を

融
ま
い
た
。

糊
こ
う
し
て
、
短
期
間
の

中
で
精
力
的
に
活
動
を
展

開
し
た
結
果
、
島
民
を
は

じ
め
、
多
く
の
市
民
に
会

員
と
な
っ
て
活
動
に
参
加

し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で

• 白
幡
昇

た
っ
た
京
都
議
定
書
の
発
効
、
こ
の
ち
っ

ぽ
け
な
島
の
閉
鎖
空
間
の
中
で
、
資
源
を

循
環
さ
せ
る
仕
組
み
が
つ
く
れ
な
い
も
の

か
、
つ
く
っ
た
仕
組
み
を
全
国
に
発
信
し
、

さ
ら
な
る
交
流
入
口
の
増
大
を
図
れ
な
い

も
の
か
、
数
人
の
メ
ン
バ
ー
で
議
論
が
続

い
た
。
た
ど
り
着
い
た
結
論
は
、
軽
油
代
替
燃

料
で
あ
る
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
フ
ュ

l
エ

ル

(
B
D
F
)
を
取
り
入
れ
た
「
菜
の
花
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
へ
の
参
画
で
あ
っ
た
。
二

0
0
五
年
(
平
成
十
七
年
)
凶
月
、
島
内

に
あ
る

一
軒
の
食
堂
に
島

民
を
含
む
さ
ま
ざ
ま
な
職

種
の
メ
ン
バ
ー
十

一
人
が

集
ま
り
、
将
来
的
な
目
標

を
踏
ま
え
、
今
後
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
激
論
を
交

わ
し
た
。
そ
し
て
、
特
定

非
営
利
活
動
法
人

「大
島

大
好
き
」
が
設
立
さ
れ
た
。

メ
ン
バ
ー
中
に
は
会
員
の

募
集
に
走
り
回
る
者
、

B

D
F
精
製
プ
ラ
ン
ト
購
入

き
、
今
で
は
市
内
を
中
心
に
約
百
二
十
人

が
所
属
し
て
い
る
。
同
年
十
二
月
に
は

B

D
F
精
製
プ
ラ
ン
ト
を
地
元
金
融
機
関
の

融
資
を
受
け
購
入
し
、
翌
年
四
月
か
ら
本

格
稼
動
し
て
い
る
。
プ
ラ
ン
ト
購
入
に
当

た
っ
て
は
、
何
ら
か
の
補
助
金
導
入
が
あ

れ
ば
、
経
済
的
に
か
な
り
ス
ム
ー
ズ
な
運

営
を
図
れ
る
の
で
あ
る
が
・
・
・
・
。

活
動
を
展
開
し
て
三
年
目
を
迎
え
よ
う

と
し
て
い
る
が
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
い

て
分
ら
な
い
こ
と
の
連
続
で
あ
っ
た
。
B

D
F精
製
時
の
副
産
物
グ
リ
セ
リ
ン
の
処

理
問
題
、
菜
の
花
の
栽
培
方
法
な
ど
だ
。

た
だ
、
こ
の
こ
と
を
解
決
し
て
く
れ
た
の

が
人
と
の
つ
な
が
り
で
あ
っ
た
。
行
政
を

含
め
、
実
に
多
く
の
人
た
ち
か
ら
支
援
を

い
た
だ
い
た
。

環
境
の
変
化
は
直
接
、
目
に
見
え
る
状

況
で
人
間
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
は
少
な

い
。
間
接
的
な
影
響
が
あ
っ
て
も
、
意
識

の
中
で
「
な
ん
と
か
し
よ
う
」
と
考
え
る

人
も
少
な
い
。
今
も
っ
て
、

一
般
家
庭
か

ら
二
酸
化
炭
素

(
C
0
2)
排
出
量
が
増

加
し
て
い
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。
大
人
の
環

境
に
対
す
る
意
識
啓
蒙
の
策
と
し
て
、
小

学
校
へ
の

「環
境
出
前
講
座
」
も
実
施
し
、

子
供
た
ち
を
介
し
て
多
少
な
り
と
も
意
識

改
革
が
で
き
れ
ば
と
も
考
え
て
い
る
。
こ

う
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
通
し
、
島
が

黄
色
の
花
き
類
で
彩
ら
れ
、
島
と
い
う
閉

鎖
空
間
の
中
で
資
源
循
環
型
社
会
構
築
が

り
ん
り
ん

完
遂
す
れ
ば
、
気
仙
沼
大
島
が
凍
々
と
姉

き
を
放
っ
て
島
民
を
優
し
く
包
み
込
ん
で

く
れ
る
は
ず
だ
。

j島誠匂2007・6月号7 



新
し
い
祭
り
が

市
民
の
交
流
を
拡
大

寸
…
)
長

ヤ
l
ト
セ
秋
田
祭
実
行
委
員
会

-
秋
田
の
初
夏
を
伝
え
る

-

イ
ベ
ン
ト
に
成
長

「ャ

l
ト
セ
秋
田
祭
」
と
は
、
秋
田
市

の
地
元
の
民
謡
や
曲
な
ど
を
ア
レ
ン
ジ
し

て
グ
ル
ー
プ
で
踊
る
祭
で
あ
る
。
そ
の
始

ま
り
は
、
「
秋
田
を
元
気
に
し
た
い
」
と

考
え
た
地
域
住
民
が
行
っ
た
秋
田
大
学
で

の
ピ
ラ
ま
き
か
ら
だ
っ
た
。

そ
の
ピ
ラ
を
見
て
「
何
か
や
り
た
い
」

と
思
っ
て
い
た
学
生
が
、
「
秋
田
駅
前
に

多
く
の
人
が
集
ま
れ
る
祭
り
を
」
と
、
住

民
と
と
も
に

一
九
九
八
年
(
平
成
十
年
)

六
月
に
第

一
回
を
開
催
。
昨
年
は
参
加
者

が
千
五
百
人
を
超
え
、
沿
道
を
埋
め
尽
く

す
ほ
ど
の
観
客
が
集
う
秋
田
の
初
夏
を
伝

え
る
イ
ベ
ン
ト
に
な
り
、
今
年
で
十
回
目

を
迎
え
る
。

こ
の
祭
り
に
は
、
秋
田
県
内
外
か
ら
老

若
男
女
、
幅
広
い
年
齢
層
の
人
が
集
ま
る

• 小
玉
福
太
郎

が
、
観
客
と
参
加
者
が

一
体
と
な
っ
て
会

場
全
体
を
舞
台
と
し
て
踊
る
「
フ
リ
ー
ダ

ン
ス
」
と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ
り
、
こ

れ
を
楽
し
み
に
し
て
来
る
人
も
い
る
。
ま

た
、
当
日
の
運
営
で
欠
か
せ
な
い
ス
タ
ッ

フ
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、
大
学
や
タ

ウ
ン
誌
な
ど
を
通
じ
て
広
く
募
集
し
、
祭

り
終
了
後
も
知
り
合
っ
た
者
同
士
で
連
絡

を
取
り
合
っ
た
り
、
参
加
し
た
チ

l
ム
に

入
会
す
る
人
も
い
る
。

祭
り
を
通
じ
て

一
緒
に
踊
っ
た
り
、
作

業
を
す
る
こ
と
が
、
普
段
出
会
わ
な
い
世

代
の
人
た
ち
の
交
流
の
き
っ
か
け
と
な
っ

て
い
る
。

こ
の
祭
り
を
企
画
す
る
実
行
委
員
会
の

メ
ン
バ
ー
は
、
現
役
の
学
生
や
学
生
の
こ

ろ
か
ら
か
か
わ
っ
て
き
た
社
会
人
で
構
成

さ
れ
て
い
る
。
多
く
は
授
業
や
仕
事
が
終

わ
っ
た
後
、
公
民
館
に
集
ま
り
、
話
し
合

い
や
作
業
を
す
る
が
、
開
催

一
カ
月
前
か

ら
は
寝
る
問
も
惜
し
ん
で
の
作
業
と
な

り
、
公
民
館
は
不
夜
城
と
な
る
。
ま
た
、

一
年
を
通
じ
実
行
委
員
会
所
属
チ

l
ム

「
酔
楽
天
」
だ
け
で
な
く
、
参
加
チ

1
ム

が
地
元
の
イ
ベ
ン
ト
で
踊
っ
た
り
、
公
民

館
な
ど
で
講
習
会
を
自
主
的
に
開
催
し
、

祭
り
の

P
R
を
し
な
が
ら
仲
間
の
輸
を
広

げ
て
い
る
。

-
祭
り
が
生
活
の
変
化
と

-

新
た
な
出
会
い
を
も
た

5
す

現
在
は
、
開
始
前
か
ら
会
場
の
席
取

り
を
す
る
観
客
ま
で
出
る
祭
り
に
成
長

し
た
が
、
こ
の
十
回
を
開
催
す
る
ま
で

の
聞
に
、
多
く
の
仲
間
に
支
え
ら
れ
て

き
た
。
ま
ち
の
イ
ベ
ン
ト
広
場
で
公
開

練
習
を
す
る
チ

l
ム
も
あ
る
。
祭
り
を

8 

開
催
す
る
に
際
し
て
は
、
卸
問
屋
の
社
長

が
取
引
先
に
、
協
賛
を
集
め
に
自
ら
進
ん

で
頭
を
下
げ
て
く
れ
る
。
ま
た
、
飲
み
屋

の
マ
マ
さ
ん
が
、
お
客
に
直
接
、
祭
り
の

P
R
を
し
て
広
告
の
お
願
い
を
し
て
く
れ

る
。
祭
り
の
当
日
に
は
、
会
場
内
に
振
り

付
け
講
習
会
を
企
画
し
て
く
れ
る
人
も
い

る
。

2007・6月号よ邸届匂

さ
ら
に
、
会
場
近
く
で
昔
か
ら
行
わ
れ

て
い
た
祭
り
が
、
開
催
時
期
を
合
わ
せ
て

も
ら
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
開
催
に
猛
反

発
を
し
て
い
た
地
域
の

人
も
、
今
で
は
「
こ
の

地
区
で
何
か
あ
っ
た
ら

私
に
言

っ
て
き
て
」
と

応
援
し
て
く
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
一

つ
の
物

事
を
立
ち
上
げ
た
時

に
、
そ
れ
に
目
を
向
け

て
支
え
て
く
れ
た
人
た

ち
の
お
か
げ
で
、
こ
こ

ま
で
続
け
る
こ
と
が
で

き
た
と
言
え
る
。

踊り子もボランティアスタ ッフも観客も

集うフリーダンス

こ
の
祭
り
は
私
た
ち
実
行
委
員
の
メ
ン

バ
ー
を
含
め
、
た
く
さ
ん
の
人
の
生
活
に

変
化
を
与
え
、
さ
ま
ざ
ま
な
き
っ
か
け
を

与
え
て
く
れ
る
。
ま
ち
や
そ
こ
に
住
む
人

に
は
、
ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん
の
可
能
性
が

あ
り
、
こ
れ
か
ら
も
そ
の
可
能
性
や
た
く

さ
ん
の
人
と
の
出
会
い
を
大
切
に
し
て
、

活
動
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。



N
P
O
法
人
古
瀬
の
自
然
と
文
化
を
守
る
会

都
市
型
農
村
が
展
開
す
る

交
流
活
動

事
務
局
長

小
官
新

• 

を
続
け
て
い
る
。
九
九
年
(
同
十

一
年
)

か
ら
は
、
東
京
・
葛
飾
区
「
郷
土
と
天
文

の
博
物
館
」
の
募
集
し
た
同
区
民
が
、
年

七
回
ほ
ど
古
瀬
の
フ
ィ
ー
ル
ド
に
来
て
、

稲
作
や
野
菜
作
り
、
魚
取
り
な
ど
の
農
村

体
験
や
交
流
を
進
め
て
い
る
。

ま
た
、

二
O
O四
年
(
同
十
六
年
)
か

ら
は
東
京
都
立
葛
飾
ろ
う
学
校
の
中
学
生

も
参
加
し
、

一
年
間
を

通
し
て
古
瀬
に
来
て
、

農
村
体
験
を
し
て
い

ヲ
@
。

-
遊
休
農
地
の
活
用
と

-

農
村
体
験
の
推
進

古
瀬
の
会
の
活
動
拠
点
は
、
首
都
圏
か

ら
四
十
キ
ロ
の
茨
城
県
南
西
部
に
あ
り
、

東
京

・
秋
葉
原
か
ら
つ
く
ば
聞
に
開
通
し

た
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
の
「
み
ら
い
平
」

駅
が
最
寄
の
駅
で
あ
る
。
会
の
発
足
は

一

九
九

三
年
(
平
成
五

年
)
、
学
校
五
日
制
導

入
の
前
年
で
、
地
域
教

育
の
必
要
性
か
ら
地
元

小
学
生
に
稲
刈
り
体
験

を
働
き
か
け
た
の
が
始

ま
り
だ
。

地域づくり総務大臣表彰

そ
の
後
、
地
元
の
新

興
住
宅
地
で
あ
る
絹
の

台
自
治
会
と
の
交
流
が

生
ま
れ
、
夏
祭
り
へ
の

協
力
や
農
村
体
験
な
ど

平成18年度

大八車で刈り取った稲を運ぶ

古
瀬
の
会
は
、
地
元

集
落
の
有
志
が
集
い
、

行
政
に
頼
ら
な
い
で
遊

休
農
地
を
活
用
し
、
農

村
文
化
や
自
然
環
境
を

後
世
に
伝
、
え
よ
う
と
活

動
し
て
き
た
。
春
の
ヨ

モ
ギ
摘
み
、
た
こ
揚
げ

か
ら
始
ま
り
、
田
植
え
、
田
の
草
取
り
、

キ
ャ
ン
プ
、
灯
ろ
う
流
し
、
稲
刈
り
、
魚

取
り
な
ど
、
昭
和
四
十
年
代
の
農
村
文
化

を
都
市
住
民
と

一
緒
に
楽
し
み
な
が
ら
体

験
し
て
い
る
。

O
五
年
(
同
十
七
年
)
に

は
、
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
開
業
記
念
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
車
窓
か
ら
見
え
る
場
所

に
、
葉
の
色
が
黄
色
や
紫
色
、
白
色
な
ど

の
稲
を
使
い
、
絵
文
字
を
表
す

「田
ん
ぼ

ア
l
ト
」
を
作
り
、
歓
迎
し
た
。
活
動
資

金
を
捻
出
す
る
た
め
に
協
力
費
を
呼
び
掛

け
た
と
こ
ろ
、
地
元
の
市
民
を
は
じ
め
、

会
に
参
加
し
て
い
る
都
市
側
か
ら
も
大
勢

の
協
力
を
い
た
だ
き
、
大
好
評
だ
っ
た
。

そ
れ
ま
で
の
活
動
は
通
年
の
参
加
で
、

な
お
か
つ
団
体
が
対
象
だ
っ
た
が
、
田
ん

ぼ
ア

1
ト
は
不
特
定
の

一
般
市
民
に
呼
び

掛
け
、
参
加
者
に
対
し
て
の
会
の
紹
介
や

活
動
内
容
を
案
内
す
る
な
ど
、

一
過
性
の

イ
ベ
ン
ト
に
終
わ
ら
ず
、
対
応
し
て
い
く

こ
と
の
大
変
さ
を
痛
感
し
た
。

-
農
家
民
宿
と
青
年
層
会
員

-

取
り
込
み
が
課
題

O
六
年
(
同
十
八
年
)
度
は
、
市
町
村

合
併
に
よ
る
新
し
い
「
つ
く
ば
み
ら
い
市
」

の
誕
生
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
趣
旨
で
活
動
を

行
っ
た
。
初
め
は
集
落
の
遊
休
農
地
を
保

全
し
よ
う
と
有
志
が
集
い
、
身
近
な
こ
と

で
で
き
る
こ
と
か
ら
活
動
し
て
き
た
が
、

こ
れ
か
ら
は
市
内
全
域
で
自
然
環
境
を
活

用
し
て
い
る
各
団
体
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

づ
く
り
や
、
古
民
家
を
活
用
し
た
農
家
民

宿
の
運
営
な
ど
も
視
野
に
入
れ
、
活
動
し

て
い
こ
う
と
思
う
。
三
年
前
か
ら
行
っ
て

い
る
絹
の
台
自
治
会
で
の
朝
市
、
葛
飾
で

の
交
流
市
な
ど
、
地
元
で
生
産
し
た
野
菜

な
ど
を
販
売
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
元

の
農
家
に
活
気
が
出
る
と
考
え
て
い
る

が
、
定
着
す
る
ま
で
は
も
う
少
し
時
間
が

必
要
な
よ
う
だ
。

古
瀬
の
会
の
会
員
は
現
在
七
十
四
人
お

り
、
女
性
部
が
五
人
で
、
七
十
歳
代
の
指

導
者
か
ら
四
十
歳
代
ま
で
の
年
齢
層
で
あ

る
。
年
間
の
イ
ベ
ン
ト
回
数
や
参
加
者
が

年
々
増
加
し
て
お
り
、
今
後
の
対
応
を
考

え
る
と
、
青
年
層
を
ど
う
取
り
込
む
か
が

大
き
な
諜
題
と
な
っ
て
い
る
。

地主語句2007・6月号9 



入
郷
棚
田
保
全
協
議
会

援
農
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度
の

導
入
で
棚
田
を
保
全

会
長

大
町
弘
志

• 

二
O
O
O年
(
同
十
二
年
)
十

一
月、

協
議
会
が
主
体
と
な
り
、
耕
作
放
棄
地
を

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
力
を
借
り
る
こ
と
で
解

消
し
よ
う
と
広
く
呼
び
掛
け
た
と
こ
ろ
、

町
内
を
は
じ
め
、
遠
方
の
東
京
な
ど
か
ら

七
十
二
人
が
集
ま
り
、
耕
作
放
棄
地
の
草

刈
り
を
行
っ
た
。

O
一
年
(
同
十
三
年
)
か
ら
は
年
三
回、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
、
耕
作
放
棄
地

の
復
旧
と
併
せ
て
、
古
代
米
や
酒
米
の
田

植
え
、
ハ
ナ
シ

ョ
ウ
ブ
の
定
植

な

ど

も

実

施

-
美
し
い
棚
田
の
再
生
と

-

保
全
を
目
指
す

「
自
然
と
向
き
合
う
勇
気
有
る
者
求

む
!
」

|
|
茂
木
町
は
、
東
京
か
ら
お
よ

そ
百
キ
ロ
離
れ
た
栃
木
県
南
西
部
に
位
置

す
る
、
中
山
間
地
域
の
自
然
に
あ
ふ
れ
た

町
で
あ
る
。一

九
九
九
年
(
平
成
十
一
年
)

七
月
、
四
・
九
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
百
八
十
枚

の
入
郷
石
畑
の
棚
田
が
、
農
林
水
産
省
の

「
日
本
の
棚
田
百
選
」
に
認
定
さ
れ
た
。

入
郷
地
区
で
は
、
農
業
従
事
者
の
高
齢

化
や
農
業
後
継
者
不
足
に
よ
り
、
年
々
耕

作
放
棄
地
が
増
加
し
て
い
た
。

そ
う
し
た
中
、
翌
年
八
月
に
、

石
畑
地
区
を
耕
作
し
て
い
る

七
人
の
農
家
が
集
い
、
美
し

い
棚
田
の
再
生
と
保
全
を
目

指
そ
う
と
「
入
郷
棚
田
保
全

協
議
会
」
を
結
成
し
た
。

入郷石畑棚田オーナー制度の推移

年度 車E
面積 |棚田の
(a) 枚数

H14 13 15 3 

H15 25 30 6 

H16 37 55 14 

H17 50 55 14 

H18 56 60 20 

H19 59 60 20 

し
、
の
ど
か
な
田
園
風
景
を
取
り
戻
す
こ

と
が
で
き
た
。
ま
た
、

O
二
年
(
同
十
四

年
)
か
ら
は
、
棚
田

一
ア
ー
ル
の
オ
ー
ナ

ー
制
度
を
始
め
、
農
村
住
民
と
都
市
住
民

と
の
交
流
を
図
り
な
が
ら
、
棚
田
の
保
全

活
動
を
行
っ
て
い
る
。
オ
ー
ナ
ー
は
当
初

十
三
組
だ
っ
た
が
、

O
七
年
(
同
十
九
年
)

に
は
五
十
九
組
集
ま
り
、
今
年
も
に
ぎ
や

か
な
棚
田
と
な
り
そ
う
な
見
通
し
で
あ

る
。

日本の棚田百選

-
都
市
住
民
に
自
然
の
良
さ
と

-

大
切
さ
を
伝
え
る

オ
ー
ナ
ー
は
家
族
ば
か
り
で
な
く
、
会

社
な
ど
の
グ
ル
ー
プ
で
も
申
し
込
む
こ
と

が
で
き
る
。
田
植
え
や
稲
刈
り
・
草
刈
り

は
も
ち
ろ
ん
、
日
照
確
保
の
た
め
に
立
ち

木
や
枝
を
払
う
コ
サ
刈
り
や
、
泥
で
あ
ぜ

を
作
る
ク
ロ
掛
け
な
ど
、
四
月
か
ら
十
一

10 
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(上)オーナー稲刈り (9月)

月
ま
で
月

一
回
程
度
、

一
連
の
作
業
を

土
・
日
曜
日
を
使
っ
て
行
う
。

棚
田
で
の
作
業
は
、
技
術
的
な
こ
と
は
、

地
元
農
家
が
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
が
、
作
業

は
す
べ
て
オ
ー
ナ
ー
に
や
っ
て
も
ら
う
。

田
ん
ぼ
に
足
を
入
れ
稲
を
作
る
意
欲
、
そ

し
て
台
風
な
ど
の
天
災
も
含
め
自
然
と
向

き
合
う
勇
気
さ
え
あ
れ
ば
、
誰
で
も
参
加

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

収
穫
し
た
米
は
す
べ
て
オ
ー
ナ
ー
で
分

け
合
う
こ
と
に
し
て
、
が
ん
ば
っ
て
多
く

収
穫
で
き
た
場
合
は
、
多
く
米
を
も
ら
え

る
よ
う
に
し
て
い
る
。
豊
か
な
自
然
の
中

で
気
持
ち
良
い
汗
を
か
き
、
地
元
農
家
や

自
然
と
触
れ
合
い
、
お
い
し
い
米
を
都
市

に
持
ち
帰
り
、
多
く
の
人
た
ち
に
実
際
に

食
べ
て
も
ら
う
こ
と
に
よ
り
、
大
自
然
の

良
さ
、
環
境
保
全
の
大
切
さ
を
広
く
伝
え

て
い
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
る
。



え
い
へ
い
じ
納
涼
ま
つ
り
実
行
委
員
会

観
光
振
興
と
地
域
P
R
に
貢
献

-
地
域
文
化
と
自
然
を
生
か
し
た

-

ま
ち
づ
く
り

永
平
寺
町
は
、
県
都
福
井
市
に
隣
接
し
、

県
内
最
大
の
九
頭
竜
川
が
中
央
を
流
れ
て

い
る
。
二

O
O
六
年
(
平
成
十
八
年
)
二

月
、
旧
松
岡
町
、
旧
永
平
寺
町
、
旧
上
志

比
村
の
三
町
村
が
合
併
し
、
人
口
約
二
万

人
、
総
面
積
九
十
四
平
方
キ
ロ
の
永
平
寺

町
が
誕
生
し
た
。

平成18年度 地域づくり総務大臣表彰

実
行
委
員
会
事
務
局

永
平
寺
町
商
工
観
光
課
課
長
補
佐

• 山
田
孝
明

本
町
に
は
、
曹
洞
宗
大
本
山
永
平
寺
や

吉
峰
寺
、
松
岡
古
墳
群
な
ど
多
く
の
歴
史

文
化
資
源
が
集
積
、
ま
た
、
福
井
大
学
医

学
部
、
福
井
県
立
大
学
な
ど
学
術
研
究
機

関
な
ど
も
立
地
し
て
い
る
。

当
町
は
、
地
域
文
化
と
自
然
を
活
か
し

た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。
白
山
山

系
を
源
に
日
本
海
へ
と
注
ぐ
清
流
九
頭
竜

川
は
、
地
域
に
豊
か
な
恵
み
を
も
た
ら
し
、

ア
ユ
や
サ
ク
ラ
マ
ス
、
ア
ラ
レ
ガ
コ
な
ど
、

灯ろう作り

さ
ま
ざ
ま
な
魚
が
生
息
し
て
い
る
。

こ
の
広
大
な
川
の
流
れ
や
自
然
景
観
が

美
し
い
九
頭
竜
川
を
ま
ち
づ
く
り
に
活
か

し
、
町
民
は
も
と
よ
り
県
内
外
か
ら
訪
れ

る
人
の
憩
い
の
場
と
し
て
、
新
た
な
整
備

を
計
画
し
て
い
る
。
ま
た
、
大
本
山
永
平

寺
を
中
心
と
し
た
癒
し
の
空
間
を
活
か

し
、
禅
体
験
や
食
文
化
な
ど
地
域
特
性
を

活
か
し
た
総
合
的
な
永
平
寺
ブ
ラ
ン
ド
の

確
立
を
目
指
し
て
い
る
。

「え
い
へ
い
じ
大
燈
龍
な
が
し
」
は、

テ
l
マ
「
愛
と
感
謝
」
の
下
、
町
の
イ
メ

ー
ジ
ア
ッ
プ
と

地
域
活
性
化
を

図
る
イ
ベ
ン
ト

わがまち魅力発見コンテストの写真

えいへいじ大燈績ながし川施食風景

と
し
て
十
九
回

継
続
開
催
し
、

現
在
に
至
っ
て

い
る
。
最
初
は
、

地
元
商
工
会
青

年
部
を
中
心
に

町
民
相
互
の
親

睦
と
融
和
を
目

的
と
し
た

「え

い
へ
い
じ
納
涼
ま
つ
り
」
だ
っ
た
。
そ
の

後
、
区
長
会
を
中
心
と
し
た
各
種
団
体
の

協
力
に
よ
り
、
企
画
、
準
備
、
運
営
な
ど

に
多
く
の
町
民
が
か
か
わ
る

「大
灯
ろ
う

流
し
」
と
な
っ
た
。
実
行
委
員
会
は
、
町

内
外
・
全
国
か
ら
供
養
灯
ろ
う
・
願
い
灯

ろ
う
(
約

一
万
個
)
の
申
し
込
み
を
受
け

付
け
、
商
工
会
、
婦
人
会
、
老
人
会
の
協

力
に
よ
る
帆
書
き
、
組
み
立
て
作
業
を
行

い
、
当
日
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
運
営
委
員
の

手
に
よ
り
、
灯
ろ
う
は
永
平
寺
河
川
公
園

特
設
会
場
の
祭
壇
に
並
べ
ら
れ
る
。

地
元
の
子
供
太
鼓
な
ど
ミ
ニ
イ
ベ
ン
ト

の
後
、
大
本
山
永
平
寺
の
協
力
の
下
、
川

施
食
(
せ
じ
き
)
法
要
(
供
養
)
が
行
わ

れ
、
そ
の
後
、
実
行
委
員

・
参
加
者
の
手

に
よ
り
灯
ろ
う
が
流
さ
れ
、
川
面
に
幻
想

的
な
光
の
帯
が
つ
く
ら
れ
、
そ
の
様
子
は

荘
厳
に
て
厳
粛
で
、
見
る
人
の
心
を
和
ま

せ
て
く
れ
る
。

-
夏
の
終
わ
り
を
告
げ
る

自

風
物
詩
に
定
着

毎
年
八
月
下
旬
に
実
施
す
る
「
え
い
へ

い
じ
大
燈
能
な
が
し
」
は
、
県
内
外
か
ら

年
々
注
目
さ
れ
、
灯
ろ
う
と
夜
空
を
染
め

る
花
火
・
光
の
パ
レ
ー
ド
は
、
夏
の
終
わ

り
を
告
げ
る
風
物
詩
に
定
着
し
て
き
た
。

県
外
か
ら
の
ツ
ア

l
パ
ス
や
、
当
日
宿

泊
参
加
者
、
え
ち
ぜ
ん
鉄
道
を
利
用
し
た

参
加
者
も
増
加
し
て
お
り
、
こ
の
イ
ベ
ン

ト
に
よ
る
観
光
へ
の
貢
献
度
が
年
々
高
ま

っ
て
い
る
。

永
平
寺
観
光
物
産
ブ
ラ
ン
ド
を

P
R

し
、
永
平
寺
町
の
知
名
度
ア
ッ
プ
、
精
神

文
化
の
聖
地
・
永
平
寺
、
自
然
豊
か
な
清

流
・
九
頭
竜
川
を
全
国
に
広
め
る
べ
く
、

実
行
委
員
は
頑
張
っ
て
い
る
。
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大
垣
市

(
岐
阜
県
)

「さ
わ
や
か

3
兄
弟
」
事
業
で

地
域
の
安
全
安
心
を
推
進

-
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
に
続
き

-

見
守
り
活
動
を
展
開

大
垣
市
の
刑
法
犯
罪
発
生
件
数
は
、

九
九
三
年
(
平
成
五
年
)
に
二
千
四
百
人

件
だ
っ
た
が
、

二
O
O
二
年
(
同
十
四
年
)

に
は
五
千
百
六
十
六
件
と
な
り
、
発
生
件

数
が
十
年
間
で
実
に
一
一
倍
強
と
な
っ
た
。

市
(
当
時
の
人
口
は
約
十
五
万
人
)
で
は

こ
の
数
字
に
強
い
危
機
感
を
持
ち
、
ま
ず

O
三
年
(
同
十
五
年
)
五
月
に
「
き
わ
や

か
パ
ト
ロ
ー
ル
」
事
業
を
開
始
し
た
。

パ
ト
ロ
ー
ル
隊
員
は
三
百
六
十
五
日
、

午
後
か
ら
深
夜
ま
で
青
色
回
転
灯
搭
載
車

で
巡
回
し
、
小
学
校
や
交
番
と
情
報
交
換
、

下
校
す
る
子
供
た
ち
へ
の
街
頭
指
導
や
駅

周
辺
の
巡
回
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
不

法
投
棄
や
落
書
き
の
早
期
発
見
に
努
め
、

深
夜
は
い
か
い
す
る
少
年
な
ど
や
ホ

l
ム

レ
ス
へ
の
声
掛
け
も
行
っ
て
い
る
。

生
活
環
境
部
生
活
安
全
課

種
目
昌
克

• 

次
に
、

O
四
年
(
同
十
六
年
)
五
月
に

「
き
わ
や
か
み
ま
も
り
E
y
e
」
活
動
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
を
開
始
し
た
。
「
誰
で

も
気
軽
に
で
き
る
活
動
」
で
あ
る
こ
と
を

強
調
し
、
参
加
を
呼
び
掛
け
た
結
果
、
多

く
の
住
民
の
目
を
自
然
な
形
で
確
保
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
活
動
に
よ
っ
て
犯

罪
者
に
は
「
目
撃
さ
れ
る
か
も
知
れ
な
い
」

「
仕
事
が
し
づ
ら
い
」
と
感
じ
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
た
よ
う
に
思
う
。

ま
た
、
う
れ
し
い
誤
算
と
し
て
は
、
こ

の
活
動
を
個
人
で
始
め
た
人
が
活
動
中
に

ど
ん
ど
ん
仲
間
を
つ
く
り
、
人
か
ら
人
へ

と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
輪
が
広
が
っ
て
い
っ

た
こ
と
で
あ
る
。
O
七
年
(
同
十
九
年
)

三
月
末
現
在
、

三
千
五
十
三
人
が
登
録
し

て
い
る
。

-
携
帯
篭
話
へ
の
情
報
配
信
で

-

三
つ
の
事
業
が
そ
ろ
う

最
後
に
、

O
五
年
(
同
十
七
年
)
十

一

月
か
ら
は
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
へ
安
全

安
心
情
報
を
配
信
す
る
「
き
わ
や
か
み
ま

も
り
ネ
ッ
ト
」
の
運
用
を
開
始
し
た
。
こ

れ
ま
で
の
情
報
伝
達
は
、
プ
リ
ン
ト
物
の

配
布
か
電
話
連
絡
網
が
主
だ
っ
た
。
そ
こ

で
、
そ
れ
ら
の
情
報
を

一
体
化
し
、
迅
速

に
伝
達
す
る
何
か
良
い
手
段
が
な
い
か
検

討
し
た
と
こ
ろ
、
総
務
省
の
「
地
域
安
心

安
全
情
報
共
有
シ
ス
テ
ム
」
の
実
証
実
験

に
参
加
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
現
在
、
多

島
パ
く
の
住
民
に
登
録
し

t

、
d

布
M-m

て
い
た
だ
き
、
市
や

一児

警
察
か
ら
安
全
・
安

下
信

加品
川
河
心
情
報
を
配
信
し
続

いお
一
聞
け
て
い
る
。

-
F
U
ι
、山

』
司
り
安

司
も
全
ま

安

み

が

か
自
民

や
隊
わ
川
虫、一
上
川

こ
う
し
て
三
つ
の

事
業
が
そ
ろ
い
、
「
大

垣
市
の
安
全
安
心
を

支
え
る
よ
う
に
」
と

い
う
願
い
を
込
め
、

12 

「
三
本
の
矢
の
訓
え
」
に
な
ぞ
ら
え
て
、

「
き
わ
や
か
三
兄
弟
」
と
命
名
し
た
。

住
民
か
ら
は
、
「
相
乗
効
果
を
上
げ
て

い
る
」
「
こ
れ
ま
で
学
校
か
ら
の
プ
リ
ン

ト
物
で
は
情
報
を
得
る
ま
で
に
時
間
的
な

ズ
レ
が
あ
っ
た
が
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
情

報
を
配
信
さ
れ
る
た
め
に
助
か
る
」
「
目

的
を
持
っ
て
、
き
わ
や
か
み
ま
も
り
E
y

e
活
動
が
行
え
る
よ
う
に
な
っ
た
」
な
ど
、

非
常
に
好
評
で
あ
る
。

ま
た
、
き
わ
や
か
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
員
は

「
情
報
を
メ

l
ル
配
信
さ
れ
る
と
、
現
場

付
近
に
急
行
し
、
重
点
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行

え
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
い
う
。

最
近
は
、
道
路
事
情
の
変
化
な
ど
で
都

会
よ
り
地
方
の
ほ
う
が
安
全
と
は
吾一
ヲ
ん
な

く
な
っ
て
き
て
い
る
。
地
域
を
守
る
た
め

に
は
、
行
政
や
警
察
、
そ
し
て
地
域
住
民

と
の
協
働
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

人
々
は
地
域
の
防
犯
活
動
な
ど
を
通

し
、
「
地
域
が
お
互
い
に
助
け
合
う
社
会
」

の
重
要
性
に
気
付
き
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
な
ど
の
大
切
さ
に
目
覚
め
始
め
て
い

る
。
今
後
は
、
み
ま
も
り
ネ
ッ
ト
に
よ
っ

て
、
行
政
や
警
察
が
安
全
安
心
情
報
を
で

き
る
だ
け
早
く
提
供
し
、
地
域
が

一
体
と

な
っ
て
み
ま
も
り
E
y
e
活
動
で
子
供
を

見
守
り
、
き
わ
や
か
パ
ト
ロ
ー
ル
が
学
校

と
地
域
と
行
政
の
橋
渡
し
を
し
て
い
く
協

力
体
制
を
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

2007・6月号↓邸主6・ω



地域づくり総務大臣表彰

引
揚
を
記
念
す
る
舞
鶴
・
全
国
友
の
会

苦
難
の
哀
史
を
後
世
に
継
承

平成18年度

-
平
和
の
象
徴

-

「
舞
鶴
引
揚
記
念
館
」
の
開
館

舞
鶴
湾
を
見
下
ろ
す
丘
陵
に
「
ぁ
、
母

い
し
ぶ
み

な
る
固
」
の
石
文
、
「
望
郷
慰
霊
之
碑
」
「
平

和
の
群
像
」
な
ど
が
立
ち
並
ぶ
引
揚
記
念

公
園
の
麓
に
、
舞
鶴
市
並
び
に
全
国
か
ら

浄
財
を
得
て
、
舞
鶴
引
揚
記
念
館
が

一
九

八
八
年
(
昭
和
六
十
三
年
)
四
月
二
十
四

日
に
竣
工
し
た
。
こ
の
引
揚
記
念
館
は
、

全
国
引
揚
者
の
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
で
あ

り
、
収
蔵
さ
れ
た
数
々
の
資
料
は
、
物
言

わ
ぬ
語
り
部
と
し
て
、
静
か
に
か
つ
力
強

く
平
和
へ
の
呼
び
掛
け
を
し
て
い
る
。

戦
後
、
五
十
七
万
五
千
人
の
関
東
軍
将

兵

・
北
方
領
土
守
備
部
隊
(
千
島
・
樺
太

な
ど
て
満
蒙
開
拓
義
勇
軍
の
少
年
た
ち
、

お
よ
び
そ
の
他
の
民
間
人
も
併
せ
て
酷
寒

の
地
シ
ベ
リ
ア
に
虜
囚
の
身
を
委
ね
、
凍

餓
の
抑
留
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
そ

れ
ら
の
人
々
は
、
唯
ひ
た
す
ら
内
地
帰
還

を
夢
み
な
が
ら
果
た
せ
ず
、
無
念
の
涙
を

• 藤
村
正
巳

事
務
局
長

の
ん
だ
七
万
余
の
人
た
ち
の
あ
っ
た
こ
と

を
今
日
で
も
脳
裏
か
ら
離
れ
な
い
。一

九

四
五
年
(
同
二
十
年
)
十
月
七
日
、
朝
鮮

よ
り
の
引
揚
第
縦
訓

鴇

1
1
14
酬

一船
雲
仙
丸
入
子
長
v

m

一一

港
以
来
、
真
岡
瓦

U
:
U

一一

(
サ
ハ
リ
ン
)
で
三
;
酔
…

か
ら
最
終
引
揚

F
V
園
臨
臨
瞬
静
市
飢
醐
組
一

圃
歩
事
国
圃
園
田
園
田
園
調
鱗
ム

d
酌
岡
崎
凶
幅

一

船
白
山
丸
入
港
属
国
園

内

圏

ま
で
の
十
三
年

限
監
・
・
・
圃
¥
幽
聞

』

の
問
に
、
延
べ

・
・
・
・
・
・
・
・
・
一一
一』

三
百
四
十
六
隻

・
・
・
・
・
・
・
・
圃
-

が
入
港
し
、
六

E
E・
E・
-
E

十
六
万
四
千
五
百
三
十

一
人
と、

一
万
六

千
二
百
六
十
九
柱
の
遺
骨
が
こ
の
舞
鶴
の

地
に
帰
っ
て
来
た
。

昭
和
の
激
動
の
歴
史
も
幕
を
閉
じ
、

一

九
八
九
年

一
月
八
日
に
元
号
も
平
成
と
改

め
ら
れ
た
。
引
揚
記
念
館
は
、
平
成
の
年

号
に
ふ
さ
わ
し
く
舞
鶴
市
字
平
の
地
に
開

館
以
来
、
全
国
津
々
浦
々
か
ら
数
多
く
の

入
館
者
を
迎
え
て
い
る
。

私
た
ち
は
、
体
験
し
た
悲
惨
な
戦
争
の

歴
史
を
再
び
繰
り
返
さ
な
い
た
め
に
、
同

記
念
館
を
平
和
の
象
徴
と
し
、
異
国
の
土

に
眠
る
同
胞
の
鎮
魂
の
堂
舎
と
し
て
、
未

来
永
劫
に
そ
の
保
全
を
図
ら
ね
ば
な
ら
な

い
。「
引
揚
を
記
念
す
る
舞
鶴
・
全
国
友

の
会
」
を
結
成
し
て
、
広
く
交
流
を
重
ね、

平
和
と
鎮
魂
の
祈
り
を
捧
げ
る
も
の
で
あ

る
。さ
ら
に
記
念
館
に
依
存
す
る
だ
け
で
な

く
、
舞
鶴
市
お
よ
び
市
民
と
共
に
、

全
国

の
引
き
揚
げ
者
お
よ
び
同
遺
族
、
こ
れ
に

賛
同
す
る
関
係
者
が
連
帯
し
、

全
国
的
組
織
を
結
成
し
て
、
平

和
へ
の
歩
み
を
続
け
た
い
と
念

願
す
る
。

-
戦
争
体
験
者
と

-

市
民
の
交
流
推
進

組
織
結
成
の
主
旨
を

一
貫
し
て
守
り
抜

き
、
次
の
諸
活
動
を
継
続
し
、
今
日
に
至

っ
て
い
る
。

一

平
成
元
年
よ
り
毎
年
、
友
の
会
総
会

を
引
揚
記
念
館
と
舞
鶴
市
総
合
文
化
会

館
を
会
場
に
、
引
き
揚
げ
体
験
者
と
舞

鶴
市
並
び
に
市
民
と
の
交
流
を
進
め
て

き
た
。

トークライフ

二

平
引
揚
桟
橋
復
元
・
竣
工
の
集
い
開

催
(
平
成
六
年
五
月
二
十
七
日
、
募
金

三
千
百
万
円
)
。

三

「海
外
引
揚
五
十
周
年
平
和
式
典

・

引
揚
港
ま
い
づ
る
を
偲
ぶ
全
国
の
集

い
」
開
催
(
同
七
年
十
月
七
日
)
。

「招
霊
の
碑
」
お
よ
び
「
語
り
部
の

鐘
」
を
、
復
元
引
揚
桟
橋
の
前
に
建

立
・
設
置
。

四

「語
り
部
の
会
」
を
結
成
。
記
念
館

で
の
説
明
、
学
校

・
団
体
な
ど
へ
の
講

話
開
始
(
同
四
年
八
月
)
。

五

J
R
東
舞
鶴
駅
舎
解
体
に
よ
り
、
駅

舎
の
模
型
を
製
作
し
、
記
念
館
に
展
示
。

六
「
海
外
引
揚
六
十
周
年
記
念
平
和
式

典
・
引
揚
港
ま
い
づ
る
を
偲
ぶ
全
国
の

集
い
」
開
催
(
同
十
七
年
十
月
七
日
)
。

現
在
も
、
舞
鶴
市
が
開
催
す
る
記
念
事

業
や
引
揚
記
念
館
「
語
り
部
」
養
成
講
座

な
ど
に
協
力
し、

次
世
代
へ
の
継
承
・
語

り
部
の
育
成
に
努
め
る
と
と
も
に
、
講
座

修
了
生
に
よ
る
N
P
O
法
人
舞
鶴

・
引
揚

週間
り
の
会
の
活
動
を
支
援
し
て
い
る
。

2007・6月号 泊劫:t;匂13 



日
本
た
ま
ご
か
け
ご
は
ん
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
実
行
委
員
会

小
さ
な
ア
イ
デ
ア
と
行
動
力
で

交
流
を
拡
大

-
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
で

-

ブ
ー
ム
巻
き
起
こ
す

島
根
県
雲
南
市
吉
田
町
は
、
中
国
山
地

の
山
間
に
位
置
し
、
広
島
県
と
隣
接
す
る

小
さ
な
町
で
あ
る
。
江
戸
時
代
に
は
、
た

た
ら
製
鉄
と
呼
ば
れ
る
和
鉄
の
生
産
で
栄

え
た
。
現
在
は
「
鉄
の
歴
史
村
」
を
標
梼

し
、
そ
の
貴
重
な
遺
産
や
技
法
を
伝
承
し

て
い
る
町
で
あ
る
。

町
の
産
業
振
興
と
雇
用
の
場
を
創
出
す

-~ 
日本たまごかけごはん楽会

設立鑓意書

S本金園、えは北海道から桶 l~九州 . 沖縄 1. で

小さな手ピるからおUいぢゃん、おばあちゃんまで

載が圃圃有のメニューと宮い晴れるのが

た1.ごかけごはんです

本i!l*l~ . 1:1.ごかけごはん昔こよなく量する者が
たまごかけごはんの担軽樹J:.の事項吾研克し

ニれに関するh惜の史流をほかる二E壬目的どし£す l 
ー杯のたまごかけごはんに輯められた 1 
e轟ニもごものエピソードや思い入れ I 

章雄で圃合世車.~鉱世への想ぃ.帽のz ぃ:!:

正、スローライ 7、スローフード町考止す t 
世宵、世.~台、 置史'1'.民陣学なt'

様々な見地から思う存命語リ、主流し令う事i二よリ i 
B*合-*の-.:骨量晴らしさ.章旗.ふるさヒなど 1 
忘れがちな~町へ自を向付るひどと舎を E 

持つニどをめざして

本ヨ際会音量立するeのであリ 1.す

• 高
岡
裕
司

理
事

る
た
め

一
九
八
五
年
(
昭
和
六
十
年
)
、

安
全
な
食
品
づ
く
り
を
モ
ッ
ト
ー
に
設
立

さ
れ
た
第
三
セ
ク
タ
ー
「
術
吉
田
ふ
る
さ

と
村
」
が
、

二
O
O
二
年
(
平
成
十
四
年
)

に
発
売
を
始
め
た
卵
か
け
ご
は
ん
専
用
醤

油
「
お
た
ま
は
ん
」
は
、
そ
の
ユ
ニ
ー
ク

な
コ
ン
セ
プ
ト
と
商
品
名
で
、

一
躍
全
国

的
な
ヒ
ッ
ト
商
品
と
な
っ
た
。

こ
れ
に
注
目
し
た
住
民
か
ら
、
当
市
は

古
く
か
ら
養
鶏
が
盛
ん
で
あ
り
、
ま
た
、

全
国
に
自
慢
で
き
る
お
い
し
い
米
の
産
地

で
も
あ
る
。
こ
の
地
で
「
た

ま
ご
か
け
ご
は
ん
」
を
テ
ー

マ
に
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

開
催
し
よ
う
と
の
声
が
上
が

っ
た
。

五宇品'7""0112q目
回*たaごかけごはゐ事会

楽会設立趣意書

早
速
、
行
政
や
商
工
会
、

学
校
な
ど
地
域
の
各
種
団
体

で
構
成
さ
れ
る
実
行
委
員
会

を
組
織
し
、
「
日
本
た
ま
ご

か
け
ご
は
ん
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
の
開
催
に

向
け
た
活
動
を
開
始
し
た
。

た
ま
ご
か
け
ご
は
ん
に
ま
つ
わ
る
作
文

や
論
文
、
レ
シ
ピ
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
デ
ザ

イ
ン
を
全
国
か
ら
募
集
し
た
。
ま
た
、
ホ

ー
ム
ベ

l
ジ
を
作
成
し
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

の
P
R
を
行
っ
た
。
こ
れ
ら
の
活
動
の
過

程
で
、
多
く
の
マ
ス
コ
ミ
か
ら
取
材
を
受

け
、
ネ
ッ
ト
上
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
ブ
ロ
グ

で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
話
題
と
な
り
、
つ
い

に
は
、
全
国
に
「
た
ま
ご
か
け
ご
は
ん
ブ

ー
ム
」
を
巻
き
起
こ
す
ま
で
に
至
っ
た
。

-
「
楽
会
」
設
立
で

-

会
員
間
の
情
報
を
拡
大
へ

O
五
年
(
同
十
七
年
)
十
月
に
開
催
し

た
第

一
回
目
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
、
延

べ
二
千
五
百
人
の
参
加
者
と
多
く
の
マ
ス

コ
ミ
関
係
者
が
来
場
し
、
た
ま
ご
か
け
ご

は
ん
を
テ

l
マ
に
、
笑
い
や
涙
あ
り
の
作

文
の
発
表
、
学
術
的
な
論
文
の
紹
介
な
ど

14 

で
楽
し
い

一
時
を
過

ご
し
た
。
最
後
に
、

地
域
住
民
と
と
も

に
、
羽
釜
で
炊
い
た

ご
は
ん
で
卵
か
け
ご

は
ん
を
堪
能
し
た
。

昨
年
も
第
二
回
目

を
盛
況
の
う
ち
に
楽

し
く
開
催
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
こ
の
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
結
果
、
過
疎
の
小
さ
な
町

で
は
あ
る
が
、
小
さ
な
ア
イ
デ
ア
と
行
動

力
で
、
全
国
に
注
目
さ
れ
る
情
報
発
信
が

で
き
、
多
く
の
交
流
人
口
が
生
ま
れ
、
米

や
卵
は
も
ち
ろ
ん
、
地
域
の
産
品
の
消
費

拡
大
を
図
る
こ
と
が
で
き
た
。

ま
た
、
全
固
に
五
十
種
類
以
上
の
卵
か

け
ご
は
ん
専
用
醤
油
が
誕
生
し
、
醤
油
業

界
の
活
性
化
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、
朝

食
に
卵
か
け
ご
は
ん
を
食
べ
る
人
が
増
え

た
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
、
和
食
の
復
権
に
も

2007・6月号
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貢
献
し
た
。

今
後
は
、
た
ま
ご
か
け
ご
は
ん
を
テ
ー

マ
に
さ
ま
ざ
ま
な
交
流
を
図
っ
て
い
く
こ

と
を
目
的
に
「
日
本
た
ま
ご
か
け
ご
は
ん
楽

会
」
を
設
立
し
、
会
員
に
対
し
機
関
誌
を

発
行
す
る
と
と
も
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
活
用
し
た
会
員
聞
の
情
報
交
換
の
仕
組

み
を
構
築
す
る
予
定
で
あ
る
。
こ
う
し
た

活
動
を
き
っ
か
け
に
、
新
た
な
地
域
づ
く

り
の
方
法
を
模
索
し
て
い
き
た
い
。



自
然
と
文
化
と
環
境
を

キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
た
ま
ち
づ
く
り

平成18年度 ・地域づくり総務大臣表彰

-
官
民
一
体
で

-

循
環
型
社
会
を
目
指
す

直
島
町
は
、
大
小
二
十
七
の
島
々
か
ら

な
る
群
島
の
町
で
あ
る
。
瀬
戸
内
海
の
穏

や
か
な
気
候
と
白
砂
青
松
の
美
し
い
自
然

に
恵
ま
れ
、
古
く
か
ら
瀬
戸
内
海
の
交
通

の
要
衝
と
し
て
栄
え
て
き
た
。

二
十
七
の
島
の
う
ち
有
人
島
は
直
島
、

向
島
、
扉
風
島
の
三
島
の
み
で
、
そ
の
中

心
と
な
る
直
島
は
、
北
部
が
金
、
銀
、
銅

な
ど
の
製
錬
を
行
っ
て
い
る
三
菱
マ
テ
リ

ア
ル
剛
直
島
製
錬
所
と
関
連
企
業
が
立
地

す
る
工
業
エ
リ
ア
、
中
央
部
が
近
代
的
な

建
築
美
を
誇
る
文
教
施
設
群
が
隣
接
す
る

• 漬
田
孝
夫

観光ボランティア

文
教
・
行
政
エ
リ
ア
、
南
部
が
「
ベ
ネ
ッ
セ

ア
l
ト
サ
イ
ト
直
島
」
「
地
中
美
術
館
」
、
ふ

る
さ
と
海
の
家
や
町
営
つ
り
公
園
の
あ
る

文
化
・
リ
ゾ
ー
ト
エ
リ
ア
と
な
っ
て
い
る
。

循
環
型
社
会
の
モ
デ
ル
地
域
を
目
指

し
、
住
民
、
事
業
者
、
行
政
が

一
体
と
な

っ
て
環
境
と
調
和
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
県
と
共
同
で
策
定
し
た

エ
コ
タ
ウ
ン
計
画
の
ハ

l
ド
事
業
で
は
、

こ
れ
ま
で
埋
め
立
て
処
分
さ
れ
て
い
た
廃

棄
物
か
ら
有
用
な
資
源
を
回
収
、
有
効
利

用
を
進
め
る
こ
と
を
目
的
に
、

三
菱
マ
テ

リ
ア
ル
が
溶
融
飛
灰
再
資
源
化
施
設
、
有

価
金
属
リ
サ
イ
ク
ル
施
設
を
建
設
し
、
県

の
豊
島
廃
棄
物
な
ど
中
間
処
理
施
設
と
と

も
に
、
循
環
型
社
会
の
構
築
に
貢
献
し
て

い
る
。
施
設
は

一
般
に
公
開
さ
れ
、
リ
サ

イ
ク
ル
現
場
を
見
学
で
き
る
環
境
教
育
・

学
習
施
設
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。

ソ
フ
ト
事
業
は
、
住
民
主
体
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
、
環
境
学
習
の
フ
ィ
ー
ル
ド
づ

く
り
な
ど
を
目
的
と
し
て
、
豊
島
廃
棄
物

な
ど
中
間
処
理
施
設
の
見
学
を
メ
イ
ン
と

し
た
エ
コ
ツ
ア
!
の
誘
致
、
新
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
導
入
、
環
境
ま
ち
づ
く
り
グ
ル
ー
プ

の
養
成
に
取
り
組
み
ん
で
い
る
。
ま
た
、

町
内
の
空
き
家
を
借
り
上
げ
、
ス
ラ
グ
入

り
粘
土
を
使
っ
た
陶
芸
な
ど
の
体
験
学
習

が
で
き
る
「
な
お
し
ま
ス
ラ
グ
陶
芸
体
験

工
房
」
を
整
備
し
、
直
島
か
ら
環
境
を
学

ぶ
こ
と
が
で
き
る
N

学
習
の
場
u

と
し
て
、

ま
た
、
町
民
や
直
島
を
訪
れ
る
観
光
客
が

気
軽
に
立
ち
寄
れ
る

ρ
交
流
の
場
u

と
し

て
活
用
さ
れ
て
い
る
。

-
町
観
光
協
会
設
立
と

-
観
光
客
受
け
入
れ
体
制
の
整
備

従
来
か
ら
盟
か
な
自
然
や
美
し
い
砂

浜
、
釣
り
場
な
ど
の
貴
重
な
自
然
資
源
を

有
効
に
活
用
し
て
き
た
が
、
直
島
本
島
南

部
に
国
際
的
に
有
名
な
安
藤
忠
雄
氏
の
設

計
に
よ
る
現
代
美
術
と
出
会
え
る
「
ベ
ネ

ツ
セ
ハ
ウ
ス
・
ミ
ュ

l
ジ
ア
ム
」
や
、
ク

ロ
ー
ド
・
モ
ネ
の
「
睡
蓮
」
を
所
蔵
す
る

地
中
美
術
館
の
開
館
に
よ
り
大
勢
の
観
光

客
が
訪
れ
る
よ
う
に
な
り
、
早
急
な
受
け

入
れ
体
制
の
整
備
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
観
光
客
の
利
便

性
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
町
の
宣
伝

と
観
光
施
設
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、

二
O
O
三
年
(
平
成
十
五
年
)

に
「
直
島
町
観
光
協
会
」
を
設
立
し
た
。

協
会
は
、
観
光
客
へ
の
案
内
業
務
や
電

話
な
ど
の
問
い
合
わ
せ
対
応
な
ど
の
ほ

か
、
豊
島
廃
棄
物
等
中
間
処
理
施
設
の
見

学
を
メ
イ
ン
と
し
た
エ
コ
ツ
ア
ー
や
ベ
ネ

ツ
セ
ハ
ウ
ス
、
地
中
美
術
館
、
占
い
民
家

を
改
修
・
保
存
し
、
現
代
ア

l
ト
を
展
示

す
る
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
見
学
を
メ
イ
ン

と
し
た
観
光
コ

1
ス
を
策
定
し
、
施
設
の

見
学
者
の
予
約
受
け
付
け
、
ま
た
、
観
光

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
を
設
置
す
る
な

ど
、
受
け
入
れ
体
制
の
強
化
を
中
心
に
事

業
を
展
開
し
た
。
ま
た
、

0
0
7
シ
リ
ー

ズ
の
小
説
「
赤
い
刺
青
の
男
」
の

一
部
に

直
島
が
登
場
し
た
こ
と
を
契
機
に
、
民
間

を
中
心
に
映
画
ロ
ケ
の
誘
致
活
動
も
行
っ

て
い
る
。

昨
年
十
月
に
は
直
島
の
玄
関
口
に
ふ
さ

わ
し
い
タ
ー
ミ
ナ
ル
施
設
海
の
駅
「
な
お

し
ま
」
が
完
成
し
、
住
民
と
来
島
者
の
交

流
の
場
と
食
事
・
土
産
物
の
提
供
の
場
が

整
備
さ
れ
る
と
と
も
に
、
協
会
が
こ
の
施

設
に
入
る
こ
と
に
よ
り
、
観
光
客
な
ど
の

受
け
入
れ
体
制
の
充
実
が
図
ら
れ
た
。

直
島
町
の
地
域
づ
く
り
に
お
い
て
は
、

民
間
事
業
者
が
美
術
館
や
ホ
テ
ル
な
ど
を

建
設
し
た
り
、
地
域
に
残
る
古
民
家
を
現

代
美
術
の
展
示
に
活
用
し
た
り
す
る
事
業

を
展
開
し
、
町
内
に
異
色
の
芸
術

・
文
化

が
入
り
込
ん
で
き
た
こ
と
が
端
緒
と
な

り
、
行
政
に
よ
る
地
域
づ
く
り
へ
の
取
り

組
み
が
始
ま
っ
た
。

地
域
づ
く
り
は
、
行
政
と
住
民
、
民
間

が
協
働
関
係
(
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
)
に

立
っ
て
進
め
る
必
要
が
あ
る
こ
と
は
全
国

各
地
で
叫
ば
れ
て
い
る
が
、
本
町
に
お
い

て
は
こ
れ
が
理
想
的
な
形
で
展
開
さ
れ
て

い
る
と
考
え
て
い
る
。
活
き
活
き
と
し
た

地
域
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
今
後
も

さ
ら
に
住
民
や
民
間
と
の
積
極
的
な
協
働

を
進
め
て
い
き
た
い
。
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四
国
力
ブ
ト
ガ
こ
を
守
る
会

官

民

体

で

力
ブ
ト
ガ

-
埋
め
立
て
や
海
水
汚
染
で

-

絶
滅
の
危
機
に

カ
ブ
ト
ガ
ニ
は
、

二
億
年
以
上
も
前
か

ら
そ
の
姿
を
変
え
な
い
ま
ま
、
現
在
ま
で

生
き
続
け
て
い
る
こ
と
か
ら
「
生
き
て
い

る
化
石
」
と
言
わ
れ
て
い
る
。

わ
が
国
で
は
瀬
戸
内
海
沿
岸
か
ら
九
州

北
部
の
沿
岸
に
か
け
て
、
数
多
く
の
カ
ブ

ト
ガ
ニ
が
生
息
し
て
い
た
。
西
条
市
東
予

地
域
の
海
岸
は
、
「
カ
ブ
ト
ガ
ニ
天
国
」

と
言
わ
れ
る
ほ
ど
の

一
大
繁
殖
地
で
、

一

九
四
九
年
に
県
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ

れ
た
。
し
か
し
、

一
九
六

0
年
代
の
高
度

経
済
成
長
に
伴
う
埋
立
て
や
海
水
汚
染
な

ど
の
影
響
に
よ
っ
て
、
そ
の
数
は
激
減
し
、

今
で
は
絶
滅
寸
前
に
ま
で
な
っ
て
い
る
。

カ
ブ
ト
ガ
ニ
は
、
学
術
的
に
貴
重
な
生

き
物
で
あ
る
と
と
も
に
、
血
液
は
大
腸
菌

の
内
毒
素
検
出
な
ど
、
医
学
、
薬
学
の
分

一
を
保
護

西
条
市
立
東
予
郷
土
館
副
館
長

今
井
唯
勝

• 

野
な
ど
で
人
聞
社
会
に
大
き
く
貢
献
し
て

い
る
。
ま
た
、
カ
ブ
ト
ガ
ニ
は
、
海
の
環

境
を
示
す
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
で
あ
り
、
カ
ブ

ト
ガ
ニ
が
す
め
る
自
然
環
境
を
守
る
こ
と

は
、
他
の
生
き
物
を
守
り
、
ひ
い
て
は
私

た
ち
人
間
を
守
る
こ
と
に
も
つ
な
が
っ
て

い
る
。

そ
こ
で
、
「
カ
ブ
ト
ガ
ニ
と
自
然
環
境

を
守
ろ
う
」
と
い
う
志
を
同
じ
く
す
る
者

が
集
ま
り
、
九
八
九
年
(
平
成
元
年
)

に
「
東
予
市
カ
ブ
ト
ガ
ニ
を
守
る
会
」

(二
O
O
四
年
の
二
市
二
町
合
併
に
伴
い

「
四
国
カ
ブ
ト
ガ
ニ
を
守
る
会
」
に
名
称

変
更
)
が
発
足
し
た
。
当
時
の
会
員
は
約

十
人
だ
っ
た
が
、
現
在
は
活
動
の
輪
も
広

が
り
百
三
十
人
ほ
ど
に
増
え
て
い
る
。

-
市
民
と
行
政
が
協
働
し
て

-

保
護
活
動
を
展
開

西
条
市
で
は
、
カ
ブ
ト
ガ
ニ
を
守
る
会
、

行
政
、
学
校
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
協
働
し

て
、
カ
ブ
ト
ガ
ニ
の
保
護
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
具
体
的
に
は
、
カ
ブ
ト
ガ
ニ

と
自
然
環
境
保
護
の
意
識
啓
発
や
カ
ブ
ト

ガ
ニ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
カ
ブ
ト
ガ
ニ
探

検
隊
(
干
潟
の
自
然
観
察
会
)
な
ど
の
開

催
、
お
よ
び
河
原
津
海
岸
で
の
幼
生
放
流
、

海
岸
清
掃
、
家
庭
や
学
校
で
の
幼
生
飼
育

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
行
っ
て
い
る
。
近
年
、

16 2007・6月号泊政~~

(上)年1回、河原津海岸にカブ卜ガ二の幼生を放流する

(下)放流した幼生が9齢に成長して見つかった

社
会
全
体
の
環
境
保
全
意
識
の
高
ま
り
も

あ
り
、
市
内
外
か
ら
の
参
加
者
も
増
え
、

成
長
し
た
放
流
幼
生
が
数
匹
見
つ
か
る
な

ど
、
少
し
ず
つ
で
は
あ
る
が
活
動
の
成
果

が
現
れ
て
き
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
カ
ブ
ト
ガ
ニ
は
成
体

(
大
人
)
に
な
る
ま
で
に
十
三

1
卜
四
年

か
か
り
、
復
活
に
至
る
ま
で
は
長
い
道
程

で
あ
り
、
ま
た
、
失
わ
れ
た
自
然
環
境
を

取
り
戻
す
の
も
長
い
時
間
が
必
要
で
あ

る
。こ
の
た
び
、
「
地
域
づ
く
り
総
務
大
臣

賞
」
と
い
う
大
変
立
派
な
賞
を
い
た
だ
い

た
こ
と
は
、
非
常
に
光
栄
で
あ
り
、
今
回

の
受
賞
を
励
み
と
し
て
、
今
後
も
地
道
に

活
動
を
継
続
し
て
い
き
た
い
。



N
P
O
大
地
と
い
の
ち
の
会

リ
サ
イ
ク
ル
野
菜
で

元
気
な
ま
ち
づ
く
り

一
生
ご
み
が
H

元
気
野
菜
H

を
作
る

ご
み
減
量
に
始
ま

っ
た
生
ご
み
リ
サ
イ

ク
ル
元
気
野
菜
作
り
。
多
く
の
仲
間
と
地

道
に
楽
し
く
活
動
を
続
け
て
七
年
。
長
崎

県
や
佐
世
保
市
と
の
協
働
に
よ
り
、
市
民

レ
ベ
ル
だ
け
で
な
く
保
育
園
、
幼
稚
園
、

小
中
学
校
に
ま
で
、

二
つ
の
奇
跡
が
急
速

に
広
が
っ
て
い
る
。

一
つ
は
、

生
ご
み
を
使
う
と
と
ん
で
も

な
く
元
気
で
、
お
い
し
い
野
菜
が
で
き
る

と
い
う
奇
跡
で
あ
る
。
現
在
、

佐
世
保
市
内
で
も
四
十
以
上

の
保
育
園
、
幼
稚
園
、
小
中

学
校
が
実
践
。
自
分
た
ち
が

育
て
た
ニ
ン
ジ
ン
を
す
り
お

ろ
す
と
、
何
日
た
っ
て
も
色

が
ほ
と
ん
ど
変
化
し
な
い

。

職
員
室
で
先
生
が
ニ
ン
ジ
ン

を
見
比
べ
て
び
っ
く
り
。
「同

地域づくり総務大臣表彰平成18年度

• 吉
田
俊
道

代
表

じ
ニ
ン
ジ
ン
だ
ろ
?
こ
ん
な
に
違
う
な

ん
て
こ
と
が
あ
る
の
か
」
。
そ
の
時
初
め

て
、
ニ
ン
ジ
ン
は
栄
養
成
分
で
は
な
く
、

生
き
物
で
あ
る
こ
と
を
実
感
し
た
の
だ
。

生
き
物
で
あ
る
以
上
、
ニ
ン
ジ
ン
に
よ

っ
て
生
命
力
に
差
が
あ
る
の
は
当
然
。
そ

し
て
、
生
ご
み
で
命
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た

土
の
菌
の
生
命
力
が
ニ
ン
ジ
ン
の
生
命
力

に
な
る
こ
と
、
地
球
の
命
の
循
環
を
実
感

し
た
。
広
く
市
民
が
実
践
で
き
る
よ
う
、

百
貨
庖
の
八
階
に
当
会
の
交
流
室
を
常
設

し
、
市
民
か
ら
の
質
問
な
ど
に
毎
日
対
応

し
て
い
る
。

草
ぼ
う
ぼ
う
の
耕
作
放
棄
地
な
ら
、

生

ご
み
が
な
く
て
も
元
気
野
菜
が
で
き
る
。

元
気
野
菜
へ
の
市
民
の
理
解
が
広
が
る
に

つ
れ
、
耕
作
放
棄
地
で
の
元
気
野
菜
作
り

が
現
在
、

五
島
や
県
北
地
域
で
始
ま
っ
た
。

一
子
供
の
心
と
体
を
H

活
性
化
H

も、っ

幼児が生ごみリサイクル

つ
の
奇
跡
は
、
命
い
っ
ぱ
い
の

畑
に
育
つ
元
気
野
菜
と
同
様
に
、

子
供
た

ち
も
お
な
か
を
元
気
野
菜
で
い
っ
ぱ
い
に

し
た
ら
、
心
と
体
が
根
底
か
ら
活
性
化
し

た
。
今、

三
五
度
台
の
低
体
温
の
生
徒
は

ど
の
学
校
に
も
二
割
程
度
い
る
。
そ
れ
が
、

命
を
い
た
だ
く
食
改
善
を
三
十
日
間
実
行

し
た
だ
け
で
、
ほ
と
ん
ど
三
六
度
台
に
回

復
し
た
。

E字国式の記念品は、自分たちが生ごみから育てた大根を干し
て{午ったたくわん

同
時
に
生
徒
の
心
と
体
に
驚
く
べ
き
変

化
が
起
き
た
。
「夜
ぐ
っ
す
り
眠
れ
る
」

「朝
起
き
る
時
の
気
分
が
と
て
も
い
い
」

「部
活
後
に
ぐ
っ
た
り
し
な
く
な
っ
た
。

長
い
時
間
授
業
に
集
中
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
の
が
自
分
で
も
よ
く
分
か
っ
た
」

「授
業
が
い
つ
も
よ
り
短
く
感
じ
る
よ
う

に
な
っ
た
」
|
|
。

ほ
か
に
も
イ
ラ
イ
ラ
や

不
安
感
の
改
善
な
ど
、
食
の
重
大
さ
を
実

感
し
た
感
想
文
が
、

当
会
の
ホ

l
ム
ベ

l

ジ

「生
ご
み
リ
サ
イ
ク
ル
元
気
野
菜
作
り
」

に
詳
し
く
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ほ
ど
劇
的
な
成
果
は
、
現
代
っ
子

の
食
の
深
刻
な
実
態
を
物
語

っ
て
い
る
。

あ
ま
り
に
奇
跡
的
な
事
実
の
た
め
、

専
門

家
も
に
わ
か
に
信
じ
が
た
い
よ
う
だ
。
今

後
も
成
果
を
し
っ
か
り
数
値
的
に
把
握
、

公
表
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
今
年
度
は
、

あ
ら
ゆ
る
親
子
や
職
場
の
昼
食
時
間
を
使

っ
て
、
市
民
に
お
い
し
く
食
べ
な
が
ら
元

気
に
な
る
食
を
勉
強
す
る

「食
育
弁
当
出

前
教
室
」
を
数
多
く
開
催
し
て
い
く
。

ま
ち
づ
く
り
は
、
ま
ず
元
気
い
っ
ぱ
い

の
体
と
う
ず
う
ず
感
あ
ふ
れ
る
心
を
持
っ

た
市
民
や
子
供
た
ち
を
増
や
す
こ
と
か
ら

だ
と
実
感
し
て
い
る
。
今
回
の
表
彰
を
契

機
に
、
行
政
、

学
校
と
さ
ら
に
連
携
を
深

め
な
が
ら
、

土
を
元
気
に
し
、
食
べ
物
を

元
気
に
し
、

子
供
た
ち
を
地
域
を
元
気
い

っ
ぱ
い
に
す
る
取
り
組
み
を
急
ピ
ッ
チ
で

広
げ
て
い
き
た
い
。
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法
人
安
心
院
町
グ
リ
ー
ン
ツ

l
リ
ズ
ム
研
究
会

「
心
の
せ
ん
た
く
の
で
き
る
町」

づ
く
り

専
業
農
家
主
導
の
ア
グ
リ
ツ

l
リ
ズ
ム

団
体
は

一
九
九
六
年
(
平
成
八
年
)
、
全

町
民
を
募
っ
て
安
心
院
町
グ
リ
ー
ン
ツ
l

リ
ズ
ム
研
究
会
へ
と
変
身
し
た
。
農
業
お

よ
び
農
村
を
活
性
化
さ
せ
、

暮
ら
し
を
豊

か
に
す
る
に
は
、
農
家
と
町
民
が

一
体
化

し
、
農
村
の
振
興
を
図
ら
な
け
れ
ば
駄
目

だ
と
認
識
し
た
か
ら
で
あ
る
。

宮
田
会
長
を
先
頭
に
農
家
、
商
庖
主
、

自
由
業
、
公
務
員
な
ど
七
十
人
ほ
ど
が
加

入

(現
在
は
会
員
四
百
人
)
、
会
員
宅、

公
民
館
な
ど
で
会
合
を
持
ち
、
論
議
し
た
。

そ
の
結
果
、

「
都
市
と
の
交
流
の
促
進
」

「心
の
せ
ん
た
く
の
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
」

「
女
性
の
理
解
と
社
会
的
経
済
的
向
上
」

ー
ー
の
三
点
を
目
標
と
し
、
新
し
い
産
業

と
し
て
ド
イ
ツ
の
先
例
を
学
び
、
農
村
民

泊
の
実
践
を
目
指
し
た
。

ま
ず
町
内
イ
ベ
ン
ト
、
ワ
イ
ン
祭
り
で

七
戸
の
会
員
が
試
み
た
農
泊
は
大
成
功
。

• 本
多
雅
子

広
報
部
長

閉
鎖
的
だ
っ
た
意
識
が
変
わ
り
、

「な
ー

ん
に
も
良
い
所
が
な
い
」
と
思
っ
て
い
た

安
心
院
の
古
い
物
、

昔
か
ら
ず
っ
と
変
わ

ら
な
い
農
村
の
あ
り
の
ま
ま
の
良
さ
を
再

認
識
し
、

普
通
の
田
舎
暮
ら
し
を
守
る
こ

と
の
大
切
さ
に
気
付
い
た
の
で
あ
る
。

-
会
員
制
農
村
民
泊
が

-

規
制
緩
和
で
簡
易
宿
所
へ

旅
館
法
に
は
規
制
が
あ
り
、
今
ま
で
通

り
の
農
家
で
は
宿
泊
の
認
可
が
下
り
な
か

っ
た
。
試
行
錯
誤
の
末
、
会
員
制
農
村
民

泊
と
し
、
「
足
を
引
っ
張
ら
ず
、
手
を
つ

な
ご
う
」
を
合
い
言
葉
に
、
お
客
と
の
交

流
を
大
切
に
し
た
。
二

O
O
二
年
(
同
十

四
年
)
三
月
二
十
八
日
、
大
分
県
は
旅
館

業
法
、
食
品
衛
生
法
の
適
用
規
制
を
全
国

に
先
駆
け
て
緩
和
し
、

「
3
-mグ
リ
ー

ン
ツ

l
リ
ズ
ム
通
知
」
を
出
し
た
。
簡
易

宿
所
と
し
て
認
可
し
た
も
の
で
、
安
心
院

に
と
っ
て
は
忘
れ
ら
れ
な
い
記
念
日
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。

会
員
制
農
村
民
泊
と
は
、

今
も
続
け
ら

れ
、
十
回
泊
ま
っ
た
ら
親
せ
き
と
な
る
仕

組
み
で
あ
る
。
そ
の
仕
組
み
で
親
せ
き
に

な
っ
た
お
客
の
結
婚
式
に
招
待
さ
れ
た
こ

と
は
感
動
で
あ
り
、
忘
れ
が
た
い
思
い
出

と
な
っ
た
。

一
グ
リ
ー
ン
ツ
l
リ
ズ
ム
は
人
が
宝

二
0
0
0年
(
同
十
一
一年
)
十
月
、
大

分
商
業
高
校
三
百
二
十
人
が
学
校
と
し
て

は
初
め
て
農
村
体
験
に
来
た
。
入
村
式
で

は

「商
業
高
校
な
の
に
な
ぜ
農
業
体
験
か
」

と
白
け
て
い
た
生
徒
が
、
帰
り
に
は
涙
の

お
別
れ
と
な
っ
た
。

二
日
間
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
族
と
共
に
農

村
生
活
を
す
る
中
で
、
人
の
暖
か
さ
を
知

り、

信
じ
る
こ
と
を
学
び
、
個
を
認
め
ら

れ
て
素
直
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
農
村
体
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地主盛匂

「ょうこそ安心院へj教育旅行歓迎式

験
学
習
の
教
育
力
の
大
き
さ
を
改
め
て
感

じ
る
と
と
も
に
、
農
村
も
子
供
た
ち
に
生

き
る
喜
び
、
力
を
も
ら
っ
て
い
る
と
つ
く

づ
く
感
謝
し
て
い
る
。
二

O
O
八
年

(同

二
十
年
)
に
は
、
〈
玉
県
下
で
教
育
旅
行
の

受
け
入
れ
を
進
め
る
こ
と
を
側
日
本
修
学

旅
行
協
会
と
合
意
し
、
調
印
し
た
。

ま
た
、
安
心
院
町
を
訪
れ
て
下
さ
っ
た

多
く
の
方
に
さ
ま
ざ
ま
な
知
恵
、
感
動
、

協
力
を
い
た
だ
き
、
そ
の
交
流
は
未
来
永

劫、

宝
物
に
な
る
と
思
う
。

今
後、

農
村
文
化
の
伝
承
イ
ベ
ン
ト
、

生
き
る
力
を
学
び
後
継
者
を
育
て
る

「大

分
・
安
心
院
グ
リ
ー
ン
ツ

l
リ
ズ
ム
実
践

大
学」
、
さ
ら
な
る
活
性
化
を
目
指
し
て

バ
カ
ン
ス
法
の
実
現
な
ど
、
安
心
院
町
の

活
動
は
続
く
。
こ
れ
ま
で
ご
指
導
下
さ
っ

た
町
内
外
全
国
津
々
浦
々
の
応
援
団
、
協

働
で
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
行
政
の
方
々
に

ベ
ん
た
つ

感
謝
し
、

一
層
の
ご
支
援
ご
鞭
縫
を
お
願

い
し
て
、
受
賞
の
報
告
と
し
た
い
。



平成18年度・地域づくり総務大臣表彰

夕
日
の
里
づ
く
り
推
進
会
議

都
市
住
民
の

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
の
場
を
提
供

-
阿
蘇
外
輪
山
に
沈
む

-

自
慢
の
夕
日
を
活
か
す

宮
崎
県
五
ヶ
瀬
町
が

一
九
九
三
年
(
平

成
五
年
)
、
国
の
グ
リ
ー
ン
・
ツ

l
リ
ズ
ム

モ
デ
ル
整
備
構
想
自
治
体
の
指
定
を
受

け
、
翌
年
に
町
は
グ
リ
ー
ン
・
ツ
1
リ
ズ
ム
基

本
構
想
を
策
定
し
、
拠
点
地
区
(
桑
野
内

地
区
)
を
「
夕
日
の
里
」
に
定
め
た
。
そ

こ
で
、
地
元
で
は
三
つ
の
行
政
区
か
ら
推

薦
さ
れ
た
若
い
三
十
五
人
の
仲
間
た
ち
と

と
も
に
、
行
政
と
協
働
し
な
が
ら
夕
日
の

里
基
本
計
画
の
策
定
に
取
り
掛
か
っ
た
。

ま
っ
た
く
何
も
な
い
、
あ
る
の
は
目
の

前
に
横
た
わ
る
阿
蘇
、
久
住
、
祖
母
の
山

並
み
と
、
遠
く
は
雲
仙
の
大
ロ
ケ
ー
シ
ョ

ン:・
。
毎
月
毎
月
の
話
し
合
い
、
地
区
内

全
戸
に
呼
び
掛
け
て
の
夜
な
べ
討
論
会
な

ど
、
「
地
域
の
良
か
と
こ
探
し
」
を
続
け
た
。

そ
し
て
、
阿
蘇
外
輪
山
に
沈
む
自
慢
の

五
ヶ
瀬
町
地
域
振
興
課

地
域
振
興
グ
ル
ー
プ

• 小
迫
幸
弘

報かのでる活 の瀬ベ参九年タるたま中りタ
集し北あの動そ場のン加州で in-， 。で、推日
積てのるがのしと大トす各十五タま、九進を
地、玄 。 、柱てなきとる地 ー ヶ陽ずソ六会活
と人関九?と、つなし手か回瀬の、フ年議か
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中
心
と
す
る
北
部
九
州
圏
域
を
対
象
に
、

交
流
を
働
き
掛
け
て
き
た
。
都
市
住
民
が

何
を
求
め
て
い
る
の
か
、
あ
る
い
は
地
元

住
民
が
ど
う
対
応
で
き
る
の
か
、
全
く
手

探
り
の
状
態
で
取
り
組
み
を
始
め
た
。

そ
の
交
流
事
業
も
今
で
は
す
っ
か
り
定

着
し
、
交
流
で
訪
れ
る
都
市
住
民
は
、
自

然
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
あ
る
人
は
か
ま

ど
の
飯
と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
顔
が
忘
れ
ら

れ
ず
、
あ
る
人
は
五
右
衛
門
風
呂
に
感
動

し
、
あ
る
人
は
豆
腐
づ
く
り
が
魔
法
に
見

え
る
よ
う
だ
。
手
作
り
の
カ
ッ
ポ
竹
も
木

で
で
き
た
住
民
票
も
み
ん
な
宝
物
に
な

り
、
「
五
ヶ
瀬
に
来
た
ら
元
気
を
い
っ
ぱ
い

も
ら
え
る
」
「
五
ヶ
瀬
に
ふ
る
さ
と
が
で

き
た
」
と
、
人
々
が
涙
を
流
し
、
別
れ
を

置

く
か
惜
し
ん
で
帰
っ
て
行
く
。
都

d
・
ふ
里

-
哩
の
市
住
民
が
自
分
を
取
り
戻
す

固
岡

田

d
日

ョ
ヲ
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
の
場
と
し
て

面
み
参
加
し
て
い
る
こ
と
が
よ
く

・
協
同
分
か
る
。

-
開
設
自
分
た
ち
も
都
市
の
人
々

司
掴

旧
会
市

E
閣
官
山
総
研
と
の
交
流
か
ら
自
分
た
ち
が

凶

す
山
気
付
か
な
か
っ
た
地
域
の
素

・・・・圃ヨ
1
1
ヘ
nu

-
引
町
針
晴
ら
し
さ
を
再
発
見
す
る
こ

咽
圃
年
か
も

-圃
毎
お
ら
と
が
で
き
、
ま
た
、
よ
そ
者

と
話
す
こ
と
を
苦
手
と
し
、
よ
そ
者
を
泊

め
る
こ
と
を
た
め
ら
っ
て
い
た
地
元
住
民

も
自
信
を
取
り
戻
す
良
い
機
会
と
な
っ

た
。
こ
の
交
流
か
ら
「
夕
日
の
里
ふ
く
お

か
町
人
会
」
が
結
成
さ
れ
、
昨
年
は
九
軒

の
農
家
に
よ
る
農
泊
が
誕
生
し
た
。

-
自
然
の
中
で
育
ま
れ
た

-
文
化
・
人
情
が
地
域
の
宝
物
に

一
度
開
発
の
手
を
入
れ
た
自
然
は
、
元

に
戻
す
の
に
何
百
年
と
い
う
時
間
が
必
要

に
な
る
。
開
発
し
な
か
っ
た
こ
と
が
大
き

な
財
産
に
な
ろ
う
と
は
、
世
の
中
、
皮
肉

な
も
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
自
然
と
人
々

の
営
み
の
中
で
育
ま
れ
た
文
化
、
そ
し
て

大
切
な
人
情
が
い
か
に
大
き
な
宝
物
で
あ

る
か
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

私
た
ち
の
日
常
生
活
に
あ
る
水
も
空
気

も
食
物
も
、
大
変
ぜ
い
た
く
な
生
活
特
権

で
あ
っ
た
し
、
文
化
や
人
間
性
は
農
業
農

村
の
教
育
力
で
も
あ
っ
た
。
今
ま
で
、
経

済
と
い
う
物
差
し
だ
け
で
考
え
て
い
た
も

の
を
、
も
う

一
方
の
心
の
物
差
し
か
ら
見

た
時
に
考
え
方
は

一
変
す
る
。

厳
し
い
自
然
も
古
い
習
慣
も
、
時
に
は

不
便
さ
え
も
み
ん
な
宝
物
に
変
わ
っ
て
し

ま
う
。
そ
し
て
、
都
合
の
良
い
こ
と
に
、

そ
れ
ら
は
各
々
の
地
域
で
か
な
り
異
な
る

こ
と
か
ら
、
画

一
的
な
物
が
生
ま
れ
に
く

い
の
で
あ
る
。

現
在
の
地
域
間
競
争
の
時
代
に
求
め
ら

れ
る
の
は
、
地
域
特
徴
の
最
大
限
の
利
用
、

つ
ま
り
差
別
化
で
あ
る
。
ま
さ
に
、
地
域

の
自
己
主
張
の
時
代
と
い
っ
て
も
よ
い
。

そ
し
て
、
夕
日
の
里
の
挑
戦
は
こ
れ
か
ら

も
続
く
。
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伊
江
村
観
光
協
会

修
学
旅
行
生
の

民
泊
受
け
入
れ
で
島
が
活
性
化

-
「
夕
日
と
ロ
マ
ン
の
フ
ラ
ワ
ー

-
ア
イ
ラ
ン
ド
」
づ
く
り

伊
江
村
は
、
沖
縄
本
島
北
部
の
本
部
半

島
北
西
九
キ
ロ
に
位
置
す
る

一
島

一
村
の

離
島
で
あ
る
。
島
は
東
西
八
・
四
キ
ロ
の

楕
円
形
の
形
を
し
た
而
積
二
十
二

・
七
平

方
キ
ロ
、
人
口
は
約
五
千
二
百
人
で
八
つ

の
集
落
か
ら
成
っ
て
い
る
。
四
季
折
々
に

花
が
咲
き
乱
れ
る
豊
か
な
自
然
と
、
琉
球

古
典
舞
踊
り
と
は
趣
き
の
異
な
っ
た
「
伊

江
村
の
村
踊
り
」
(
国
の
重
要
無
形
文
化

財
)
な
ど
の
文
化
を
資
源
に
、
村
は
「
夕

日
と
ロ
マ
ン
の
フ
ラ
ワ
ー
ア
イ
ラ
ン
ド
」

を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
し
た
地
域
づ
く

り
を
進
め
て
い
る
。

観
光
資
源
に
恵
ま
れ
な
が
ら
も
、
日
帰

り
観
光
が
主
だ
っ
た
た
め
、
地
域
経
済
へ

の
波
及
効
果
が
少
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

村
は

一
九
八
六
年
(
昭
和
六
十

一
年
)
に

観
光
協
会
を
設
立
し
、
島
の
観
光
振
興
に

着
手
し
た
。
従
来
の
「
見
る
観
光
」
か
ら

滞
在
型
観
光
、
特
に
島
の
主
力
で
あ
る
第

一
次
産
業
(
葉
タ
バ
コ
・
花
き
栽
培
、
和

午
飼
育
、
漁
業
)
と
連
携
し
た
民
泊
事
業

に、

二
O
O
三
年
(
平
成
十
五
年
)
か
ら

力
を
入
れ
て
い
る
。

民
泊
事
業
を
推
進
す
る
に
際
し
て
は
、

住
民
説
明
会
を
聞
い
て
受
け
入
れ
先
の
家

庭
を
募
る
な
ど
の
準
備
に
取
り
組
み
、
同

年
度
に
三
校
の
修
学
旅
行
生
、

三
百
五
十

人
人
を
試
験
的
に
迎
え
入
れ
た
。
収
容
先

は
、
島
に
高
校
が
な
い
た
め
、
子
供
た
ち

は
本
島
に
て
自
活
し
て
通
学
す
る
こ
と
か

ら
、
中
学
校
を
卒
業
し
て
空
い
た
子
供
部

屋
を
修
学
旅
行
生
の
受
け
入
れ
に
利
用
す

る
と
と
も
に
、
家
業
の
手
伝
い
な
ど
を
通

し
て
「
生
の
ま
ま
の
島
の
暮
ら
し
」
を
体

験
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

サトウキビ畑の体験作業

-
民
泊
に
よ
る
消
費
拡
大
が

-
「
新
た
な
一
億
円
産
業
」
を
創
出

ま
た
、
協
会
は
希
望
者
に
対
し
、
伊
江

さ
ん
し
ん

村
の
村
踊
り
の
三
線
体
験
な
ど
も
企
画

し
、
地
域
文
化
の
理
解
を
深
め
る
機
会
も

設
け
た
。
こ
う
し
た
滞
在
型
観
光
の
取
り

組
み
を
通
じ
て
、
村
で
は
高
齢
者
と
子
供

た
ち
の
交
流
が
始
ま
り
、
高
齢
者
に
活
力

と
笑
顔
が
戻
る
な
ど
、
島
の
活
性
化
が
近

年
、
急
速
に
進
ん
で
い
る
。
さ
ら
に
、
地

元
商
庖
で
は
民
宿
事
業
の
拡
大
に
伴
う
食

材
購
入
な
ど
で
売
上
高
が
増
加
、
そ
れ
が

農
業
か
ら
漁
業
ま
で
に
波
及
し
、
島
と
し

て
の
滞
在
型
観
光
の
推
進
が
「
新
た
な

一

億
円
産
業
」
を
生
み
出
そ
う
と
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
滞
在
型
観
光
の
進
展
と
同
時

に
、
協
会
は
高
齢
者
に
対
す
る
生
涯
学
習

の
機
会
創
出
も
行
い
、
地
域
活
性
化
を
図

る

一
方
、
全
国
に
先
駆
け
た
「
民
泊
保
険
」

を
企
画
し
て
地
元
保
険
会
社
と
契
約
を
交

わ
す
な
ど
、
農
家
と
民
泊
体
験
生
徒
の
安

心

・
安
全
を
図
る
取
り
組
み
も
進
め
て
い

る
。
島
の
受
け
入
れ
体
制
の
整
備
に
よ
り
、

修
学
旅
行
生
は

O
四
年
(
同
十
六
年
)
度

の
十

一
校
、
千
百
九
十
三
人
が
翌
年
度
に

四
十

一
校
、
四
千
三
十
八
人
に
増
加
、

O

六
年
(
同
十
八
年
)
度
に
は
六
十
六
校
、

一
万
二
千
人
に
急
増
し
た
。

今
後
は
、
村
民
へ
の
体
験
型
観
光
の
広

報

・
啓
発
活
動
を
通
じ
て
、

一一
層
の
理

解

・
協
力
を
得
な
が
ら
、
受
け
入
れ
民
泊

先
の
増
加
と
民
泊
事
業
の
向
上
を
目
指

し
、
民
泊
先
(
現
在
八
十
二
会
員
)
を
百

に
ま
で
拡
大
す
る
予
定
だ
。
修
学
旅
行
生

と
島
の
村
民

・
子
供
た
ち
と
の
メ

l
ル
交

流
が
続
く
な
ど
、
リ
ピ
ー
タ

l
環
境
も
育

っ
て
き
て
い
る
た
め
、
協
会
は
民
泊
受
け

入
れ
目
標
を
年
二
万
人
に
掲
げ
、
島
の
活

性
化
と
経
済
振
興
を
段
と
推
進
し
て
い

く
考
え
だ
。

三線体験
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N
P
O
法
人
ふ
じ
み
の
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

外
国
人
と
の
共
生
の
ま
ち
づ
く
り

地域づくり総務大臣表彰平成18年度

一
在
日
外
国
人
の
自
立
支
援
の
活
動

「
総
務
大
臣
賞
お
め
で
と
う
」
|
|
新
聞

を
見
た
友
人
か
ら
電
話
や
フ
ァ
ク
ス
が
届

い
た
。
ふ
じ
み
の
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
の

活
動
エ
リ
ア
で
あ
る
ふ
じ
み
野
市
、
富
士

見
市
、

三
芳
町
の
行
政
職
員
か
ら
も
「
お

め
で
と
う
、
よ
く
頑
張
っ
た
ね
」
と
電
話

が
入
っ
た
。

在
日
外
国
人
の
自
立
の
支
援
と
国
際
交

流
に
よ
る
共
生
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
標

に
、
活
動
を
始
め
て
十
年
。
無
償
で
活
動

を
続
け
て
き
た
様
子
を
見
て
、
行
政
職
員

が
総
務
大
臣
賞
に
応
募
し
て
く
れ
た
ら
し

い
。
そ
の
心
配
り
が
う
れ
し
く
て
、
「
ま

た
明
日
か
ら
も
頑
張
ろ
う
」
と
皆
で
誓
い

合
っ
た
。

私
た
ち
が
在
日
外
国
人
に
か
か
わ
り
始

め
た
の
が
十
八
年
前
。
公
民
館
で
週
三
回、

日
本
語
教
室
を
聞
い
た
。
当
時
、
外
国
人
は

• 石
井
ナ
ナ
工

理
事
長

人
口
の

一
%
に
も
満
た
ず
、
移
住
労
働
者

に
国
際
結
婚
し
た
外
国
人
女
性
が
チ
ラ
ホ

ラ
混
じ
っ
て
い
る
程
度
。
世
間
も
外
国
人

に
対
し
て
冷
た
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
中
傷
や

誤
解
も
あ
っ
た
。
そ
ん
な
時
い
つ
も
慰

め
励
ま
し
て
く
れ
た
の
が
公
民
館
職
員

語学教室の1つ中国語教室の様子

っとで
た執

。合瓦

哲品
三修

i z 
zi 
の 」
と
も山
職工
員八
封切J
I~ '-ー

-
多
言
語
情
報
誌
の
発
行
と

-

日
本
語
指
導
の
強
化

日
本
語
教
室
を
続
け
て
い
く
う
ち
、
外

国
人
受
講
生
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
相
談
を
持

ち
か
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、

二
十
四
時

間
三
百
六
十
五
日
、
日
本
人
と
外
国
人
が

交
流
で
き
る
場
所
が
必
要
だ
と
気
付
き
、

一
軒
家
を
借
り
て
外
国
人
の
自
立
の
支
援

を
す
る
活
動
を
展
開
し
て
い
っ
た
。

ま
ず
多
言
語
情
報
誌
の
発
行
。
ご
み
の

出
し
方
か
ら
始
ま
っ
て
、
在
日
外
国
人
に

知
っ
て
ほ
し
い
情
報
を
毎
月
七
カ
国
語
で

発
信
し
て
い
る
。
「
自
分
の
理
解
で
き
る

言
語
で
情
報
が
得
ら
れ
る
」
と
重
宝
が
ら

れ
、
必
要
な
ベ

l
ジ
だ
け
遠
方
の
友
達
に

フ
ァ
ク
ス
し
て
い
る
人
も
い
る
。
し
か
し

A
3
用
紙

一
ペ
ー
ジ
に
載
せ
ら
れ
る
情
報

に
は
限
度
が
あ
り
、
各
地
で
多
言
語
情
報

誌
が
発
行
さ
れ
た
ら
い
い
と
思
っ
て
い

る
。在
留
資
格
・
仕
事
や
住
居
・
子
供
の
教

育
や
夫
婦
問
題
な
ど
、
五
百
件
超
の
相
談

が
持
ち
込
ま
れ
る
。
彼
ら
が
も
は
や
定
住

者
で
あ
り
、
市
民
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

行
政
窓
口
を
訪
れ
る
外
国
人
も
増
え
た
よ

う
で
、

当
セ
ン
タ
ー
の
存
在
価
値
を
高
く

評
価
し
て
く
れ
る
行
政
職
員
が
噌
え
た
。

ま
た
、
埼
玉
県
の
委
託
を
受
け
て
、
配

偶
者
暴
力

(
D
V
)
被
害
者
を
保
護
し
、

再
出
発
す
る
手
伝
い
を
し
て
い
る
。
着
の

身
着
の
ま
ま
で
逃
げ
て
き
た
親
子
が
、
次

第
に
明
る
く
生
き
生
き
し
て
く
る
の
が
う

れ
し
い
。

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
日
本
語
教
室
や
子

ど
も
ク
ラ
ブ
・
取
り
出
し
授
業
支
援
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
日
本
語
指
導
を
し

て
い
る
。
日
本
語
の
読
み
書
き
が
で
き
な

い
外
国
人
は
、
役
所
や
学
校
か
ら
の
手
紙

も
読
め
ず
、
職
業
選
択
の
枠
も
狭
い
。
高

校
進
学
で
つ
ま
ず
く
子
供
も
多
く
、
地
域

に
暮
ら
す
外
国
人
の
支
援
は
ま
す
ま
す
大

切
に
な
る
と
思
う
。
日
本
語
指
導
の
重
要

性
を
訴
え
つ
つ
、
地
道
に
活
動
を
続
け
て

い
き
た
い
。

泊域~ω2007・6月号21 



七
尾
を
世
界
へ
ひ

5
く
市
民
の
会

• 大
星
三
千
代

八
年
)
に
「
七
尾
を
世
界
へ
ひ
ら
く
市
民

の
会
」
が
発
足
し
た
。

最
初
は
、
外
国
語
指
導
助
手

(
A
L
T
)

や
国
際
交
流
員

(
C
I
R
)
中
心
の
日
本
語

教
室
で
だ
っ
た
が
、
徐
々
に
民
間
か
ら
の

英
会
話
講
師
、
宣
教
師
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
、
交

換
留
学
生
、
技
術
研
修
生
も
引
き
受
け
る

よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
大
使
館
勤
務
の
人

は
夫
妻
で
赴
任
す
る
前
、

二
カ
月
間
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
し
な
が
ら
日
本
語
を
勉
強
し
た
。

最
近
は
、
日
本
語
能
力
試
験
の
受
験
と

い
う
目
標
を
持
っ
て
勉
強
す
る
人
が
年
々

増
え
て
い
る
。
そ
ん
な
中
で
、
定
時
制
高

校
受
験
を
目
標
に
頑
張
っ
た
フ
ィ
リ
ピ
ン

女
性
が
努
力
の
結
果
、
見
事

一
回
の
受
験

で
合
格
し
、
担
当
し
た
日
本
語
教
師
は
う

れ
し
く
て
、
両
親
と

一
緒
に
入
学
式
に
も

日
本
文
化
資
源
を
活
か
し
た

国
際
交
流
を
実
現

-
日
本
語
教
室
に
加
え

-
文
化
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
意

石
川
県
は
、
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
を
中

心
に
外
国
人
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
、
そ

の
中
核
と
し
て
「
金
沢
を
世
界
へ
ひ
ら
く

市
民
の
会
」
が
、
金
沢
を
よ
り
深
く
理
解

し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
、
活
発
な

活
動
を
展
開
し
て
き
た
。
七
尾
市
で
も
、

社
会
教
育
課
主
催
の
国
際
交
流
セ
ミ
ナ
ー

が
開
講
さ
れ
、
講
座
修
了
生
が
中
心
に
な

り
、
金
沢
を
世
界
へ
ひ
ら
く
市
民
の
会
か

ら
的
確
な
助
言
を
受
け
な
が
ら
、
七
尾
で

の
日
本
語
教
室
が
始
ま
っ
た
。

同
じ
こ
ろ
、
石
川
県
で
日
本
語
を
学
ぶ

ツ
ア
ー
が
日
本
航
空
や

J
T
B
に
よ
っ
て

企
画
さ
れ
、
米
国
、
カ
ナ
ダ
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
か
ら
た
く
さ
ん
の
人
が
訪
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
そ
の
了
捕
を
私
た
ち
の
七

尾
で
受
け
入
れ
、
日
本
語
講
座
と
文
化

事
務
局
長

(
書
道
、
茶
道
、
華
道
、
陶
芸
、
着
物
着

付
け
な
ど
)
を
体
験
、
同
時
に
教
科
書
の

中
で
学
ぶ
日
本
一諦
ば
か
り
で
な
く
、
目
で

見
、
手
で
触
れ
ら
れ
る
も
の
は
直
接
体
験

し
て
も
ら
う
授
業
も
取
り
入
れ
た
。

七
尾
市
に
は
和
倉
温
泉
が
あ
り
、
入
浴

体
験
が
で
き
る
ほ

か
、
お
祭
り
も
た
く

さ
ん
あ
る
。
そ
れ
に

参
加
し
た
り
、
太
鼓

も
習
っ
た
り
と
い
う

こ
と
で
、
日
本
語
教

師
、
文
化
面
を
受
け

持
っ
て
く
れ
る
人
、

ホ
l
ム
ス
テ
イ
受
け

入
れ
家
庭
先
な
ど
、

み
ん
な
で
協
力
し
て

大
き
な
輪
の
国
際
交

流
が
始
ま
り
、

一
九

八
三
年
(
昭
和
五
十

22 

出
席
し
た
ほ
ど
だ
。
日
本
語
教
室
は
卒
業

し
た
が
、
今
も
頑
張
っ
て
高
校
生
生
活
を

続
け
て
お
り
、
今
年
の
成
人
式
に
は
振
り

袖
姿
で
出
席
し
、
写
真
を
持
っ
て
報
告
に

来
て
く
れ
た
。

2007・6月号泊劫~ω

-
来
訪
外
国
人
子
供
へ
の

-

日
本
語
支
援
が
課
題

(上)日本語教室 (下)日本語教室の発表会 (劇「浦島太郎J)

こ
の
会
は
発
足
以
来
、
十
六
カ
国
六
百

人
以
上
の
人
と
出
会
い
、
交
流
し
て
き
た
。

今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
最
近
増
え
て
き

た
日
本
人
の
男
性
に
中
国
や
フ
ィ
リ
ピ
ン

か
ら
嫁
い
で
来
た
お
嫁
さ
ん
へ
の
授
業
に

伴
う
、
子
供
た
ち
の
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

外
国
か
ら
自
分
の
子
供
を
呼
び
寄
せ
る
に

当
た
り
、
子
供
た
ち
の
生
活
環
境
に
配
慮

し
、
少
し
で
も
早
く
日
本
の
家
族
、
地
域

に
溶
け
込
み
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

取
れ
る
よ
う
に
、
小
中
学
生
に
対
す
る
日

本
語
支
援
は
行
政
や
学
校
と
も
連
携
し
、

教
宅
の
充
実
に
取
り
組
み
た
い
と
思
っ
て

い
る
。
能
登
半
島
地
震
の
時
は
、
元
生
徒
か
ら

気
遣
い
の
メ
l
ル
や
手
紙
を
た
く
さ
ん
い

た
だ
き
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
を
過
し
て
さ

ま
ざ
ま
な
国
の
人
た
ち
と
の
交
流
か
ら
体

得
で
き
た
共
通
の
心
の
温
か
さ
を
感
じ
て

い
る
。
今
回
総
務
大
臣
表
彰
と
い
う
身
に

余
る
評
価
を
い
た
だ
い
た
が
、
こ
れ
か
ら

も
無
心
で
出
会
い
を
求
め
、
活
動
を
続
け

て
い
き
た
い
と
思
う
。



キ目浦西小2年の児童と野菜づくり

関軍事展望

N
P
O
大
地
と
い
の
ち
の
会
{
長
崎
県
佐
世
保
市
}

・
地
減
娠
興
部
門

(p
げ
)

四国カブトガニを守る会{愛媛県西条市} ・地縁振興部門 (p16)

河原津海岸で行っている干潟の自然観察会「カブトガニ探検隊」

平成18年属

地域づくり総務大臣表彰

NPO法人安心院町グリーンツーリズム研究会[大分県宇佐市1
・地媛振興部門 (p18)

フェスタ夕日

夕日の里づくり推進会議[宮崎県五ヶ瀬町]
・地媛振興部門 (p19)

伊江村観光協会[沖縄県伊江村]・地域振興部門 (p20)
修学旅行生の見送り



外国人も参加する体育祭 (綱引き)

みのお外国人医療サポートネット[大阪府箕面市1
・国際化部門 (p29)定例研修会の様子

NPO法人ふじみの国際交流センター{矯玉県ふじみ野市1
・国際化部門 (p21)小学校に出向いて国際理解講座

七尾を世界へひらく市民の会[石川県七尾市] ・国際化部門 (p22)
ホームステイ家族を交えでの交流会

八雲国際演劇祭実行委員会[松江市1・国際化部門 (p30)第2回八雲国際演劇祭開会式



大牟田市 (福岡県) ・国際化部門 (p31)中国大岡市への環境観測機器贈呈式

コ ン ビュータサマーサイエ ン スキ ャンプ講習風景

聖書田市南御厨地区自治会[静岡県磐田市1
・国際化部門 (p28)

狭山市(埼玉県)・情報化部門 (p33)
火災情報や緊急情報の24日寺問メール配信

会津コンビュータサイエンススクール実行委員会[福島県会津若松市1
・情報化部門 (p32)

平成17年度に離島「大津島」
周南市 (山口県)・情報化部門 (p3S) へ敷設した海底ケーブル

/ 
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コミュニティおおっ量員会

子，11どとも音セ楽ルと男と女

しまだ平里織毘見
しまだ環境ひろば水とみどり分科会
あいら占・力、訟や
こども王拘マップ
会を頒メディアをIJ~う 1
御神守河村恵を守る会
ワンダフルいくみ

島田eコミュニティプラットフォーム研究会
[静岡県島田市1・情報化部門 (p34)

地域';11障者IT'Cf支援æt~
置覇-eコミュ二テイ・プラットフォームIIUI実厳ー

4・ょうこそ! 一
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措置〈コョ，ーラム〉で惜帽買揖するた眠同ページです
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かもー・別
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企軍司方や商庖の方、お友迫同士でもeコ三ュニテ-<l-まだに参加できます!!eコミュニティし

まだの1撃しい続咽草こちらです

怜事務励、らのお知らせ

ブロヲ顕官会α浴孔ht全(2007-4-5)
eコミュニテ-<l-まだフ，，-ラムへのご凶力睦Jtfiと主ござ¥¥ました〈みのや)(2007-4-3) 

Inl).'附置が唱えました〈歩歩踏自民)(2007-3-29) 

，.し~'1材置力可・えました!(111甚U十ー番市)(2007-3-23) 

【お同らせ】割潤衛星『だいち」町衡星写実t.l':.Jtられます!(2007-3-19) 

|州問 1最新の繍記事101キ !?静岡県の災害情 i
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高知工科大学学生サークル/CAST[高知県香美市1
.情報化部門 (p36)小学生へのパソコン綬業の様子

大平展子氏[静岡県浜松市]

・個人部門 (p40)物産館ぶらつと

八代市(熊本県)・情報化部門 (p37) 次世代のためにがんばろ会 ・蛎殻による
川の浄化活動

青柳輝雄氏{東京都墨田区] ・個人部門 (p38)
地元消防固などと夜警活動

勝野重美氏[長野県辰野町1・個人部門 (p39)
町民総蹄りで町中がにぎわう「辰野ほたる祭り」

浜田益嗣氏[三重県伊勢市1・個人部門 (p41)おかげ償丁



福
井
市
は
、
平
成
十
八
年
二
月

一
日
に

美
山
町
、
越
廼
村
、
清
水
町
と
の
合
併
に

よ
り
、
総
面
積
約
五
百
三
十
六
平
方
キ
ロ
、

人
口
約
二
十
七
万
人
の
新
し
い
市
と
し
て

誕
生
し
た
。

首長の思い

東
は
美
し
い
山
並
み
を
有
し
、
西
は
雄

大
な
日
本
海
に
而
し
て
お
り
、
清
ら
か
な

九
頭
竜
川
、
足
羽
川
、
日
野
川
の
三
大
河

川
を
有
す
る
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た
ま
ち

で
あ
る
。
ま
た
、
戦
国
時
代
の
城
下
町
が

当
時
の
ま
ま
の
状
態
で
発
掘
・
保
存
さ
れ

て
い
る
全
国
的
に
も
貴
重
な

一
乗
谷
朝
倉

氏
遺
跡
、
福
井
藩
主
の
別
邸
で
国
指
定
の

名
勝
と
な
っ
て
い
る
養
浩
館
な
ど
、
歴
史

的
遺
産
に
も
恵
ま
れ
て
い
る
。

明
治
二
十
二
年
の
市
制
施
行
以
来
、
戦

災
、
震
災
、
水
害
な
ど
数
多
く
の
災
害
を

市
民
の
不
屈
の
気
概
で
乗
り
越
え
、
「
不

死
鳥
の
ま
ち
」
を
築
き
上
げ
て
き
た
。

本
市
の
中
心
市
街
地
は
、
福
井
県
の
県

都
と
し
て
社
会
経
済
活
動
の
中
心
的
役
割

を
果
た
し
て
き
た
地
域
で
あ
り
、

J
R
福

井
駅
を
中
心
に
商
業
、
業
務
、
居
住
な
ど

の
多
様
な
都
市
機
能
や
、
公
共
交
通
の
結

節
機
能
が
比
較
的
コ
ン
パ
ク
ト
に
集
積
し

て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
近
年
の
モ
ー

タ
リ
ゼ

l
シ
ヨ
ン
の
進
展
や
商
業
立
地
の

規
制
緩
和
な
ど
に
よ
っ
て
、
住
宅
、
商
業

施
設
、
公
共
公
設
施
設
の
市
街
地
周
辺
部

で
の
立
地
が
進
み
、
中
心
市
街
地
の
機
能

低
下
を
招
い
て
い
る
。
こ
の
現
状
を
踏
ま

え
、
福
井
市
は
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
、

地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

「
高
感
度
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
」
の
実
現

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

「
」
両
感
度
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
」
と
は
、

し
、
周
辺
地
域
で
の
ゆ
と
り
あ
る
暮
ら
し

ゃ
す
さ
を
求
め
る
。
そ
の
調
和
と
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
化
を
図
る
こ
と
で
、
新
し
い
価
値

が
創
造
で
き
る
都
市
を
目
指
す
も
の
で
あ

ヲ
@
。こ

の
実
現
に
向
け
、
県
都
の
玄
関
口
に

に
ぎ
わ
い
の
交
流
拠
点
を
整
備
す
る
市
街

「
高
感
度
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
」

実
現
に
向
け
て

• 坂
川

優

福
井
市
長

福
井
駅
周
辺
な
ど
中
心
市
街
地
を
本
市
の

「
顔
」
と
し
て
都
心
の
再
生
を
図
り
、
商

業
機
能
、
文
化
機
能
、
生
活
利
便
機
能
を

高
め
つ
つ
、
人
・
モ
ノ
・
情
報
な
ど
を
効

率
的
に
集
積
・
中
継
・
発
信
す
る
機
能
を

集
約
し
、
そ
の
魅
力
を
高
め
な
が
ら
、

一

方
で
は
地
域
の
誇
り
を
大
切
に
し
、
子
供

た
ち
と
お
年
寄
り
の
安
全
と
安
心
を
確
保

の

地
再
開
発
事
業
、
北
陸
新
幹
線
の
「
北
陸

三
県
と
の
同
時
期
の
開
業
」
に
向
け
た
国

や
関
係
機
関
へ
の
働
き
か
け
、
ま
た
、
中

心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
の
認
定
に
向

け
た
取
り
組
み
ゃ
都
市
交
通
戦
略
の
構
築

な
ど
、
「
高
感
度
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
」

へ
の
道
筋
を
切
り
開
く
た
め
の
重
要
な
施

策
を
着
実
に
実
行
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

さ
ら
に
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
ま
ち
づ
く

り
に
市
民
と
の
協
働
、
市
民
参
加
の
機
会

を
創
出
す
る
た
め
、
市
民
百
人
を

一
向
に

会
す
る
「
市
民
百
人
委
員
会
」
や
女
性
の

感
性
を
活
か
す
た
め
の
「
女
性
ま
ち
な
か

ウ
ォ
ッ
チ
ャ

l
」
な
ど
を
は
じ
め
、
各
世

代
、
各
界
、
各
層
な
ど
多
方
面
に
わ
た
る

市
民
の
積
極
的
な
参
加
の
下
、
市
政
全
般

に
わ
た
る
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、
そ
の
実

現
性
や
効
果
を
検
証
し
、
市
政
運
営
に
反

映
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

本
市
に
は
、
日
本

一
お
い
し
い
コ
シ
ヒ

カ
リ
発
祥
の
地
、
世
界

一
の
越
前
ガ
ニ
、

せ
い
そ
か
れ
ん

清
楚
可
憐
な
越
前
水
仙
、
国
の
特
別
史
跡

に
指
定
さ
れ
た

一
乗
谷
朝
倉
氏
遺
跡
、
日

本
の
さ
く
ら
の
名
所
百
選
に
選
ば
れ
た
足

羽
川
・
足
羽
山
公
固
な
ど
、
食
と
観
光
資

源
が
あ
り
、
ま
た
、
繊
維
産
業
を
中
心
と
し

た
「
も
の
づ
く
り
文
化
」
の
伝
統
が
あ
る
。

そ
れ
ら
地
域
の
特
色
や
魅
力
を
磨
き
、

結
び
付
け
る
こ
と
で
生
ま
れ
る
新
し
い
価

値
を
大
い
に
活
用
し
な
が
ら
、
中
心
部
で

の
「
に
ぎ
わ
い
」
、
郊
外
部
で
の
「
安
ら

ぎ
」
が
調
和
す
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、

二
十

一
世
紀
の
主
人
公
で
あ
る
子
供
や
孫

た
ち
の
世
代
が
、
誇
り
と
夢
を
持
っ
て
、

安
心
し
て
豊
か
に
暮
ら
せ
る
「
元
気
で
暖

か
さ
あ
ふ
れ
る
」
ふ
る
さ
と
福
井
の
礎
を

築
い
て
い
き
た
い
。
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外
国
人
と
の

共
生
の
ま
ち
づ
く
り

磐
田
市
南
御
厨
地
区
自
治
会

-
公
営
住
宅
居
住
者
の

-

半
数
以
上
が
外
国
人

磐
田
市
は
、
静
岡
県
西
部
の
天
竜
川
東

岸
に
位
置
し
、
サ
ッ
カ
ー
「
ジ
ュ
ピ
ロ
磐

田
」
の
ホ
l
ム
タ
ウ
ン
で
あ
る
。
二
O
O

五
年
(
平
成
十
七
年
)
四
月
に
五
市
町
村

が
合
併
し
、
自
然
が
あ
ふ
れ
、
歴
史

・
文

化
の
息
づ
く
ま
ち
と
し
て
誕
生
、

一
方
で

輸
送
用
機
器
産
業
を
中
心
に
製
造
業
が
多

い
活
気
あ
ふ
れ
る
工
業
都
市
で
も
あ
る
。

製
造
業
が
多
い
こ
と
か
ら
、
外
国
人
が
増

加
し
、

O
七
年
(
同
十
九
年
)
三
月
末
現

在
、
人
口
十
七
万
六
千
人
の
う
ち
、
約

五
・
五
%
、
九
千
六
百
三
十
一
人
が
外
国

人
と
い
う
状
況
で
あ
る
。

南
御
厨
地
区
自
治
会
は
、
十

一
の
単
位

自
治
会
で
構
成
さ
れ
、
世
帯
数
約
千
三
百、

人
口
約
四
千
四
百
人
の
ま
ち
で
あ
る
が
、

在
住
外
国
人
は
市
内
ト
ッ
プ
で
あ
る
。
そ

• 杉
田
友
司

地
区
長

の
状
況
は
、
外
国
人
比
率
約
二

O
%
、
県

営

・
公
団
住
宅
(
凶
百
五
十
世
帯
)
に
お

い
て
は
、
約
五
二
%
が
外
国
人
と
な
っ
て

い
る
。
私
た
ち
の
ま
ち
に
外
国
人
が
多
く
な
り

始
め
た
の
は
、

O
一

年
ご
ろ
か
ら
だ
が
、

言
葉
、
文
化
、
習
慣
な
ど
の
違
い
か
ら
、

地
元
住
民
の
聞
に
戸
惑
い
が
起
き
た
。
特

に
、
ご
み
、
騒
音
、
教
育
、
駐
車
場
、
生
活

苦
情
な
ど
の
問
題
が
発
生
し
、
住
民
と
の

ト
ラ
ブ
ル
も
多
発
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
う
し
た
背
景
を
踏
ま
え
、
地
区
自
治
会

は
O
三
年
(
同
十
五
年
)
度
、
外
国
人
と

の
地
域
共
生
に
向
け
た
基
本
的
な
方
針
を

決
め
、
住
民
の
理
解
を
求
め
て
活
動
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
た
。

-
顔
の
見
え
る
関
係
構
築
と

-

行
政
と
の
協
働
対
応

外国人250人が参加した防災訓練

そ
の
方
針
と
自
ら
の
行
動
と
は
、

①

外
国
人
と
の
共
生
は
、
単
位
自
治
会

の
諜
題
と
せ
ず
、
地
区
自
治
会
の
課
題

と
し
て
対
応
す
る
。
外
国
人
は
地
区
内

で
生
活
し
て
い
る
こ
と
か
ら
地
区
と
の

か
か
わ
り
が
生
じ
る
。
つ
ま
り
、
学
校
、

防
災
、
防
犯
、
文
化
体
育
交
流
、
行
政
要

望
な
ど
は
地
区
自
治
会
の
諜
題
で
あ
る
。

②

外
国
人
と
の
共
生
に
は
「
教
科
書
」

が
な
い
。
だ
か
ら
と
言
っ
て
行
政
に
依

存
す
る
の
で
は
な
く
、
で
き
る
こ
と
は

現
場
で
自
ら
(
自
治
会
)
が
取
り
組
む
。

③

外
国
人
を
排
除
す
る
の
で
は
な
く
、

地
区
住
民
と
の
協
力
・
共
生
を
ど
の
よ

う
に
構
築
し
て
い
く
か
を
軸
足
と
す

る
。
つ
ま
り
、
「
顔
の
見
え
る
関
係
」

づ
く
り
を
進
め
る
。

外
国
人
と
の
共
生
の
取
り
組
み
は
、
時

間
と
根
気
が
求
め
ら
れ
る
。
地
域
住
民
と

同
じ
仲
間
で
あ
る
と
の
考
え
で
、

言
葉
や

文
化
の
違
い
と
い
う
障
壁
を
で
き
る
だ
け

低
く
す
る
よ
う
工
夫
し
な
が
ら
、
外
国
人

に
も
協
力
を
求
め
て
き
た
。

O
四
年
(
同

十
六
年
)
度
に
は
通
訳
担
当
の
「
自
治
会

サ
ポ
ー
ト
委
員
」
制
度
も
発
足
し
た
。

外
国
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

図
る
に
従
い
、
体
育
祭
や
文
化
祭
、
防
災

訓
練
な
ど
に
は
年
度
を
追
う
ご
と
に
多
く

の
外
国
人
が
参
加
す
る
よ
う
に
な
り
、
地

元
住
民
と
の
違
和
感
も
薄
れ
、
地
区
内
に

開
設
さ
れ
た
「
多
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
」

で
も
、
交
流
が
図
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ま
た
、
県
や
市
と
の
話
し
合
い
も
積
極
的

に
行
い
、
問
題
解
決
に
努
力
を
し
て
き
た
。

地
区
自
治
会
が
取
り
組
み
を
開
始
し
て

五
年
に
な
る
が
、
現
場
で
は
ま
だ
ま
だ
問

題
が
山
積
し
て
い
る
。
そ
の
背
景
に
は
、

外
国
人
の
入
れ
替
わ
り
が
早
い
こ
と
や
、

意
思
伝
達
が
思
う
よ
う
に
い
か
な
い
こ
と

な
ど
に
原
因
が
あ
る
。

今
後
は
、
「
地
域
」
「
行
政
」「
外
国
人
」

三

者
の
協
働
対
応
を
さ
ら
に
促
進
さ
せ
、
特

に
企
業
や
外
国
人
の
雇
用
先
で
あ
る
人
材

派
遣
会
社
と
の
懇
談
も
進
め
て
い
か
な
く

て
は
な
ら
な
い
。
外
国
人
も
地
域
住
民
の

一
員
で
あ
る
と
い
う
意
識
を
さ
ら
に
深
め

な
が
ら
、
地
域
住
民
に
と
っ
て
も
外
国
人

に
と
っ
て
も
住
み
良
い
ま
ち
に
な
る
よ
う
、

取
り
組
み
を
進
め
て
行
く
決
意
で
あ
る
。
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み
の
お
外
国
人
医
療
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト

外
国
人
の
医
療
通
訳
活
動
を

通
じ
た
安
心
生
活
づ
く
り

-
在
住
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
の

-

死
去
が
き
っ
か
け
に

平成18年度 地域づくり総務大臣表彰

日
本
語
の
不
自
由
な
地
域
在
住
の
外
国

人
が
、
病
気
に
な
っ
て
病
院
を
受
診
す
る

時
に
、
同
行
し
て
通
訳
す
る
の
が
本
会
の

主
た
る
活
動
で
あ
る
。
現
在
、
英
語
、
中

国
語
、
韓
国
朝
鮮
語
、
ス
ペ
イ
ン
語
、
タ

イ
語
、
ロ
シ
ア
語
を
担
当
す
る
メ
ン
バ
ー

が
所
属
し
て
お
り
、
要
請
が
あ
っ
た
時
、

そ
の
言
語
の
担
当
者
が
依
頼
者
に
同
行
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

ほ
か
に
は
、
研
修
会
や
セ
ミ
ナ
ー
、
交

流
会
、
懇
親
会
な
ど
を
毎
月
開
催
し
、
会

員
の
輪
を
広
げ
る
と
と
も
に
、
会
員
の
研

さ
ん
を
積
ん
で
い
る
。
ほ
と
ん
ど
の
言
語

で
ネ
イ
テ
ィ
ブ

(そ
の
土
地
)
の
先
生
を

招
い
て
の
勉
強
会
も
定
期
的
に
聞
き
、
通

訳
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
も
図
っ
て
い
る
。

私
は
現
在
、
こ
の
団
体
に
関
す
る
箕
面 箕

面
市
医
師
会
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
-
会
員

小
津
英

• 

市
医
師
会
の
委
員
を
し
て
い
る
が
、
そ
れ

以
前
か
ら
会
員
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
団
体

が
で
き
た
の
は
、

一
九
九
九
年
(
平
成
十

一
年
)
に
箕
面
に
住
ん
で
い
た
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
人
研
究
員
ト
ン
リ
ー
さ
ん
が
、
急
病

で
亡
く
な
ら
れ
る
と
い
う
出
来
事
が
、
そ

も
そ
も
の
き
っ
か
け
だ
っ
た
。
日
本
の
救

急
医
療
体
制
の
不
備
と
い
ろ
い
ろ
な
不
幸

な
偶
然
が
重
な
っ
て
亡
く
な
ら
れ
た
と
考

え
ら
れ
る
が
、
ト
ン
リ
ー
さ
ん
が
日
本
語

が
不
自
由
で
あ
っ
た
こ
と
を
理
由
に
入
院

さ
せ
て
も
ら
え
な
か
っ
た
こ
と
も
大
き
な

原
因
と
考
え
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
不
幸

な
事
態
を
招
か
な
い
よ
う
に
、
医
療
通
訳

な
ど
の
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
と
と
も
に
、
外

国
人
の
医
療
の
問
題
を
皆
さ
ん
に
考
え
て

も
ら
い
た
い
、
と
い
う
の
が
こ
の
団
体
の

目
的
で
あ
る
。

私
は
若
い
こ
ろ
、

医
者
に
な
る
ず
っ
と

前
に
フ
ラ
ン
ス
で
約

一
年
暮
ら
し
た
こ
と

が
あ
り
、
外
国
で
病
院
へ
行
く
よ
う
に
な

っ
た
場
合
、
ど
ん
な
に
心
細
く
て
大
変
か

想
像
が
つ
い
た
。
医
師
と
し
て
仕
事
を
し

て
い
る
と
、
日
本
人
の
患
者
で
さ
え
、
日

本
語
で
説
明
し
て
も
な
か
な
か
そ
の
内
容

を
分
か
っ
て
も
ら
え
な
い
こ
と
が
よ
く
あ

る
。
ま
し
て
患
者
が
外
国
人
の

l
恥
M

場
合
は
当
然
の
こ
と
だ
と
思
う
。
一
配
即
匝

こ
れ
は
言
葉
が
分
か
ら
な
い

t

・・

か
ら
だ
け
で
な
く
、
日
本
人
で
ぺ
・
E

も
外
国
人
で
も
医
学
や
医
療
の
凶
園
・

知
識
が
な
い
た
め
に
、
い
く
ら

凶

E

詳
し
い
説
明
を
聞
い
て
も
分
か
圃

E

ら
な
い
た
め
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、

圃

-

外
国
人
の
場
合
は
文
化
や
習
慣

一
足

が
違
う
た
め
、
日
常
生
活
上
の

γ
区一

常
識
や
考
え
方
の
速
い
か
ら
、

け

U

単
に
言
葉
を
翻
訳

hi'
ト「

.. 
• 

す
る
だ
け
で
は
理

.

一

ド.'r、母申一dよ4;ばv
v
4
』

解
で
き
な
い
の
だ

a
FJM一i
一山Jパυ
U
hドrrj1
h

と
m思心、うつ九
。
こ

の

た

d

a

列列

4
4
.

め、

医
療
通
訳
を
す
る
場
合
は
、
「
言
葉

の
通
訳
」
だ
け
で
な
く
、

「文
化
の
通
訳
」

が
必
要
だ
と
指
摘
す
る
人
も
い
る
。

-
外
国
人
医
療
を
通
し
て

-

日
本
の
医
療
問
題
点
を
探
る

近
年
、
日
本
で
は
医
療
に
対
す
る
不
信

感
が
問
題
に
さ
れ
て
い
る
。
患
者
と
医
師

の
気
持
ち
が
う
ま
く
か
み
合
わ
な
い
こ
と

も
よ
く
見
ら
れ
る
。
医
療
通
訳
を
通
し
て
、

外
国
人
の
患
者
と
病
院
の
聞
の
や
り
と
り

を
見
て
い
る
と
、

医
療
側
の
説
明
の
不
十

分
さ
や
、

医
療
体
制
の
不
備
な
ど
が
浮
き

彫
り
に
さ
れ
て
く
る
。
こ
れ
は
外
国
人
患

者
の
問
題
だ
け
で
は
な
く
、

実
は
わ
た
し

た
ち
日
本
人
に
よ
る
日
本
の
医
療
そ
の
も

の
の
問
題
だ
と
思
わ
れ

る
。

年7r
 
nu 
nu 
2
 
ト

私

た

ち

が

医
学
部
を

抗

卒

業
し
、
研
修
を
積
み

t
p
 一
な
が
ら

一
人
前
の
医
者

ポ併

に
な
る
過
程
に
お
い

帥

て、

診
断
や
治
療
方
法

時

の
研
さ
ん
に
重
点
を
置

除
い
て
、
高
い
医
療
レ
ベ

M

ル
を
目
指
す
こ
と
を
目

-玉
-外

標

に
し
た
技
術
偏
重
の

医
学
教
育
を
受
け
て
き
た
結
果
、
患

者
に
理
解
し
て
も
ら
う
方
法
を
身
に

付
け
る
と
か
、
患
者
の
気
持
ち
ゃ
人

生
観
に
重
き
を
置
い
て
治
療
方
針
を

立
て
る
と
か
、
患
者
中
心
の
医
療
を
行
う

こ
と
が
後
回
し
に
さ
れ
て
き
た
た
め
で
は

な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
外
国
人
の
医
療
の
問
題

を
通
し
て
日
本
の
医
療
の
問
題
点
を
探

り
、
そ
し
て
解
決
し
て
い
く
糸
口
を
見
つ

け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
、
と

思
う
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
活
動
に
、
ぜ

ひ
多
く
の
人
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
た
ら

ル
』
問
?
っ
。
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八
雲
国
際
演
劇
祭
実
行
委
員
会

と
汗
を
出
し
て
働
く
」
組
織
を
つ
く
る
こ

と
に
し
た
。
そ
し
て
、

三
者
が
心
を

一
つ

に
し
て
活
動
す
る
た
め
に
、
共
通
認
識
を

記
し
た
「
活
動
の
指
針
」
を
作
成
し
た
。

こ
れ
は
、

①
三
者
が
手
を
つ
な
ぎ
②

「演
劇
」
の
浸
透
を
図
る
と
と
も
に
③
国

際
社
会
で
生
き
て
い
く
力
を
育
て
な
が
ら

④
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
を
重
ね
⑤
準
備
の

プ
ロ
セ
ス
を
大
切
に
し
て
、
丁
寧
な
振
り

返
り
の
上
に
改
善
を
重
ね
て
い
け
ば
⑥
人

が
育
ち
地
域
が
育
つ
ー
ー
と
い
う
も
の
だ

っ
た
。
こ
の
活
動
の
指
針
は
、
非
常
に
大

切
な
も
の
で
、

実
際
に
、

二
十
ほ
ど
あ
る

委
員
会
の
中
で
、
活
動
の
指
針
に
つ
い
て

充
分
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
し
た
委
員
会
ほ

ど
、
そ
の
後
の
準
備
が
順
調
に
進
み
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
が
気
持
ち
を

国
際
演
劇
祭
で

ひ
と
づ
く
り
・
ま
ち
づ
く
り

-
村
民
、
行
政
、
劇
団
が

-

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
参
加

島
根
県
松
江
市
で

一
九
六
六
年
(
昭
和

四
十

一
年
)
に
創
立
し
た
劇
団
あ
し
ぶ
え

は、

「演
劇
を
人
々
の
暮
ら
し
の
中
へ

浸

透
さ
せ
た
い
」
と
の
理
念
を
持
っ
て
活
動

し
て
い
た
。
九
四
年
、
ア
メ
リ
カ
国
際
演

劇
祭
に
宮
津
賢
治
の

「セ
ロ
弾
き
の
ゴ

l

シ
ユ
」
で
参
加
し
、
思
い
が
け
な
く
も
最

高
貨
な
ど
を
獲
得
し
た
が
、

実
は
こ
の
時
、

「生
き
生
き
と
働
く
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
姿
」
を
見
て
、
国
際
演
劇
祭
は
H

ま
ち

づ
く
り
に
な
る
u

と
確
信
し
た
。

九
五
年
(
平
成
七
年
)
、
南
隣
り
の
八

雲
村
に
移
り
、
日
本
初
の
公
設
民
営
劇
場

「
し
い
の
実
シ
ア
タ
ー
」
に
入
っ
て
後
、

当
時
の
村
長
に

「
国
際
演
劇
祭
で
ま
ち
づ

く
り
を
」
と
提
案
し
、
村
民
、
八
雲
村
行

政
、
劇
団
あ
し
ぶ
え
の
三
者
が
連
携
し
て
、

八
雲
国
際
演
劇
祭
芸
術
監
督

園
山
土
筆

• 

演
劇
祭
を
開
催
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

国
際
演
劇
祭
を
開
催
す
る
に
当
た
っ
て

は
、
多
文
化
社
会
の
到
来
を
予
測
し
て
、

国
際
社
会
で
通
用
す
る
進
め
方
で
準
備

し
、
「
世
界
に
通
用
す
る
演
劇
祭
」
に
育

て
よ
う
と
、
話
し
合
っ
た
。
こ
の
話
し
合

い
の
中
で
、
村
民
、
行
政
、
劇
団

は
、
仕
事
の
進
め
方
や
予
算
の
使

い
方
な
ど
が
違
う
こ
と
に
気
付
い

た
。
つ
ま
り
、
同
じ
日
本
人
で
も
、

「文
化
」
が
違
う
と
い
う
こ
と
だ
っ

た
。そ
こ
で

「
ど
う
し
た
ら
参
加
す

る
人
た
ち
が
、

気
持
ち
よ
く
活
動

で
き
る
か
」
を
と
こ
と
ん
話
し
合

い
、
こ
れ
ま
で
の
日
本
式
の
実
行
委

員
会
組
織
で
は
な
く
、
村
民
、
行
政
、

劇
団
か
ら
参
加
す
る
人
た
ち
が
、

全
員
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ

ッ
フ
と

な
っ
て
、

「対
等
の
立
場
で
、
知
恵

30 

に
し
て
活
動
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

2007・6月号

国
多
文
化
理
解
が

-
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
演
劇
祭
に

wコ

こ
う
し
て
六
百
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス

タ
ッ
フ
は
、
カ
ン
パ
集
め
に
奔
走
し
、
ビ

ジ
タ
ー
の
宿
泊
は
す
べ
て
ホ

l
ム
ス
テ
イ

で
対
応
し
た
。
交
通
の
便
の
悪
さ
は
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
送
迎
し
、
食
事
、
文
化
や
宗

教
、
ア
レ
ル
ギ
ー
の
問
題
な
ど
を

一
つ
一

つ
ク
リ
ア
し
な
が
ら
提
供
し
た
。

演
劇
祭
の
開
催
準
備
は
、
「
多
文
化
理

解
」
の
推
進
な
く
し
て
は
、
で
き
な
い
こ

と
だ
っ
た
。
多
文
化
理
解
を
進
め
る
こ
と

が、

H

真
の
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
イ
。
に
も
つ

な
が
っ
て
い
っ
た
。
こ
う
し
た
準
備
の
結

果
、
観
客
に
も
参
加
劇
団
員
に
も
喜
ば
れ
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
自
身
の
充
実
感
も
感
動
も

大
き
い
も
の
だ
っ
た
。
そ
れ
は
、
世
界
的

な
審
査
員
に

「八
雲
は
、
世
界
の
演
劇
祭

の
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
」
と
言
わ
し
め
る
ほ
ど

で
あ
っ
た
。

j以凶匂

さまざまな問題を討論後、一緒に楽しめる食事を提供

九
九
年

(同
十

一
年
)
の
プ
レ
大
会
、

二
O
O
一
年
(
同
十
三
年
)
の
第

一
回、

O
四
年
(
同
十
六
年
)
の
第
二
回
と
も
す

べ
て
成
功
裏
に
終
了
し
た
。
八
雲
村
は
、

合
併
し
て
松
江
市
と
な
っ
た
が
、
演
劇
祭

の
創
造
精
神
と
開
催
意
志
は
継
続
さ
れ
、

今
年
十

一
月
に
開
催
す
る
第
三
回
演
劇
祭

も
き
っ
と
多
く
の
人
の
心
に
残
る
も
の
と

な
る
だ
ろ
う
。



文
化
、
教
育
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
面
で
交
流
を
行
っ
て
き
た
。
近
年
、
目

覚
し
い
中
国
の
経
済
発
展
と
と
も
に
、
年

間
出
炭
量
一

億
ト
ン
を
誇
る
大
岡
市
の
経

済
は
急
速
に
発
展
し
た
。
そ
の

一
方
で
、

大
気
汚
染
は
じ
め
環
境
問
題
に
も
直
面
し

て
い
る
。
硫
黄
酸
化
物
、
降
下
ば
い
じ
ん

な
ど
に
よ
る
大
気
汚
染
が
、
中
国
政
府
が

指
定
し
て
い
る
全
国
百
十
三
の
環
境
保
護

重
点
都
市
中
ワ
ー
ス
ト

3
に
な
る
な
ど
、

深
刻
な
状
況
に
あ
る
。

公
害
克
服
の
経
験
を

国
際
協
力
を
通
じ
て
活
用

地域づくり総務大臣表彰平成18年度

-

N

炭
都
H

の
共
通
点
か
う
中
国

-

大
岡
市
と
友
好
都
市
を
締
結

大
牟
田
市
は
福
岡
県
の
最
南
端
に
位
置

し
、
有
明
海
に
面
し
た
人
口
十
三
万
二
千

人
の
都
市
で
あ
る
。
三
池
炭
鉱
と
と
も
に

発
展
し
、
昭
和
初
期
に
は
石
炭
を
中
心
と

し
た
化
学
、
金
属
、
電
力
な
ど
各
分
野
に

わ
た
る
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
が
形
成
さ
れ
、
鉱

工
業
都
市
と
し
て
わ
が
国
の
近
代
工
業
の

発
展
に
大
き
な
役
割
を
果
し
た
。

そ
の

一
方
で
、
大
気
汚
染
や
水
質
汚
濁

な
ど
の
公
害
が
生
じ
た
が
、
国
に
よ
る
公

害
規
制
の
強
化
と
併
せ
、
企
業
、
行
政
、
市

民
の
努
力
に
よ
り
公
害
を
克
服
す
る
と
と

も
に
、
公
害
防
止
技
術
を
蓄
積
し
て
き
た
。

一
九
九
七
年
(
平
成
九
年
)
の
三
池
炭

鉱
閉
山
後
は
、
新
た
な
産
業
振
興
と
広
域

的
環
境
保
全
を
目
的
と
し
て
、

R
D
F

(
ご
み
固
形
燃
料
)
発
電
事
業
を
は
じ
め

と
し
た
、
環
境
・
リ
サ
イ
ク
ル
産
業
の
立

企
画
総
務
部
総
合
政
策
課

地
促
進
に
よ
る
循
環
型
社
会
の
実
現
に
取

り
組
み
、
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
し
て
い
る
。

大
岡
市
は
中
国
山
西
省
の
北
部
に
位
置

す
る
人
口
三
百
万
人
の
都
市
で
あ
る
。
悠

久
の
歴
史
を
持
つ
都
市
と
し
て
世
界
文
化

遺
産
「
雲
山
岡
石
窟
」

ほ
か
、
数
多
く
の
歴

史
的
古
跡
が
残
さ
れ

て
い
る
。
岡
市
は
埋

蔵
量
約
七
百
十
八
億

ト
ン
と
推
定
さ
れ
る

石
炭
の
ま
ち
で
、
石

炭
を
中
心
と
し
た
電

力
、
化
学
な
ど
の
工

業
が
立
地
し
て
い
る
。

八

一
年
(
昭
和
五

十
六
年
)
、
同
じ
炭
都

と
い
う
共
通
点
か
ら

両
市
は
友
好
都
市
を

締
結
し
た

。
以
来
、

-
環
境
改
善
に
向
け
た

-

国
際
技
術
交
流
の
推
進

大
牟
田
市
は
公
害
防
止
、
環
境
問
題
を

克
服
し
て
き
た
経
験
と
実
績
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
こ
れ
ら
の
技
術
を

最
大
限
に
生
か
し
、

J
I

C

A
国
際
協
力
機
構
の

「
草
の
根
技
術
協
力
事
業
」

を
活
用
し
て
、
毎
年
環
境

部
職
員
二
1
四
人
を
専
門

家
と
し
て
大
岡
市
へ
派

遣
。
発
電
所
、
化
学
工
場
、

汚
水
処
理
場
な
ど
で
実
態

調
査
と
技
術
指
導
、

二
酸

化
硫
黄

(
S
0
2)、
窒
素

酸
化
物

(
N
O
X
)
、
粉
じ

ん
な
ど
の
環
境
測
定
、
延

べ
約
六
百
人
余
り
の
環
境

行
政
職
員
を
は
じ
め
、
事

... ‘ 
中国・大岡市での環境問題講演会

業
所
職
員
、
市
民
を
対
象
に
講
演
会
を
聞

き
、
公
害
問
題
の
克
服
か
ら
市
民
生
活
の

ゴ
ミ
問
題
、
環
境
教
育
の
重
要
性
ま
で
多

岐
に
わ
た
っ
て
支
援
協
力
し
て
き
た
。

本
市
は
ま
た
、
毎
年
大
岡
市
環
境
行
政

職
員
二
人
を
研
修
員
と
し
て
受
け
入
れ
、

国
、
県
の
環
境
研
究
機
関
、
地
元
企
業
な

ど
で
環
境
全
般
に
わ
た
り
研
修
指
導
を
実

施
し
た
。
帰
国
し
た
研
修
員
は
、
大
牟
岡

市
の
よ
う
に
企
業
と
の
間
で
公
害
防
止
協

定
書
を
取
交
し
、
規
制
基
準
を
守
ら
せ
る

よ
う
な
活
動
、
学
校
に
ρ

グ
リ
ー
ン
学
級
ヘ

住
宅
地
に
か
グ
リ
ー
ン
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
μ

を
創
設
す
る
な
ど
、
積
極
的
な
環
境
へ
の

取
り
組
み
も
始
め
て
い
る
。
現
在
、
大
岡

市
の
大
気
汚
染
の
環
境
基
準
ク
リ
ア
日
数

が
、
こ
れ
ま
で
の
年
間
九
十
六
日
聞
か
ら

二
百
三
十
九
日
間
へ
と
大
き
く
好
転
し

た
、
と
の
朗
報
も
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

中
国
の
急
激
な
経
済
発
展
に
伴
う
市
民

生
活
の
向
上
に
よ
り
、
今
後
生
活
に
起
因

す
る
大
量
の
廃
棄
物
な
ど
に
よ
る
さ
ら
な

る
大
気
、
水
な
ど
の
汚
染
が
懸
念
さ
れ
る
。

法
律
規
制
の
み
で
の
問
題
解
決
は
困
難
で

あ
り
、
市
民
と
事
業
者
の
自
主
的
な
取
り

組
み
に
よ
り
、
大
き
な
効
果
が
期
待
で
き

る
。
本
市
は
大
岡
市
と
の
友
好
都
市
環
境

技
術
交
流
事
業
を
通
じ
、
多
く
の
職
員
が

国
際
貢
献
の

一
翼
を
担
い
、
国
際
的
な
視

野
を
広
げ
る
と
と
も
に
、
両
市
の
さ
ら
な

る
友
好
発
展
を
期
待
し
て
い
る
。
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時
閉
鎖
さ
れ
、
ほ
こ
り
を
か
ぶ
っ
て
い
た
。

聞
い
て
み
る
と
、
不
用
意
な
操
作
に
よ
る

P
C
の
故
障
を
危
ぐ
し
て
、
生
徒
に
使
わ

せ
て
い
な
い
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

社
会
資
本
整
備
の
立
ち
遅
れ
て
い
る
中

山
間
地
域
に
こ
そ
、
情
報
イ
ン
フ
ラ
の
整

備
と
技
術
の
浸
透
が
急
務
で
あ
る
と
考
え

て
い
た
私
た
ち
に
と
っ
て
は
、

I
T
技
術

の
進
歩
か
ら
遮
断
さ
れ
て
い
た
中
山
間
地

域
の
変
革
に
は
ま
ず
、
新
し
い
技
術
を
抵

抗
な
く
受
け
入
れ
て
く
れ
る
子
供
た
ち
の

教
導
こ
そ
、
地
域
振
興
の
鍵
で
あ
る
と
思

わ
れ
た
。
実
際
、
出
前
講
座
の
実
施
後
、

教
育
関
係
者
の
み
な
ら
ず
、
地
域
リ
ー
ダ

ー
の
意
識
を
大
き
く
変
え
る
こ
と
に
つ
な

が
り
、
そ
の
後
情
報
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
は

急
速
に
進
み
、
中
山
間
地
域
の
各
校
は

I

会
津
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
ス
ク
ー
ル
実
行
委
員
会

大
学
の
高
い
技
術
と
人
材
を

地
域
振
興
に
活
か
す

-
中
山
間
地
域
の

-

子
供
・
学
校
に
l
T
技
術

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
サ
マ

l
キ

ャ
ン
プ
会
津
大
学
二
O
O六
事
業
は
、
最

新
の
施
設
と
世
界
の
最
先
端
頭
脳
を
集
め

た
会
津
大
学
を
地
域
再
生
の
ラ
ン
ド
マ
ー

ク
に
位
置
付
け
、
市
民
と
の
距
離
感
・
障

壁
を
な
く
し
、
大
学
の
持
つ
高
い
技
術
と

人
材
を
地
域
振
興
に
活
か
す
た
め
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の

一
環
と
し
て
企
画
、
十
年
間

に
わ
た
り
実
施
し
て
き
た
。

特
に
産
学
官
民
が
協
力
し
て
、
出
会
い

の
地
会
津
に
、
次
代
を
担
う
中
高
生
を
全

国
か
ら
招
き
集
め
、
恵
ま
れ
た
環
境
の
中

で
最
新
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
技
術
に
触
れ

る
機
会
と
、
サ
マ

l
キ
ャ
ン
プ
と
い
う
交

流
と
研
さ
ん
の
場
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
友
情
と
高
度
情
報
化
時
代
へ
の
夢

を
育
ん
で
き
た
。
そ
の
結
果
、
受
講
生
の

• 谷
ケ
城
隆

実
行
委
員

中
か
ら
多
数
の
入
学
者
が
誕
生
し
、
最
近

で
は
彼
ら
自
身
が
運
営
ス
タ
ッ
フ
や
テ
ィ

ー
チ
ン
グ
ア
シ
ス
タ
ン
ト

(
T
A
)
と
し

て
サ
マ

l
キ
ャ
ン
プ
に
参
加
し
、
子
供
た

ち
を
指
導
す
る
と
い
う
形
に
ま
で
進
化
・

発
展
し
て
い
る
。
彼
ら
は
地
域
と
の
垣
根

を
意
識
す
る
こ
と
も
な
く
、
今
で

は
地
域
の
企
業
に
も
身
近
な
戦
力

と
し
て
重
宝
が
ら
れ
る
よ
う
な
活

動
を
起
こ
す
グ
ル
ー
プ
に
成
長
し

つ
つ
あ
る
。

次
に
、
こ
の
キ
ャ
ン
プ
の
成
果

を
会
津
全
域
に
拡
大
す
る
こ
と
を

目
指
し
て
、
地
域
内
の
各
町
村
に

出
前
講
座
を
実
施
し
た
。
当
時
は
、

生
徒
に
指
導
で
き
る
教
員
の
数
が

絶
対
的
に
不
足
し
て
い
る
状
況
で
、

各
校
に
は
最
新
の
パ
ソ
コ
ン

(
P

C
)
と
通
信
環
境
が
整
備
さ
れ
て

い
た
が
、
な
ん
と

P
C
教
室
は
常
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T
技
術
を
学
習
に
意
欲
的
に
活
用
す
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。
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-
中
国
と
の
交
流
拡
大
と

-

新
た
な
地
域
産
業
の
創
造

↓邸主詰切

さ
ら
に
、
日
中
国
交
回
復
三
十
周
年
を

機
に
、
サ
マ

l
キ
ャ
ン
プ
に
中
国
か
ら
の

受
講
生
を
毎
年
受
け
入
れ
、
日
中
の
中
高

生
レ
ベ
ル
か
ら
の
相
互
理
解
を
目
指
し
た

草
の
根
の
交
流
活
動
を
実
施
、
今
後
ま
す

ま
す
拡
大
基
調
に
あ
る
日
中
間
の
経
済
活

動
に
伴
い
、
地
域
経
済
へ
の
貢
献
に
も
期

待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、

一
昨
年

か
ら
実
施
の
中
国
の
大
学
生
に
よ
る
当
大

学
を
中
心
と
し
た
会
津
地
方
へ
の
短
期
の

研
修
視
察
旅
行
の
拡
大
へ
も
波
及
し
て
お

り
、
学
術
的
な
交
流
を
越
え
て
会
津
各
地

域
へ
の
今
後
の
展
開
に
期
待
が
持
た
れ
て

い
る
。

こ
の
よ
う
に
私
ど
も
、
会
津
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
サ
マ

l
ス
ク
ー
ル
実

行
委
員
会
は
、
子
供
た
ち
に

I
T
技
術
へ

の
興
味
を
喚
起
し
、
新
た
な
人
材
を
会
津

で
育
て
よ
う
と
す
る
こ
と
の
み
に
と
ど
ま

ら
ず
、
当
大
学
を
ラ
ン
ド
マ

l
ク
と
し
て

会
津
地
域
を
全
国
へ
と
発
信
し
、
さ
ら
に

は
中
国
と
の
草
の
根
の
連
携
と
交
流
を
深

め
る
な
ど
、

I
T
技
術
と
人
的
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
駆
使
し
、
観
光
事
業
を
含
め
た
新

た
な
地
域
産
業
の
創
造
・
振
興
へ
と
歩
み

を
進
め
て
い
る
。



狭
山
市

(
埼
玉
県
)

携
帯
電
話
を
活
用
し
た

地域づくり総務大臣表彰平成18年度

行
政
情
報
サ
ー
ビ
ス

-
携
帯
電
話
の
格
差
解
消
と

-
一
日
一
万
ペ
ー
ジ
の
閲
覧
実
現

狭
山
市
公
式
モ
バ
イ
ル
サ
イ
ト
を
開
設

し
た
の
は
二
O
O
二
年
(
平
成
十
四
年
)

十

一
月
。
i
モ
l
ド、

E
Z
w
e
b、
y
a

W
I
L
L
C
O
M
 

(
〉
可
開
U
C
開
句
出
。
Z
開
、
国
ョ
)
、
そ
し
て

固
定
電
話
「
L
モ
l
ド
」
の
全
機
種
で
行

政
情
報
の
閲
覧
が
可
能
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
機
種
に
よ
っ
て
閲
覧
で
き
な

く
て
も
、
「
仕
方
の
な
い
こ
と
」
と
し
て

片
付
け
ら
れ
て
い
た
の
が
現
実
で
あ
り
、

全
機
種
で
の
閲
覧
は
義
務
化
さ
れ
て
い
な

い
。
こ
の
こ
と
が
情
報
共
有
端
末
と
し
て

の
携
帯
電
話
の
活
用
に
限
界
を
示
し
て
い

る
。
狭
山
市
は
、
携
帯
電
話
を
新
し
い
時

代
の
情
報
発
信
基
盤
と
な
り
得
る
も
の
と

確
信
し
、
行
政
情
報
ゆ
え
に
機
種
に
よ
る

デ
パ
イ
ド
(
格
差
)
を
解
消
し
、
「
見
ら

h
o
o
-
-
ケ
l
タ
イ
、

総
合
政
策
部
広
報
課

広
報
担
当
主
査

武
井

理

• 

れ
な
い
人
を
生
ま
な
い
」
サ
イ
ト
の
構
築

を
目
指
し
た
。

利
用
率
を
上
げ
る
上
で
、
ア
ク
セ
ス
の

し
や
す
さ
は
最
初
の

一
歩
で
あ
る
。
二
次

元コ
l
ド
の

一
種
で
あ
る

Q
R
コ
l
ド
の

読
み
取
り
さ
え
不
要
と
す
る
各
キ
ャ
リ
ア

(
通
信
事
業
者
)
の
公
式
メ
ニ
ュ
ー
掲
載

は
、
携
帯
電
話
さ
え
あ
れ
ば
ア
ク
セ
ス
を

可
能
と
し
、
災
害
時
に
特
に
有
効
で
あ
る
。

実
際
に
、
キ
ャ
リ
ア
を
問
わ
ず
公
式
メ
ニ

ュ
ー
掲
載
後
に
ア
ク
セ
ス
が
十
倍
以
上
に

な
り
、

一
日
に

一
万
ペ
ー
ジ
以
上
の
閲
覧

を
実
現
し
た
。

加
え
て
、
日
常
的
に
利
用
さ
れ
る
も
の

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
、

①
利
用
者
を
サ
イ
ト
内
で
迷
子
に
さ
せ
な

い
②
給
食
の
献
立
、
史
跡
巡
り
ガ
イ
ド
な

ど
楽
し
め
る
情
報
の
掲
載
③
子
育
て
情

報
、
障
害
者
の
た
め
の
福
祉
ガ
イ
ド
、
安

心
・
安
全
ガ
イ
ド
、
駅
の
時
刻
表
な
ど
役

立
つ
情
報
の
掲
載
④
そ
し
て
、
い
つ
見
て

も

「生
き
て
い
る
情
報
」
を
掲
載
し
て
い

る
こ
と
で
得
ら
れ
る
信
頼
|
|
。

こ
れ
ら

が
相
ま
っ
て
、
モ
バ
イ
ル
を
利
用
し
た
理

想
的
な
情
報
化
社
会
を
具
現
化
で
き
る
。

-
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
の
創
造
と

-

ま
ち
づ
く
り

理
想
実
現
に
は
、
シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ

ア
の
理
解
と
協
力
な
し
に
は
語
れ
な
い
。(上)モバイルサイト機能を活用した災害参集システム

(下)子育て中のママにもモバイルサイトは大人気

決
し
て
高
価
な
シ
ス
テ
ム
で
も
な
け
れ

ば
、
公
式
メ
ニ
ュ
ー
掲
載
も
職
員
の
人
件

費
以
外
に
費
用
は
発
生
し
な
い
。
多
額
の

予
算
を
要
求
す
る
モ
デ
ル
で
は
、
普
及
は

も
と
よ
り
継
続
も
簡
単
で
は
な
い
。

携
帯
電
話
が
普
及
し
た
現
在
、
行
政
が

対
象
を
限
定
せ
‘
ず
誰
に
で
も
差
別
な
く
閲

覧
を
可
能
と
す
る
サ
イ
ト
を
提
供
す
る
意

義
は
大
き
い
。
そ
し
て
日
常
的
な
利
用
が

生
み
出
す
「
使
い
慣
れ
」
は
、
災
害
時
に

大
き
な
武
器
と
な
る
。
緊
急
情
報
や
火
災

情
報
な
ど
二
十
四
時
間
対
応
の
メ

l
ル
配

信
も
、
携
帯
電
話
が
緊
急
時
に
有
効
で
あ

る
こ
と
を
印
象
付
け
て
い
る
。

こ
の
考
え
は
、
携
帯
電
話
の
活
用
の
可

能
性
を
大
き
く
広
げ
、
そ
れ
ら
を
前
提
に

し
た
、
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
を
創
造
す
る
。

O
七
年
(
同
十
九
年
)
四
月
に
は
、
災
害

発
生
時
に
携
帯
メ

l
ル
と
モ
バ
イ
ル
サ
イ

ト
を
使
っ
て
消
防
署
員
(
消
防
団
員
は
五

月
か
ら
登
録
)
の
参
集
可
能
時
間
、
そ
し

て
携
帯
で
撮
影
し
た
画
像
な
ど
で
被
災
状

況
を
把
握
す
る
シ
ス
テ
ム
の
運
用
を
始
め

た
。
す
べ
て
は
、
狭
山
市
公
式
モ
バ
イ
ル

サ
イ
ト
で
実
現
し
た
情
報
基
般
が
あ
れ
ば

こ
そ
で
あ
る
。

狭
山
市
が
、
す
べ
て
の
情
報
サ
ー
ビ
ス

に
お
い
て
携
帯
電
話
の
活
用
を
選
択
肢
に

し
て
い
る
よ
う
に
、
携
帯
電
話
を
基
軸
に

し
た
ま
ち
づ
く
り
が

一
般
化
す
る
日
も
遠

く
な
い
と
考
え
て
い
る
。
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島
田

e
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
研
究
会

地
域
に
元
気
と
安
全
を
育
む

ウ
工
ブ
サ
イ
ト

-
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ト
開
設

-

に
よ
る
地
域
担
い
手
の
発
見

「e
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
し
ま
だ
」
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
地
域
活
動
を
行
っ
て
い
る
グ
ル
ー

プ
を
基
礎
に
し
た
運
営
に
特
徴
が
あ
る
。

三
十
余
り
の
地
域
活
動
グ
ル
ー
プ
が
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
ブ
ロ
グ
や
地
図
情
報
を

利
用
し
、
活
動
の
記
録
や
思
い
を
表
現
し

て
い
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
は
防
災
や
子
育

て
、
環
境
保
護
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
振
興
な

ど
、
多
様
な
目
的
を
持
っ
て
い
る
。
そ
う

し
た
思
い
か
ら
生
ま
れ
た
活
動
記
録
や
考

え
が
、

R
S
S
(
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
更
新

情
報
を
ま
と
め
配
信
す
る
文
書
フ
ォ
ー
マ

ッ
ト
)
と
い
う
機
能
や
レ
イ
ヤ
型
ウ
ェ
ブ

G
I
S
(地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
)
を
利
用

し
た
共
有
ベ

l
ジ
で

一
覧
化
さ
れ
、
あ
る

い
は
「
管
理
人
の
ぶ
ろ
ぐ
」
で
関
係
付
け

• 河
井
孝
仁

座
長

さ
ら
に
具
体
的
な
現
場
で
の
交
流

会
に
よ
っ
て
つ
な
が
れ
て
い
く
。

二
O
O
四
年
(
平
成
十
六
年
)
十
二
月

に
開
設
さ
れ
た
e
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
し
ま
だ

は
、
当
初
は
関
係
者
を
中
心
に
し
た
七
つ

の
グ
ル
ー
プ
か
ら
始
ま
っ
た
。
し
か
し
、

自
分
た
ち
の
活
動
を
知
ら
せ
た
い
、
地
域

の
連
携
に
加
わ
り
た
い
と
、
参
加
グ
ル
ー

プ
は
次
々
に
増
え
て
い
っ
た
。

ま
た
、
ウ
ェ
ブ
ベ

l
ジ
へ
の
ア
ク
セ
ス
も

順
調
に
増
加
し
、
月
間
ベ

l
ジ
ビ
ュ

l
は

四
十
万
件
近
く
に
ま
で
な
っ
て
い
る
。
と

は
い
え
、

e
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
し
ま
だ
の
意

義
は
そ
う
し
た
と
こ
ろ
だ
け
に
は
な
い
。

参
加
す
る
多
様
な
グ
ル
ー
プ
の
中
か

ら
、
地
域
の
担
い
手
が
着
実
に
生
ま
れ
よ

う
と
し
て
い
る
。
今
ま
で
は
「
見
え
て
い

な
か
っ
た
」
担
い
手
が
、
実
は
何
人
も
い

た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
、
彼
ら
の
活
動

が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
交
流
事
業
の
中

ら
れ
、

で
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
e
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
し
ま
だ
の
最
大
の
成
果
は
そ
こ
に
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

-
防
犯
・
防
災
の
活
用
か
う

-

交
流
の
場
と
し
て
の
機
能
も

e
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
し
ま
だ
を
活
用
す
る

こ
と
で
、
多
く
の
活
動
が
地
域
で
生
ま
れ

て
い
る
。
例
え
ば
、
島
田
市
大
津
地
区
で

は
町
内
安
全
点
検
地
図
が
作
ら
れ
た
。
災

害
時
に
危
険
な
場
所
を
地
域
の
人
々
が
顔

を
突
き
合
わ
せ
な
が
ら
確
認
し
、

e
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
し
ま
だ
の
ウ
ェ
ブ

G
I
S
に
掲

載
し
て
い
る
。
防
災
に
つ
い
て
は
、
新
潟

県
長
岡
市
と
の
連
携
も
e
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

し
ま
だ
を
仲
介
に
始
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
、

伊
太
地
区
で
は
小
学
生
が
携
帯
電
話
の

G

P
S
機
能
や
カ
メ
ラ
機
能
も
利
用
し
て
、

地
域
発
見
の
記
事
と
地
図
を
作
っ
た
。

品
川
ま
ち
づ
く
り
島
田
で
取
り
組
ん
で
い

B

j
十
.

4
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eコミ ュニティしまだを利用した防災訓練

地踏切

る
「
愛
す
る
あ
な
た
へ
の
悪
口
コ
ン
テ
ス

ト
」
は
、
そ
の
裏
舞
台
が
e
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
し
ま
だ
で
紹
介
さ
れ
、
多
く
の
「
悪
口
」

応
募
に
つ
な
が
っ
て
も
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、

e
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
し
ま

だ
は
、
人
を
発
見
す
る
道
具
、
人
が
育
つ

た
め
の
道
具
、
人
と
人
が
つ
な
が
る
た
め

の
道
具
で
あ
る
。
担
い
手
が
見
い
だ
さ
れ
、

育
ち
、
人
々
の
連
携
が
地
域
内
で
、
さ
ら

に
地
域
外
と
も
生
ま
れ
る
こ
と
で
、
人
々

の
暮
ら
し
に
、
元
気
と
安
全
が
備
わ
る
と

考
え
る
。

交流会の様子

一
人
ひ
と
り
が
孤
立
せ
ず
、
思
い
を
共

に
す
る
グ
ル
ー
プ
と
し
て
活
動
し
、
そ
の

活
動
が
「
見
え
る
化
」
さ
れ
る
こ
と
で
、

い
つ
の
ま
に
か
地
域
に
元
気
と
安
全
が
育

ま
れ
る
。
そ
ん
な
地
域
づ
く
り
に
、
島
田

e
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

研
究
会
は
、
引
き
続
き
貢
献
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。



周
南
市

(
山
口
県
)

C
A
T
V
網
の
全
域
整
備

に
よ
る
地
域
連
携
の
強
化

地域づくり総務大臣表り

周
南
市
は
、
山
口
県
の
東
南
部
に
位
置

し
、
北
は
中
国
山
地
を
背
に
し
て
、
南
は

瀬
戸
内
海
を
望
み
、

二
O
O
三
年
(
平
成

卜
五
年
)
四
月
に
、
県
内
の
先
陣
を
切
っ

て
二
市
二
町
の
合
併
に
よ
り
誕
生
し
た
人

口
十
五
万
五
千
人
の
ま
ち
で
あ
る
。

瀬
戸
内
海
に
面
し
た
臨
海
部
に
は
、
県

内
最
大
の
工
業
製
品
出
荷
額
を
誇
る
石
油

化
学
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
が
広
が
り
、
山
間
部

に
は
本
州
唯

一
の
ナ
ベ
ヅ
ル
の
渡
来
地
な

ど
、
豊
か
な
自
然
環
境
が
保
た
れ
て
い
る

ほ
か
、
瀬
戸
内
海
に
浮
か
ぶ
大
津
島
に
は

昨
年
、
全
同
公
開
さ
れ
た
映
両
「
出
口
の

な
い
海
」
の
題
材
に
も
な
っ
た
太
平
洋
戦

争
時
代
の
特
攻
兵
器
H

人
間
魚
雷
μ

「回

天
」
の
歴
史
が
残
っ
て
い
る
。

-
合
併
に
伴
う
情
報
格
差
の

-

解
消
を
優
先
課
題
に

平成18年度

合
併
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
当
た
り
、
行

総
合
政
策
部
企
画
課

中
核
都
市
・
地
域
政
策
担
当
主
査

• 青
田
浩
司

間 た格的のイ画と諜 えどる地ロ問果化財
部こ情差に 一 ンのし題そる、 一 域の部が、政
やの報解取っグ 二 てのここ新体問市ま期地運
離情基消りにプ十、解でとた戚格域で待域営
島報盤の組掲ロ 一 新決、とな受差の広さ資の
ぼ格のたんげジの市策こな課りの中がれ源効
ど差整めだ、エリ建のれつ題醸是でつるの率
事問備にの優ク l設 ー らたを成正、た ー 多化
業題で C が先トデ計つの 。抱なや中六方様
者にあ A 、 旧心百で化行
につ Q T 情 ーーー -~~一一皿一 市部五、な財
とい v V 報 圃圃冒圃冒園陸 111fT と十両Itど政
って をの ，ー圏直D置掴圃E置圏直 一1問周六島、基
ては 活地 出 ん 古想 聖 母ミ誌 に辺平か合盤

系山 T自」三百til-rAト喝 存努zIE ga 
算
と
な
る
地
域
の
大
半
が
、
ブ
ロ
ー
ド
バ

ン
ド
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
て
い
な
い
状

況
で
あ
り
、
合
併
協
議
会
の
中
で
も
協
議

さ
れ
て
い
た
課
題
で
あ
っ
た
上
、
未
整
備

地
域
か
ら
は
、
自
治
会
な
ど
を
通
じ
早
期

の
整
備
を
求
め
る
声
が
強
か
っ
た
。

事
業
実
施
に
当
た
っ
て
は
、

C
A
T
V

圃

政

事

業

者

二
社
と
の
連
携
に
よ
り

・
柿
整
備
を
進
め
、
合
併
時
の

C
A

--ょ-川
T
V
通
信
網
の
人
口
カ
バ

l
率

-w
八
問
%
が
、
翌

O
四
年
(
同
十

・
齢
六
年
)
度
末
に
は
、
九
八
%
と

・

胴

な

っ

た

。
そ
し
て

O
五
年
(
同

.

.

.

 嶋
冗

-
引
十
七
年
)
度
に
は
、
最
大
の
難

.

銑
醐
所
で
あ
る
離
島
へ
も
海
底
ケ

1

・園

内
報

-

市
情
ブ
ル
敷
設
に
よ
り
完
了
し
、
合

併
後
か
ら
平
成
十
八
年
度
ま
で
の
四
年
間

で
、
全
域
の
整
備
が
完
了
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、

C
A
T
V
を
通
じ
市
政

情
報
、
市
議
会
中
継
な
ど
の
視
聴
が
可
能

と
な
り
、
市
民
と
の
情
報
共
有
が
進
展
す

平成17年度に離島「大津島」へ敷設した海底ケー
ブル

る
と
と
も
に
、
市
の
施
設
を
結
ぶ
イ
ン
ト

ラ
ネ
ッ
ト
と
し
て
も
活
用
し
て
い
る
。
こ

の
結
果
、
出
先
施
設
も
含
め
て
職
員
の
情

報
共
有
、
情
報
伝
達
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ

に
役
立
ち
、
双
方
向
性
の
高
速
情
報
通
信

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
や
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

へ
の
対
応
も
可
能
と
な
っ
た
。

田
中
山
間
地
の
安
心
・
安
全
な

-

暮
5
し
実
現
へ
の
活
用
を

総
事
業
費
約
十
億
円
の
本
事
業
は
、
厳

し
い
財
政
状
況
の
中
、
国
庫
補
助
や
合
併

特
例
債
を
有
効
に
活
用
し
な
が
ら
実
施
し

た
も
の
で
あ
り
、
合
併
に
よ
る
効
果
や
成

悶
果
ボ
で
あ
る
と
一雪吉

し
か
し
、
こ
の
事
業
は
あ
く
ま
で
、
地

域
間
格
差
の
是
正
や

一
体
感
の
醜
成
を
図

る
取
り
組
み
の
第

一
歩
で
あ
り
、
急
速
に

進
展
す
る
情
報
化
社
会
へ
の
対
応
や
高
齢

化

・
人
口
減
少
が
進
む
中
山
間
地
域
に
お

け
る
、
安
心
・
安
全
な
暮
ら
し
の
実
現
に

向
け
た
効
果
的
な
活
用
な
ど
、
本
市
の
地

域
特
性
に
応
じ
た
利
用
に
よ
り
、
本
来
の

事
業
成
果
が
得
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

今
後
、
市
民
や
事
業
者
、
関
係
機
関
と

と
も
に
知
恵
を
絞
り
、
連
携
し
な
が
ら
各

家
庭
へ
の
普
及
拡
大
や
魅
力
的
な
活
用
を

進
め
、
本
市
の
将
来
の
都
市
像
「
私
た
ち

が
輝
く
元
気
発
進
都
市
周
南
」
の
実

現
に
向
け
て
、
前
進
し
て
い
け
る
よ
う
取

り
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。
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高
知
工
科
大
学
学
生
サ
ー
ク
ル
/
C
A
S
T

大
学
と
地
域
を
つ
な
ぐ

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
教
育
活
動

-
中
古
パ
ソ
コ
ン
を
修
理
し
て

-
中
山
間
の
小
学
校
な
ど
に
配
備

高
知
工
科
大
学
の
学
生
サ
ー
ク
ル

C
A

S
T
(
h
c
E
B
E
E
g
t
cロ
〉

n
t
i
t
g

∞ロ
E
5
Z
E
m
H
g
B
)
の
活
動
目
的
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

に
よ
る
地
域
の
情
報
化
促
進
で
あ
る
。
現

在
、
主
に
高
知
県
内
の
小
学
校
に
お
け
る

パ
ソ
コ
ン
教
室
の
サ
ポ
ー
ト
や
、
小
学
生

に
対
す
る
ホ

l
ム
ベ

l
ジ
、
は
が
き
、
学

級
新
聞
の
作
成
指
導
な
ど
を
行
っ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
活
動
に
対
す
る
先
生
方

か
ら
の
感
謝
の
声
も
う
れ
し
い
が
、
そ
れ

以
上
に
子
供
た
ち
の
笑
顔
が
何
よ
り
励
み

に
な
っ
て
い
る
。

C
A
S
T
設
立
の
き
っ
か
け
は
、

一
九

九
八
年
(
平
成
十
年
)
に
始
ま
っ
た
ド
リ

ー
ム
ネ
ッ
ト
デ
l
と
い
う
活
動
だ
っ
た
。

ド
リ
ー
ム
ネ
ッ
ト
デ
!
と
い
う
の
は
、

当

• 岡
村

代
表

時
I
T
普
及
率
の
低
か
っ
た
県
内
の
小
学

校
に
行
っ
た
普
及
活
動
の
こ

と
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
米
国
の
ネ
ッ
ト

デ
l
(企
業
や
地
域
の
人
た

ち
が
協
力
し
て

L
A
N
工
事

を
行
い
、
自
分
た
ち
の
地
域

に
I
T
普
及
を
行
う
活
動
)

を
参
考
に
、

N
T
T
な
ど
の

企
業
や
県
が
中
心
と
な
り
九

八
年
に
開
始
し
た
サ
ポ
ー
ト

事
業
だ
。
そ
の
ド
リ
ー
ム
ネ

ッ
ト
デ

l
の

活
動
を
学
生
主
体
で
行
お
う
と
い
う
こ
と

で
、
九
九
年
(
同
十

一
年
)
に
学
生
サ
ー

ク
ル

C
A
S
T
が
結
成
さ
れ
た
。
顧
問
は
、

企
業
や
県
と
関
係
の
深
い
、
現
フ
ロ
ン
テ

ィ
ア
工
学
コ

l
ス
長
の
清
水
明
宏
教
授
に

お
願
い
し
た
。

当
時
の
活
動
内
容
だ
が
、
ま
ず
企
業
や

県
か
ら
い
た
だ
い
た
中
古
パ
ソ
コ
ン
を
修 大

理
・
調
整
し、

主
に
希
望
す
る
中
山
間
の

小
学
校
に
配
備
し
た
。
次
に
、
配
布
し
た

小
学
校
で
子
供
た
ち
が
教
室
で
い
つ
で
も

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
扱
え
る
よ
う
に
、
企

業
や
県
、
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
協
力
し

て
、
各
教
室
ま
で

L
A
N
配
線
を
行
っ
た
。

さ
ら
に
、
簡
単
で
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
活

動
を
行
う
こ
と
で
、
子
供
た
ち
に

「学
ぶ
」

よ
り

「遊
ぶ
」
感
覚
で
パ
ソ
コ
ン
に
触
れ

て
も
ら
っ
た
。
例
え
ば
、
パ
ソ
コ
ン
を
配

備
し
た
学
校
問
で
絵
や
文
字
に
よ
る
メ
ー

ル
交
換
を
し
た
り
、
ウ
エ
ブ
カ
メ
ラ
を
使

っ
た
交
流
を
行
っ
た
り
、

C

A
S
T
が
作
成
し
た
絵
描
き

ソ
フ
ト
を
使
つ
て
の
コ
ン
テ

ン
ツ
作
成
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど

を
行
っ
た
。

36 

子
供
た
ち
は
初
め
て
体
験
す
る
こ
と
に

興
味
津
々
で
、
パ
ソ
コ
ン
が
自
分
の
思
い

通
り
に
動
く
と
満
面
の
笑
み
を
見
せ
て
く

れ
た
。

L
A
N
配
線
の
工
事
に
参
加
し
た

父
兄
や
地
域
住
民
も
、

工
事
が
終
わ
っ
た

時
に
は
子
供
た
ち
の
た
め
に
や
り
遂
げ
た

と
い
う
す
が
す
が
し
い
顔
を
し
て
い
た
。

2007・6月号よ弘絹句

-
子
供
た
ち
が
安
心
し
て

-
ネ
ッ
ト
活
用
で
き
る
活
動
を
計
画

LAN配線工事の様子とパソコンの設定作業 (右上)

こ
の
九
年
間
に
わ
た
る
活
動
に
よ
っ

て
、
県
内
の
小
学
百
六
十
二
校
に
千
三
百

九
十
五
台
の
パ
ソ
コ
ン
を
配
備
し
、

高
知

県
の
小
学
校
パ
ソ
コ
ン
普
及
率
お
よ
び
イ

ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
接
続
率
を
大
幅
に
向
上
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た

C
A
S
T
の

部
員
も
、
企
業
や
県
、
地
域
住
民
と
と
も

に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
う
こ
と
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
貴
重
な
経
験
を
積
み
、
成
長

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

今
後
は
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
、
小
学

校
へ
の
パ
ソ
コ
ン
関
連
授
業
の
サ
ポ
ー
ト

を
行
い
な
が
ら
、
ド
リ
ー
ム
ネ

ッ
ト
デ

l

で
行
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
活
動
を

発
展
さ
せ
た
企
画
を
実
施
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。
併
せ
て
ネ
チ
ケ

ッ
ト

(イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
上
の
エ
チ
ケ

ッ
ト
)

な
ど
の
教
育
を
行
い
、
子
供
た
ち
が
安
心

し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
計

画
を
立
て
て
い
る
。



八
代
市

(
熊
本
県
)

地
域
S
N
S
に
よ
る

住
民
自
治
の
ま
ち
づ
く
り

-
合
併
に
伴
う

-

地
域
情
報
格
差
を
是
正
へ

I也減っくり総務大臣表彰

八
代
市
で
運
営
し
て
い
る
地
域
S
N
S

「ご
ろ
つ
と
や
っ
ち
ろ
」
が、

「平
成
十
八

年
度
地
域
づ
く
り
総
務
大
臣
表
彰
・
情

報
化
部
門
」
を
受
賞
し
た
。
「
ご
ろ
つ
と

や
っ
ち
ろ
」
は、

I
C
T
を
利
用
し
た
地

域
活
性
化
の
手
段
と
し
て
、
本
市
で
二
O

O
三
年

(
平
成
十
五
年
)
度
か
ら
運
用
を

開
始
し
た
も
の
で
あ
り
、
住
民
同
士
の
交

流
基
盤
と
し
て
、
ま
た
、
広
報
基
盤
と
し

て
役
立
っ
て
い
る
地
域
S
N
S
の
草
分
け

と
な
っ
た
。

現
在
、
国
の
施
策
を
は
じ
め
と
し
、

「ご
ろ
つ
と
や
っ
ち
ろ
」
を
モ
デ
ル
と
し

た
地
域
S
N
S
が
、
住
民
参
画
や
地
域
活

性
化
の
た
め
の
ツ

l
ル
と
し
て
、
広
が
り

を
み
せ
て
い
る
こ
と
は
、
本
市
と
し
て
う

れ
し
く
も
あ
り
、
同
時
に
大
変
に
誇
り
に

平成18年度

• 坂
田
孝
志

市
長

感
じ
て
い
る
。

八
代
市
は
、

O
五
年
(
同
十
七
年
)
八

月
に

一
市
二
町
三
村
が
合
併
し
て
誕
生
し

た
自
治
体
で
、
人
口
が
約
十
四
万
人
だ
が
、

而
積
は
約
六
百
八
十
平
方
キ
ロ
を
有
し
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
広
大
な
地
域
に
お
い

て
は
、
情
報
通
信
格
差
が
発
生
し
や
す
く
、

こ
の
格
差
を
是
正
す
る
た
め
に
、
本
市
で

は
地
域
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
事
業
、

C
A
T

V
事
業
、
移
動
用
通
信
鉄
塔
整
備
事
業
な

ど
を
進
め
、
格
差
を
な
く
す
努
力
を
行
っ

て
い
る
。

ま
た
、
新
市
建
設
計
画
に
お
い
て
「
住

民
自
治
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
」
を

掲
げ
、
地
域
と
行
政
が
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し

て
協
働
・
協
調
し
て
い
く
つ
創
生
u

輝

く
新
都
八
代
」
を
目
指
し
、
そ
の
た
め
の

基
盤
の

一
つ
と
し
て

「ご
ろ
つ
と
や
っ
ち

ろ
」
の
企
画
・
運
営
を
進
め
て
き
た
。

-
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
自
発
的
発
生
と

-

活
動
の
幅
の
広
が
り

まちづくり コミュニティによる勉強会

「ご
ろ
つ
と
や
っ
ち
ろ
」
は
、

S
N
S

に
よ
り
構
築
さ
れ
た
人
間
関
係
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
上
で
、
日
記
や
掲
示
板
な
ど
を
介
し
、

情
報
交
換
を
行
っ
た
り
、
活
動
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
を
形
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
こ
れ
ら
の
活
動
が
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
内
で
終
始
す
る
の
で
は

な
く
、

実
際
に
地
域
で
の
顔
合
わ
せ
が
で

き
る
よ
う
な
運
営
も
併
せ
て
行
っ
て
い

る
。本
市
で
は
、
こ
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
か
つ
て
近
所
付

き
合
い
や
寄
り
合
い
な
ど
で
成
立
し
て
い

た
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
、
現
在
の
社

会
に
馴
染
ん
だ
形
で
再
現
す
る
こ
と
に
よ

り
、
現
在
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
地
縁
の
力
を

取
り
戻
そ
う
と
す
る
試
み
を
行
っ
て
い

る
。そ
の
結
果
、

「
ご
ろ
つ
と
や
っ
ち
ろ
」

を
中
心
と
し
た
子
育
て
や
環
境
問
題
、
ま

ち
づ
く
り
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
が
自
発
的
に
生
ま
れ
る
と
と
も
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
動
の
幅

も
ま
す
ま
す
広
が
り
を
み
せ
て
お
り
、
こ

の
こ
と
は
、
本
市
が
目
指
す

「住
民
自
治

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」
に
向
け
て
、

着
実

に
前
進
し
て
い
る
こ
と
の
証
し
で
は
な
い

か
と
考
え
て
い
る
。
「
ご
ろ
つ
と
や
っ
ち

ろ
」
の
企
画
・
運
営
の
目
的
は
、

I
T
と

い
う
名
前
で
表
現
さ
れ
る
情
報
技
術
を
利

用
し
、
地
域
内
で
住
民
同
士
が
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
よ
り
良
い
地
域
社

会
を
実
現
し
て
い
く
も
の
で
あ
り
、
ま
さ

に
I
C
T
の

「
C
」
の
部
分
を
具
現
化
し

た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
I
C
T
を
利
用
し
た
地
域

メ
デ
ィ
ア
を
既
存
の
メ
デ
ィ
ア
と
融
合
し

な
が
ら
、
地
域
に
根
付
か
せ
、
地
域
に
住

む
誰
も
が
気
軽
に
、
安
心
し
て
人
間
関
係

を
構
築
す
る
こ
と
が
で
き
る
基
盤
を
維
持

し
て
い
く
こ
と
が
、
行
政
の
地
域
運
営
に

謀
せ
ら
れ
た
使
命
で
あ
る
と
考
え、

今
後

も

「ご
ろ
つ
と
や
っ
ち
ろ
」
を
中
心
と
し

た
I
C
T事
業
の
企
画
・
運
営
を
推
進
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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青

柳

輝

雄

氏
【
東
京
都
墨
田
区
】

地
域
の
安
全
を拍
子
木
で
守
る

-
運
動
不
足
の
解
消
に

-

夜
警
活
動
を
開
始

私
は

一
九
三
五
年
(
昭
和
十
年
)
、
秋

田
県
院
内
町
(
現
湯
沢
市
)
に
生
ま
れ
た
。

緑
豊
か
な
町
で
、
明
治
時
代
に
は
銀
山
が

あ
り
、
明
治
天
皇
が
見
学
に
来
た
。
隣
村

に
は
秋
の
宮
温
泉
が
あ
り
、
横
綱
照
国
と

菅
総
務
大
臣
の
故
郷
で
も
あ
る
。
左
隣
り

は
旧
小
野
村
で
、
世
界
三
代
美
人
の

一
人

小
野
小
町
の
出
生
地
で
も
あ
る
。
三
十
数

年
前
に
町
村
合
併
が
あ
り
、
現
在
は
湯
沢

市
と
な
っ
て
い
る
。

私
は
五

一
年
(
昭
和
二
十
六
年
)
、
中

学
を
卒
業
し
て
十
五
歳
で
東
京
の
酒
底
に

就
職
。一

人
夜
行
列
車
に
乗
り
、
つ
づ
ら

一
つ
の
荷
物
で
、
あ
こ
が
れ
の
東
京
に
出

て
来
た
。
友
と
恩
師
の
寄
せ
書
き
を
お
守

り
代
わ
り
に
、
こ
れ
ま
で
頑
張
っ
て
き
た
。

手
に
職
を
つ
け
れ
ば
、
飯
の
食
い
は
ぐ

れ
は
な
い
と
言
わ
れ
た
時
代
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
五
六
年
(
同
三
十

一
年
)
、
ハ
ン

ド
パ
ッ
ク
職
人
に
な
ろ
う
と
し
て
、
親
方

に
弟
子
入
り
し
、
五
年
間
修
行
し
て
仕
事

を
学
ん
だ
。
修
行
も
終
わ
り
、
六

一
年

(同
三
十
六
年
)
に
独
立
、
同
時
期
に
同

郷
の
妻
と
結
婚
し
、
六
四
年
(
同
三
十
九

年
)
に
墨
田
区
に
転
居
し
た
。
二
人
の
子

供
に
恵
ま
れ
、
仕
事
は
朝
八
時
か
ら
夜
十

時
ま
で
、

一
日
中
出
る
仕
事
な
た
め
に
運

動
不
足
と
な
っ
た
。

最
初
は
、
町
内
を
散
歩
し
た
が
、
不
審

人
物
と
誤
解
さ
れ
て
は
と
思
い
、
郷
里
で

子
供
の
こ
ろ
、
夏
休
み
と
冬
休
み
に
子
供

会
で
行
っ
た
火
の
用
心
を
思
い
出
し
、
町

会
長
に
相
談
し
て
拍
子
木
を
借
り
、
夜
明
ば

活
動
に
入
っ
た
。
そ
の
こ
ろ
か
ら
、
私
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
始
ま
っ
た
。

P
T
A
、
消
防
団
、
町
内
会
の
ほ
か
、

最
近
は
夫
婦
で
、
ま
た
は
老
夫
婦
が
ウ
オ

1
キ
ン
グ
す
る
の
を
見
掛
け
る
が
、

三
卜

五
年
前
は

一
人
も
見
掛
け
な
か
っ
た
。

墨
田
区
抑
上
三
丁
目
の
京
島
地
区
は
、

古
い
木
造
家
屋
の
長
屋
が
多
い
所
で
あ

一
度
火
が
出
れ
ば
、
回
り
の
速
い
地

域
で
あ
る
。
毎
夜
十
時
か
ら
十

一
時
半
ま

で
、
約
九
キ
ロ
を
回
り
、
そ
の
問
、
無
灯

火
の
自
転
車
に
は
「
夜
は
ラ
イ
ト
を
付
け

ま
し
ょ
う
」
、
公
園
で
は
中
学
生
の
夜
遊

び
に
「
気
を
付
け
て
帰
る
よ
う
に
」
な
ど

と
呼
び
掛
け
て
い
る
。

そ
の
日
あ
っ
た
事
を
娘
に
話
を
す
る
こ

と
が
あ
る
が
、
娘
か
ら
は
「
変
な
こ
と
を

言
っ
て
刺
さ
れ
た
り
し
た
ら
大
変
」
と
言

わ
れ
る
が
、
地
域
で
は
い
ろ
ん
な
役
職
を

や
っ
て
い
る
の
で
、
見
過
ご
す
こ
と
が
で

き
な
い
で
い
る
。

一
地
域
住
民
の
励
ま
し
が
支
え
に

火
の
用
心
の
夜
曾
活
動
で
こ
れ
ま
で
、

二
度
休
ん
だ
こ
と
が
あ
る
。
二
十
二
年
前

の
八
五
年
(
同
六
十
年
)
、
妻
を
亡
く
し

る

38 

た
時
で
あ
る
。
お
盆
で

一
人
里

帰
り
し
た
時
、
駅
の
ホ

l
ム
で
倒

れ、

二
日
後
に
死
去
し
た
。
妻
と

は

一
緒
に
夜
回
り
し
た
思
い
出

が
あ
り
、
し
ば
ら
く
は
拍
子
木

を
持
つ
こ
と
が
で
き
ず
に
い
た
。

そ
の
時
、
近
所
の
老
夫
婦
か
ら

「
元
気
を
出
し
て
回

っ
て
ね
」
「
拍

子
木
の
音
を
聞
か
な
い
と
家
で

寝
れ
な
い
よ
」
「
あ
の
音
を
聞
く

と
安
心
で
き
る
」
な
ど
と
励
ま
さ

れ
た
。
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
パ
ワ

ー
を
も
ら
っ
た
そ
の
時
か
ら
、

妻

の
写
真
を
財
布
に
入
れ
、
お
守
り
に
し
て

毎
日
回
っ
て
い
る
。

二
度
目
は
二
年
前
に
胃
が
ん
の
告
知
を

受
け
、
胃
の
三
分
の
二
を
切
除
し
た
。
三
週

間
で
退
院
、
回
復
し
た
後
、
火
の
用
心
の

活
動
を
復
活
し
た
が
、
改
め
て
命
の
大
切

さ
を
つ
く
づ
く
と
考
え
た
。
親
か
ら
も
ら

っ
た
命
、
五
体
満
足
に
感
謝
し
て
、
地
域
の

皆
さ
ん
か
ら
パ
ワ
ー
を
も
ら
い
、
毎
晩
手

を
振
っ
て
く
れ
る
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
、
そ
れ
に
子
供
に
感
謝
し
な
が

ら
、
こ
ん
な
に
長
く
で
き
る
つ
も
り
が
な

か
っ
た
の
が
、
も
う
三
十
五
年
に
な
っ
た
。

マ
ラ
ソ
ン
選
手
有
森
さ
ん
が
メ
ダ
ル
を

手
に
し
た
時
、
「
自
分
を
褒
め
て
や
り
た

い
」
と
言
っ
た
が
、
私
は
「
自
分
を
褒
め

て
や
り
た
い
」
と
一吉
守
え
る
円
ま
で
、
ま
だ

ま
だ
頑
張
っ
て
み
た
い
。
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勝
野

重
美

氏
【
長
野
県
辰
野
町
】

ホ
タ
ル
の
町
を
復
活

平成18年度 地域づくり総務大臣表彰

-
戦
後
の
経
済
復
興
で

-

絶
滅
の
危
機
に

長
野
県
辰
野
町
は
、
古
く
か
ら
自
然
に

恵
ま
れ
た
ホ
タ
ル
の
名
所
で
あ
っ
た
。
一

九
二
六
年
(
大
正
十
五
年
)
、
県
の
天
然

記
念
物
に
指
定
さ
れ
た
日
本
で
も
古
い
ホ

タ
ル
発
生
地
で
あ
る
。
そ
れ
が
戦
後
の
経

公園の大切なエリアホタル水路

済
復
興
と
裏
腹
に
絶
滅
の
危
機
に
直
面
し

た
。
そ
れ
を
救
っ
た
の
は
ホ
タ
ル
の
町
を

自
負
す
る
地
域
住
民
で
あ
っ
た
。

水
質
汚
染
対
策
に
は
沢
の
清
水
を
入
れ

た
。
休
耕
田
を
利
用
し
て
ホ
タ
ル
専
用
の

水
路
を
造
っ
た
。
水
路
改
修
に
は
カ
ラ
マ

ツ
の
間
伐
材
を
使
っ
た
。
水
路
の
コ
ン
ク

リ
ー
ト
化
に
は
水
路
幅
を
狭
め
る
こ
と
な

く
、
底
に
は
石
灰
岩
の
砕
石
を
敷
い
て
対

応
し
た
。
し
か
し
、
そ
の

一
方
で
水
温
の

低
下
、
木
材
の
腐
朽
、
道
路
の
拡
幅
阻
害

や
泥
の
堆
積
な
ど
、
常
に
犠
牲
を
伴
う
事

業
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
を
克
服
で
き
た
の

は
ホ
タ
ル
に
対
す
る
、
町
政
や
地
域
住
民
、

さ
ら
に
は
町
全
体
の
支
え
が
あ
っ
た
か
ら

だ
と
思
わ
れ
る
。

ホ
タ
ル
は
、
誰
に
も
よ
く
分
か
る
環
境

指
標
生
物
で
あ
る
。
中
で
も
ゲ
ン
ジ
ボ
タ

ル
は
本
州
、
四
国
、
九
州
の
み
に
生
息
す

る
日
本
固
有
の
昆
虫
で
あ
る
。
ま
た
、
水

の
中
で
育
つ
幼
虫
は
ホ
タ
ル
科
の
中
で
ヘ

イ
ケ
ボ
タ
ル
と
と
も
に
珍
し
い
。
川
辺
に

群
生
し
て
名
所
を
つ
く
る
ゲ
ン
ジ
ボ
タ

ル
、
水
田
に
広
く
分
布
す
る
へ
イ
ケ
ボ
タ

ル
は
昔
か
ら
身
近
な
見
虫
と
し
て
親
し
ま

れ
て
き
た
。
虫
を
愛
で
る
の
は
古
く
よ
り

伝
わ
る
民
族
の
文
化
で
も
あ
る
。

町
は
、
八
九
年
(
平
成
一冗
年
)
か
ら
ほ

た
る
童
謡
公
園
の
建
設
を
始
め
、
水
路
部

分
の
完
成
ま
で
に
十
二
年
か
か
っ
た
。
工

事
は
土
木
工
学
的
に
は
終
了
し
た
が
、
生

物
学
的
に
は
出
発
点
で
あ
る
。
古
い
施
設

も
活
か
し
て
の
公
園
だ
が
、

全
体
が
機
能

す
る
に
は
時
間
が
か
か
る
。
一

シ
ー
ズ
ン

三
十
万
の
ホ
タ
ル
の
乱
舞
を
目
指
し
て
努

力
が
続
け
ら
れ
て
い
る
。

-
町
の
特
別
シ
ン
ボ
ル
認
定
と

-

ほ
た
る
祭
り
の
開
催

ホ
タ
ル
発
生
の
量
は
か
か
わ
る
人
の
汗

小学生から大人まで見学に来るホタル学習

の
量
だ
と
、
私
は
言
い
続
け
て
き
た
。
今

は
大
き
な
公
園
に
な
り
、

今
後
の
成
否
は

町
民
の
努
力
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
。
生
き

物
を
守
る
に
は
不
断
の
努
力
が
求
め
ら
れ

る
。
自
然
は
寛
容
だ
が
、
容
赦
し
な
い
と

い
う
先
人
の
言
葉
が
あ
る
。
穏
や
か
な
流

れ
も

一
瞬
に
し
て
濁
流
に
変
わ
る
。
美
し

い
自
然
を
守
る
と
い
う
こ
と
は
、
技
術
だ

け
で
は
な
く
、
そ
れ
を
超
え
る
も
の
が
あ

る
。
美
し
い
花
を
育
て
る
知
人
に

「ど
う

育
て
る
か
」
と
問
う
と
、

「花
は
愛
」
と

笑
顔
で
応
え
て
く
れ
た
。

町
で
は
今
年
、
第
五
十
九
回

「辰
野
ほ

た
る
祭
り
」
が
聞
か
れ
る
。
近
在
は
も
と

よ
り
、
県
内
外
を
問
わ
ず
、
時
に
は
国
外

か
ら
訪
れ
る
客
も
あ
る
。
成
虫
の
季
節
で

な
く
て
も
、
公
園
を
訪
れ
る
客
は
少
な
く

な
い
。
あ
る
グ
ル
ー
プ
の
客
は
、
こ
の
公

園
の
水
路
は
巻
貝
カ
ワ
ニ
ナ
の
牧
場
だ
と

言
っ
た
。
エ
サ
と
な
る
カ
ワ
ニ
ナ
の
育
つ

水
路
造
り
が
な
に
よ
り
大
切
で
あ
る
。
そ

の
た
め
に
は
、

草
刈
り
も
泥
揚
げ
も
時
宜

を
得
た
管
理
が
求
め
ら
れ
る
。

辰
野
町
は
町
花

・
町
木
の
制
定
の
折
り

に
、
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
を
特
別
シ
ン
ボ
ル
に

定
め
た
。
町
民
憲
章
に
は
「
ひ
と
も
ま
ち

も
自
然
も
輝
く
光
と
緑
と
ほ
た
る
の

町
」
と
定
め
て
い
る
。
さ
ら
に
ホ
タ
ル
保

護
条
例
も
定
め
、

手
厚
い
保
護
が
加
え
ら

れ
て
い
る
。
こ
れ
も
ホ
タ
ル
に
対
す
る
町

民
の
思
い
の
深
さ
と
感
謝
し
て
い
る
。
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大

平

展

子

氏
【
静
岡
県
浜
松
市
】

N
P
O
で
村
お
こ
し
に
挑
戦

る
夢
を
女
性
の
代
表
者
が
語
っ
た
。
そ
の

発
言
が
大
反
響
を
呼
び
、
事
業
化
し
た
の

が
翌
年
春
だ
っ
た
。
昔
の
よ
う
な
に
ぎ
や

か
さ
を
求
め
、
再
び
地
域
を
活
性
化
し
よ

う
と
い
う
機
運
が
盛
り
上
が
っ
た
。

園
、
県
、
市
の
補
助
金
の
受
け
皿
と
し

て
、
熊
地
区
活
性
化
推
進
協
議
会
(
地
区

全
三
百
六
戸
が
加
入
)
が
設
立
さ
れ
た
。

地
元
負
担
金
は
財
産
区
の
木
材
(
昭
和
の

初
期
に
購
入
し
た
山
林
を
)
を
売
却
し
て

の
大
仕
事
で
あ
っ
た
。

八
八
年
(
同
六
十
三
年
)
五
月
、
く
ん

ま
水
車
の
里
(
農
産
物
加
工
)
と
「
か
あ

さ
ん
の
底
」
(
直
売
・
食
堂
)
が
オ
ー
プ

ン
し
た
。
本
物
志
向
が
叫
ば
れ
始
め
た
こ

ろ
だ
っ
た
。
「
母
さ
ん
た
ち
の
村
お
こ
し
」

で
話
題
性
も
あ
り
、
テ
レ
ビ

や
新
聞
、
雑
誌
で
も
取
り
上

げ
ら
れ
、
当
初
よ
り
大
勢
の

お
客
様
に
恵
ま
れ
た
。
協
議

屋
会
は
、
八
九
年
(
平
成
元
年
)

劇
度
に
「
村
守
つ
く
り
」
部
門
で

水
天
皇
杯
と
農
林
水
産
大
臣
賞

を
受
賞
し
た
。

商
売
は
順
調
だ
っ
た
。
し

か
し
、
「
い
ざ
!
」
の
時
の
た

め
に
貯
め
て
い
た
資
金
が
み

-
林
業
不
振
と
過
疎
・
高
齢
化
の

-

地
域
を
活
性
化

「
夢
未
来
く
ん
ま
」
は
一
一
0
0
0
年

(
平
成
十
二
年
)
六
月
、
県
下
で
五
十
四

番
目
に

N
P
O
法
人
に
認
証
さ
れ
た
。
継

続
性
と
信
頼
の
あ
る
組
織
づ
く
り
を
目
指

し
、
そ
れ
ま
で
の
活
性
化
推
進
協
議
会
を

改
め
、

N
P
O
法
人
と
し
て
再
ス
タ
ー
ト

し
た
。
浜
松
市
熊
地
区
(
地
元
の
人
は

「熊
」
と
呼
ば
ず
、
愛
称
で
「
く
ん
ま
」

と
三
日
ノ
)
は
江
戸
時
代
、
秋
葉
街
道
の
宿

場
町
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
天
竜
美
林
を
形

成
す
る
典
型
的
な
林
業
地
帯
で
あ
る
が
、

林
業
の
不
振
と
過
疎
・
高
齢
化
の
三
重
苦

に
悩
む
地
域
に
な
っ
て
い
た
。

こ
の
現
状
を
何
と

か
し
よ
う
と
一
九
八

五
年
(
昭
和
六
十
年
)
、

公
民
館
で
「
明
日
の

熊
を
語
る
会
」
が
開

催
さ
れ
た
。
そ
の
席

で
、
都
市
と
山
村
の

交
流
を
実
現
す
る
た

め
、
熊
の
食
文
化
で

あ
る
そ
ば
や
味
噌
を

商
品
化
し
、
販
売
す

な
し
法
人
税
の
対
象
と
な
り
、
多
額
の
税

が
課
せ
ら
れ
た
。
ま
た
、
や
や
当
初
の
勢

い
に
陰
り
が
見
え
、
事
業
の
見
直
し
ゃ
組

織
改
革
の
た
め
に
法
人
化
の
勉
強
会
が
始

ま
っ
た
が
、
私
た
ち
の
目
指
す
も
の
や
力

量
に
見
合
っ
た
法
人
格
が
な
か
な
か
見
つ

か
ら
な
か
っ
た
。
二
年
後
の
九
五
年
(
同

七
年
)
に
は
有
限
会
社
の
定
款
づ
く
り
が

始
ま
っ
た
。
し
か
し
、
利
潤
を
全
戸
に
配

分
す
る
こ
と
に
疑
問
を
感
じ
た
。
合
意
形

成
に
長
い
時
間
を
か
け
て
い
る
時
に

N
P

O
の
研
修
会
に
参
加
し
、
「
利
潤
で
は
な

く
地
域
サ
ー
ビ
ス
を
供
給
す
る
仕
組
み

が
、
く
ん
ま
の
新
し
い
活
動
と
し
て
位
置

付
け
ら
れ
、
そ
れ
が
地
域
の
利
益
に
つ
な

が
る
」
こ
と
を
学
ん
だ
。

-
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
で

-

稼
い
だ
資
金
を
地
域
に
還
元

「
昔
の
よ
う
に
、
に
ぎ
や
か
で
元
気
な

地
域
に
し
た
い
」
こ
れ
が
活
動
の
原
点
で

あ
っ
た
は
ず
だ
。
県
や
市
の
支
援
を
い
た

だ
き
な
が
ら
、
村
お
こ
し
は
十
四
年
目
に

協
議
会
を
発
展
的
に
解
消
し
て
、

N
P
O

法
人
と
し
て
歩
み
出
す
こ
と
に
な
っ
た
。

夢
未
来
く
ん
ま
は
、
豊
か
さ
と
優
し
さ

と
楽
し
さ
を
理
念
と
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
ビ
ジ
ネ
ス
(
水
車
部
)
で
稼
い
だ
資
金

を
福
祉
や
環
境
保
全
に
還
元
す
る
。
こ
の

仕
組
み
に
よ
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
サ

ー
ビ
ス
を
行
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

し
あ
わ
せ
部
は
月

一
回
(
八
カ
所
)
、

出
前
の
い
き
が
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
「
ど
っ

こ
い
し
ょ
」
と
「
給
食
サ
ー
ビ
ス
」
を
始

め
た
。
い
き
が
い
部
は
「
ほ
た
る
を
観
る

会
」
や
「
大
寒
謝
祭
」
を
実
施
し
て
い
る
。

ま
た
、
ふ
る
さ
と
部
で
は
「
子
ど
も
の

水
辺
」
と
「
ふ
る
さ
と
の
山
・
川
ま
も
り

隊
」
事
業
の
委
託
を
受
け
、
地
域
内
外
の

親
子
を
対
象
に
、
体
験
型
の
環
境
学
習
を

提
供
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
熊
か
ら
き

れ
い
な
水
を
送
り
た
い
と
の
意
識
が
芽
生

え
、
ア
ク
リ
ル
タ
ワ
シ
の
全
戸
配
布
や
生

ご
み
処
理
と
堆
肥
化
、
創
造
の
森
づ
く
り

な
ど
環
境
保
全
活
動
を
続
け
て
い
る
。

N
P
O
法
人
設
立
か
ら
七
年
が
過
ぎ

た
。
暗
中
模
索
の
日
々
の
中
で
も
少
し
ず

つ
何
か
が
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
。
全
戸

加
入
を
原
則
と
し
て
の
活
動
は
大
変
で
あ

り
、
現
状
は
ま
す
ま
す
深
刻
で
あ
る
が
、

こ
の
活
性
化
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
な
け

れ
ば
、
そ
し
て

N
P
O
法
人
を
選
択
し
て

い
な
け
れ
ば
、
今
の
く
ん
ま
は
ど
う
な
っ

て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

二
O
O
五
年
(
平
成
十
七
年
)
、
旧
天

竜
市
は
浜
松
市
を
中
心
と
し
た
大
型
合
併

に
加
わ
っ
た
。
新
浜
松
市
は

O
七
年
(
同

十
九
年
)
四
月
に
政
令
市
に
移
行
し
た
。

合
併
以
前
に
地
域
か
ら
農
協
は
撤
退
し
、

熊
中
学
校
は
廃
校
に
な
っ
た
。

過
疎
・
高
齢
化
は

一
層
加
速
が
予
測
さ

れ
、
そ
の
深
刻
さ
は
増
す
ば
か
り
で
あ
る
。

こ
ん
な
時
だ
か
ら
こ
そ
地
域
が
一
つ
に
な

っ
て
、
心
豊
か
に
い
き
い
き
と
暮
ら
す
た

め
に
私
た
ち
は
「
何
を
成
し
得
る
の
か
」

「
何
を
成
さ
ね
ば
な
ら
な
い
の
か
」
を
明

確
に
し
、
さ
ら
に
新
た
な
研
究
と
挑
戦
を

続
け
て
い
き
た
い
と
思
う
。
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浜
田

益
嗣

氏
【
三
重
県
伊
勢
市
}

州
赤
福
代
表
取
締
役
会
長

一
百
年
の
全
財
産
を

ま
ち
づ
く
り
に
注
ぎ
込
む

-
思
い
や
り
と

-

人
情
昧
あ
ふ
れ
た
町
「
伊
勢
」

地域づくり総務大臣表彰

でる町との史 う少なはいあ社属のはも組を
呼風をい流は伊かない、求る会的中なのみ使時
ば土育うれ、勢とい、やめ 。にでがいがシつ代
れはん思 m 聖神考社温はス知なゆ合がはスたが
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こんの情 u 川歴 ろがの極追がい金世い恵た中
のと土味-- 柏戸 M るでりを
かい地に EhmlF4孝三ζ=ニ ヨ 。作、見
さうにあ国邑 ."¥.~\官U '.f1~可司匝画圃lfllI悪り会る
ん呼まふ圃.主義 t~，，~ \'~\ 号 『竃踊圃園町 い上社と
H びつれ 圃・凪手詰ち話連込ム→弘~ ~~" ~~閉園圏直置量 事げの
は名わた 円司 二~司臥竜園田圃園.，でた仕頭

平成18年度

指雰本 園園田陪 ζさま三主連畠;開溢品開'1者かきか 今お
しし囲の園J!()'~i・... 圃岡田副摂... 官 誕 iを、たら頭日母
かた気思陸封淘F 弐斉調劃・圃~1 しそあ、でにさ
し 。がい.臨品(dZ ¥、でも靖週・・E盤国 てしのど利至ん
あ出圃圃E孟量且 Jr;町哩盟圃・・. 、て伊う益つの

心 るに圃・園調・・~ ~存 可回閣E・・・ 満、勢しをて"
な 、も 伊勢を感じる商品 足そにた求いさ
らそ似 のの戻らめそん
ず んで姿在と齢あのを分楽分てきにで行る昔る μ 

も な、をがい化たで実がしがきる浴き為この殺
地 町温持本うがかは現しくそたかするがと祖伐
域 のかち物よ進もなすてなこ 。 、る経従が先と
住 実な、でりみ人いれ欲るに結考こ済事でがし
民 現会良健は、口かばし町い局えと的をき営た
と を話き全、明の 。よい、た、続が恩するん社
の 目と日な現日高時い町自ら白けで恵るので会

で
あ
る
と
思
い
、

会
合
の
積
み
重
ね
の
上
に
、
こ
の
町
が
誕

生
し
た
訳
で
は
な
い
。
自
分
が
求
め
る
町
、

あ
る
い
は
空
間
は
、
必
ず
や
た
く
さ
ん
の

共
感
者
を
得
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
念
頭
に

置
き
な
が
ら
、

三
百
年
続
い
た
ぽ
た
も
ち

屋
の
全
財
産
を
歴
史
あ
る
「
お
か
げ
横
丁
」

の
建
設
に
注
ぎ
込
ん
で
き
た
。
四
十
数
軒

の
届
舗
・
街
並
み
を
つ
く
る
こ
と
は
大
変

で
あ
っ
た
が
、
伊
勢
を
感
じ
て
い
た
だ
く

商
品
を
吟
味
し
、
つ
く
り
上
げ
る
の
も
大

変
だ
っ
た
。
そ
れ
以
上
に
、
そ
の
庖
々
を

運
営
す
る
人
々
に
、
温
か
い
笑
顔
と
会
話

を
求
め
る
の
が
大
変
だ
っ
た
。

年
間
四
百
万
人
近
く
が
こ
の
町
を
訪
れ

て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
、
私
ど
も
の
気
持

ち
を
受
け
入
れ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
本

当
に
感
謝
し
て
い
る
。

「
お
か
げ
横
丁
」
を
つ
く
り
、
十
五
年

の
歳
月
が
経
っ
た
。
そ
し
て
ま
た
、
伊
勢

市
は
第
六
十
二
回
の
御
遷
宮
の
時
を
迎
え

る
。
来
訪
者
に
は
今
ま
で
と
同
じ
よ
う
に

伊
勢
を
味
わ
っ
て
も
ら
い
、
地
元
の
人
の

気
持
ち
を
感
じ
て
も
ら
う
、
祭
り
や
市
を

通
し
て
伊
勢
の
風
土
を
感
じ
て
も
ら
う
、

で
き
れ
ば
大
切
な
日
本
の
心
を
感
じ
て
い

た
だ
く
町
に
し
た
い
、
と
最
近
思
う
よ
う

に
な
っ
た
。

-
「
暮
う
し
が

-
楽
し
く
な
る
」
町
を
目
指
す

こ
れ
か
ら
の
横
丁
の
進
み
方
だ
が
、

「
季
節
を
知
っ
た
ら
暮
ら
し
が
楽
し
く
な

っ
た
」
と
い
う
思
想
の
下
、
「
日
本
の
暮

ら
し
の
ぞ
き
箱
」
と
い
う
ホ
l
ム
ベ

l
ジ

を
開
設
し
、
か
つ
て
食
べ
物
、
着
る
物
や

部
屋
の
装
飾
に
気
を
配
っ
て
、
暮
ら
し
を

よ
り
楽
し
い
も
の
に
し
た
い
と
努
力
を
し

て
き
た
日
本
の
主
婦
の
よ
き
伝
統
を
、
日

本
人
の
健
全
な
暮
ら
し
の
過
ご
し
方
の

一

典
型
と
し
て
、
そ
れ
と
な
し
に
、
し
か
し
、

は
っ
き
り
と
意
識
を
し
て
、
こ
の
町
の
性

格
に
し
て
い
っ
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
、
と
い

う
考
え
で
あ
る
。

地
球
の
中
に
た
く
さ
ん
の
国
が
存
在
す

る
が
、
わ
が
国
ほ
ど
春
夏
秋
冬
、
し
か
も

そ
の
季
節
の
進
み
具
合
を
正
確
に
描
写
で

き
る
ほ
ど
、
規
則
正
し
い
変
化
を
も
っ
て

い
る
国
は
な
い
。
し
か
し
、
わ
れ
わ
れ
は
、

冷
暖
房
あ
る
い
は
冷
蔵
庫
、
電
子
レ
ン
ジ

な
ど
、
暮
ら
し
の
中
で
温
度
を
変
化
さ
せ

め

る
こ
と
で
、
い
つ
か
こ
の
季
節
を
愛
で
る
、

あ
る
い
は
季
節
を
感
じ
る
こ
と
を
忘
れ
て

し
ま
っ
た
。
そ
れ
だ
け
暮
ら
し
が
形
式
的

で
、
薄
っ
ぺ
ら
い
味
わ
い
の
な
い
も
の
に

な
っ
た
。

わ
ず
か
百
年
前
に
、
わ
れ
わ
れ
の
先
祖

が
営
ん
で
き
た
日
本
の
暮
ら
し
は
、
旧
暦

の
世
界
で
あ
っ
た
。
何
気
な
く
記
憶
の
彼

方
に
遠
ざ
か
っ
て
い
た
思
い
出
の
数
々

は
、
し
っ
か
り
し
た
暮
ら
し
の
知
恵
と
セ

ン
ス
の
塊
で
あ
っ
た
。

お
か
げ
横
丁
は
、
芸
術
を
論
じ
よ
う
と

い
う
高
ま
い
な
気
持
ち
は
き
ら
き
ら
持
ち

合
わ
せ
て
い
な
い
。
日
本
に
生
ま
れ
た
こ

の
偶
然
を
誇
り
あ
る
も
の
と
し
、
精

一
杯

そ
の
こ
と
か
ら
楽
し
み
を
見
つ
け
て
い
き

た
い
、
そ
ん
な
気
が
し
て
い
る
。一

層
の
ご

声
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。
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鹿
児
島
県
に
広
く
分
布
す
る
火
山
灰
。
豪
雨
の
際
は
山
崩
れ
な
ど
の
被
害
を
も
た

ら
す
厄
介
な
地
域
資
源
で
あ
る
。
こ
の
ρ

厄
介
者
μ

を
「
何
と
か
地
域
産
品
づ
く
り
に

利
用
で
き
な
い
か
」
と
し
て
、
岡
県
内
で
二
つ
の
地
域
企
業
が
火
山
灰
を
使
用
し
、

地
域
性
あ
る
化
粧
品
づ
く
り
と
陶
器
づ
く
り
に
挑
戦
し
て
い
る
。
火
山
灰
の
持
つ
鉱

物
成
分
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
利
用
者
か

5
「
毛
穴
の
汚
れ
ま
で
が
取
れ
る
」

「
気
に
な
る
体
臭
も
な
く
な
る
」
な
ど
と
、
品
質
面
に
特
性
あ
る
商
品
、が
登
場
し
て
お

り
、
鹿
児
島
を
代
表
す
る
新
し
い
地
域
商
品
と
し
て
、
関
係
者
の
注
目
を
集
め
て
い
る
。

「
シ
ラ
ス
」
を
使
用
し
た
化
粧
品
づ
く
り

シ
ラ
ス
で
美
肌
を
、
自
然
素
材
が
洗
顔
ク
リ
ー
ム
に

化
粧
品
製
造
・
販
売
の
天
元
(
本
社
・

姶
良
町
、
資
本
金
千
三
百
万
円
、
又
野
佳

洋
子
社
長
)
は

一
九
八
八
年
(
昭
和
六
十

三
年
)
、
シ
ラ
ス
を
使
用
し
た
「
荷
電
微

粒
子
洗
浄
剤
」
の
特
許
を
取
得
し
た
。
シ

ラ
ス
に
技
術
加
工
す
る
と
、

遠
赤
外
線
放
射
率
が
高
く
な

一
礼

る
こ
と
を
発
見
し
た
た
め
で
、

一ヤ

そ
の
特
徴
を
活
か
し
た
製
法

門

を
確
立
し
て
、

一
部
地
域
に

堆
積
し
た
八
十
万
年
前
の
特

殊
シ
ラ
ス
を
原
料
に
し
た
洗

4

M

顔
用
ク
リ
ー
ム
、
化
粧
水
を
刊

h

「
き
ん
ご
き
ん
ご
」
(
鹿
児
島
繍
繍

弁
で
「
き
れ
い
き
れ
い
」
の
制

問

意
味
)
の
ブ
ラ
ン
ド
で
九
五

年
か
ら
販
売
し
て
い
る
。

シ
ラ
ス
の
利
用
は
、
同
社
創
業
者
の
又

野

一
己
会
長
(
八

O
)
が
旧
日
本
海
軍
の

少
年
兵
時
代
、
「
西
南
戦
争
の
西
郷
軍
が

シ
ラ
ス
を
万
の
磨
き
粉
に
使
っ
た
」
「
軍

艦
の
真
ち
ゅ
う
製
マ
ス
ト
が
シ
ラ
ス
で
磨

4喝よ品

洗顔せっけんの泡立ちの様子

く
と
ピ
カ
ピ
カ
に
な
っ
た
」
な
ど
の
話
、

体
験
を
ヒ
ン
ト
に
八
七
年
(
昭
和
六
十
二

年
)
、
食
器
な
ど
の
磨
き
粉
を
商
品
化
し

た
の
が
始
ま
り
だ
。
利
用
者
か
ら
の
「
な

べ
を
磨
い
て
い
た
ら
手
が
き
れ
い
に
な
っ

た
」
な
ど
の
反
応
を
踏
ま
え
、
化
粧
品
製

造
に
乗
り
出
し
た
。
シ
ラ
ス
の
特
性
を
県

や
大
学
と
の
共
同
研
究
を
重
ね
て
発
見

し
、
「
厄
介
者
と
し
て
の
デ
メ
リ
ッ
ト
を

メ
リ
ッ
ト
に
転
換
さ
せ
る
製
法
」
を
考
案

し
た
た
め
で
、
こ
の
夏
に
は
タ
イ
プ
の
違

う
洗
顔
料
も
発
売
す
る
予
定
だ
。

同
社
に
よ
る
と
、
原
料
と
な
る
特
殊
シ

ラ
ス
は
、
陸
海
の
隆
起
変
動
に
よ
っ
て
ア

ク
が
抜
け
、
ミ
ネ
ラ
ル
分

圃
圃
醐
叶
パ
刊

を
た
っ
ぷ
り
含
む
と
と
も
・
開
邑
司
自
』

....
 -品、司

に
、
高
レ
ベ
ル
の
遠
赤
外
国
・
司
N
L
T

国
国
内

S
12

線
を
放
射
す
る
特
性
を
持
・
・

E
E・且

つ
。
こ
の
シ
ラ
ス
を
さ
ら
・
・
園
開
ド
1
1

に
技
術
加
工
し
、
化
粧
品
の
原
料
と
し
て

製
造
す
る
こ
と
で
、
シ
ラ
ス
の
微
粒
子
が

肌
の
毛
穴
の
汚
れ
を
吸
収
し
、
ま
た
、
遠

赤
外
線
が
体
に
浸
透
(
波
動
)
し
て
、
マ

ッ
サ
ー
ジ
・
温
熱
作
用
や
血
行
促
進
の
働

き
が
期
待
で
き
る
と
い
う
。

現
在
の
主
力
商
品
で
あ
る
洗
顔
料
は
、

以
前
よ
り
シ
ラ
ス
粒
子
を
さ
ら
に
微
細
・

マ
イ
ル
ド
に
仕
上
げ
て
い
る
た
め
、
化
粧

品
と
し
て
の
地
位
を
確
立
。
シ
ラ
ス
の
加

工
・
製
造
に

一
生
懸
命
で
、
「
販
売
ま
で

は
考
え
が
及
ば
な
か
っ
た
」
こ
と
か
ら
、

今
も
地
元
百
貨
庖
で
の
商
品
販
売
が
主
力
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だ
が
、
近
年
は
愛
好
者
が
増
え

て
売
上
高
が
急
増
、
昨
年
は
八

億
円
を
超
え
た
。一

部
は
通
信

販
売
業
者
も
販
売
し
て
い
る
ほ

か
、
米
国
や
中
固
な
ど
海
外
か

ら
の
引
き
合
い
も
出
始
め
て
い
る
。

今
後
は
、
大
量一
退
職
す
る
団
塊
の
世
代

な
ど
を
狙
い
、
加
齢
臭
対
策
な
ど
を
打
ち

出
し
た
男
性
用
ボ
デ
ィ
ソ

l
プ
、
そ
れ
に

シ
ャ
ン
プ
ー
や
歯
磨
き
粉
な
ど
の
商
品
開

発
に
取
り
組
ん
で
い
く
方
針
だ
。
美
容
師

と
エ
ス
テ
シ
ャ
ン
の
資
格
を
持
つ
又
野
佳

洋
子
社
長
は
、
「
地
域
資
源
を
利
用
し
た

本
当
に
い
い
商
品
を
作
り
、
地
域
の
振
興

に
役
立
て
ば
」
と
語
る
。「
ど
う
し
た
ら

全
国
に
商
品
の
良
さ
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
販

売
を
拡
大
で
き
る
か
」
が
、
最
大
の
経
営

課
題
だ
と
い
う
。



鹿
児
島
県
の
代
表
的
な
伝
統
工
芸
品
に
「
薩
摩
焼
」
が
あ
る
が
、
そ
の
中
に
は
桜

島
岳
か
う
噴
出
す
る
火
山
灰
と
温
泉
水
を
使
用
し
た
「
桜
島
焼
」
の
窯
元
「
桜
岳
陶

芸
」
(
鹿
児
島
市
桜
島
町
、
千
五
百
万
円
)
が
あ
る
。
鉄
分
が
多
い
鉱
物
含
有
資
源
を

利
用
し
、
高
温
で
焼
き
上
げ
る
焼
き
物
の
た
め
、
ほ
か
に
は
な
い
「
渋
み
と
深
み
の

あ
る
色
」
が
特
徴
だ
。
窯
元
は
桜
島
岳
の
麓
に
位
置
し
、
観
光
客
や
地
元
住
民
と
の

出
会
い
触
れ
合
い
の
場
に
も
な
っ
て
い
る
女
性
だ
け
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス

で
あ
る
。

火
山
灰
と
温
泉
水
を
使
用
し
た
焼
き
物
づ
く
り

桜
島
の
地
域
資
源
が
生
ん
だ
陶
器
、
窯
元
が
地
域
の
交
流
の
場
に

桜
島
焼
の
歴
史
は
ま
だ
三
十
年
と
新
し

い
。
創
業
者
の
故
石
原
洋
氏
は
当
初
、
薩

摩
焼
で
始
め
た
窯
元
だ
っ
た
が
、
鮫
島
の

活
動
が
活
発
化
し
た
昭
和
六
十
年
前
後
、

一
日
中
降
り
積
も
る
桜
島
岳
の
火
山
灰
を

利
用
で
き
な
い
か
と
し
て
、
敷
地
に
積
も

る
火
山
灰
を
材
料
の
粘
土
に
五
%
ほ
ど
加

え
た
の
が
始
ま
り
だ
。
ま
た
、
火
山
活
動

に
よ
り
水
道
水
が
出
な
く
な
り
、
毎
日
降

る
火
山
灰
を
掃
除
す
る
た
め
に
地
下
水
の

ボ
ー
リ
ン
グ
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
温
泉
水

が
噴
出
。
こ
の
温
泉
水
を
う
わ
ぐ
す
り
に

使
っ
た
結
果
、
鉄
分
が
加
わ
っ
て
、
「
単

純
な
色
で
は
な
い
焼
き
物
が
で
き
上
が
っ

た」
。陶
器
は
通
常
、
千
百
度
で
焼
き
上
げ
る

が
、
同
窯
元
は
千
二
百
四
十
度
の
高
温
で

焼
き
上
げ
る
の
が
特
徴
だ
。
そ
の
結
果
、

「
な
か
な
か
出
な
い
光
沢
の
あ
る
銀
色
に

焼
き
上
が
る
」
「
深
み
と
渋
み
の
あ
る
色

(
黒
や
青
)
が
出
る
」
な
ど
、
薩
摩
焼
と

は
違
う
焼
き
物
が
で
き
あ
が
っ
た
。
現
在

は
、
故
石
原
氏
の
志
を
受
け
継
い
で
橋
野

翠
史
さ
ん
、
横
道
ひ
ろ
み
さ
ん
の
姉
妹
が

窯
元
を
支
え
て
い
る
。

か
つ
て
桜
島
は
、
宮
崎
鹿
児
島
の
代

表
的
な
周
遊
観
光
コ

l
ス
だ
っ
た
が
、
火

山
活
動
の
活
発
化
後
は
観
光

客
が
少
な
く
な
り
、
同
窯
元

も
地
域
活
性
化
に
向
け
て
特

色
あ
る
経
営
と
焼
き
物
づ
く

り
を
迫
ら
れ
て
い
た
。
両
姉

妹
は
、
「
買
っ
て
も
ら
え
る
、
弘
主

使
っ
て
も
ら
え
る
も
の
を
作
、

る
」
「
桜
島
に
ち
な
ん
だ
焼
き
，

物
に
し
た
い
」
な
ど
の
考
え

da

か
ら
、
ア
ク
セ
サ
リ
ー
や
マ

グ
カ
ッ
プ
な
ど
の
商
品
を
増
や
し
た
。
中

で
も
地
元
サ
ツ
マ
イ
モ
の
形
を
し
た
柄
慌

が
焼
酎
ブ
l
ム
に
後
押
し
さ
れ
て
、
売
れ

(左);酋器「芋千代香」

(下)香炉

右端が橋野翠史さん、左から2人目が橋野美穂香さん、その
上が横道ひろみさん

筋
商
品
に
な
っ
て
い
る
。

年
間
売
上
高
は
、
街
頭

で
の
販
売
が
主
の
約
五
千

万
円
だ
が
、
体
験
観
光
で

始
め
た
向
芸
教
室
が
好
評

で
、
遠
く
本
州
か
ら
来
る

観
光
客
な
ど
の
フ
ァ
ン
が

増
え
、
売
上
高
の

一
割
を

市
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
地
域
の
女
性
を

加
え
た
六
人
だ
け
で
経
営
・
運
営
す
る
窯

元
は
、
訪
れ
る
誰
に
で
も
茶
を
出
し
て
会

話
を
す
る
か
地
域
の
集
会
所
μ

だ。

「
こ
こ
が
(
地
域
の
)
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
場
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
「
癒
し

を
提
供
で
き
た
ら
い
い
」
な
ど
と
、
心
温

ま
る
接
客
・
対
応
に
務
め
る
の
が

ρ

経
営

N
針
u

で
あ
る
。
橋
野
翠
史
さ
ん
の
長
女

で
あ
る
美
穂
香
さ
ん
(
二
七
)
が
窯
元
の

後
継
者
に
決
ま
り
、
今
後
は
行
政
と
協
力

し
て
観
光
客
の
誘
致
拡
大
に
取
り
組
ん
で

い
く
の
が
諜
題
だ
。
将
来
は
「
地
域
の
魅

力
を
高
め
て
、
桜
島
を
日
本
の
ハ
ワ
イ
に

し
た
い
」
と
、
両
姉
妹
は
そ
の
目
標
を
熱

く
訴
え
る
。

2007・6月号 ↓邸減匂43 



44 

••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 

• • • • • 

移住・交流推進

mw
の
企
業
・
自
治
体
・
有
識
者
が
結
集
ー

『移
住
・
交
流
推
進
準
備
委
員
会
』

• • • • • • • • • • • • • • • • • -• • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 

• • • • • 
都
市
か
ら
地
方
へ
の
移
住
や
地
域
間
交

流
の
促
進
を
目
的
と
し
た
「
第

一
回
移

住
・
交
流
推
進
準
備
委
員
会
」
が
三
月
二

十
八
日
、
総
務
省
会
議
室
に
て
開
催
さ
れ

た
。
当
日
は
意
欲
あ
る
三
十
二
の
企
業

(
お
よ
び
各
種
団
体
)
お
よ
び
三
十
三
の

自
治
体
、
ま
た
二
人
の
有
識
者
か
ら
な
る

委
員
が
、
さ
ら
に
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て

総
務
省
が
出
席
し
た
。

会
議
は
ま
ず
、
準
備
委
員
会
設
置
要
綱

(
案
)
の
承
認
か
ら
始
ま
り
、
委
員
長
の

選
任
へ
と
移
っ
た
。
委
員
長
に
は
、
有
識

者
と
し
て
出
席
の
島
田
晴
雄
氏
(
千
葉
商

科
大
学
学
長
)
が
推
薦
を
受
け
、
満
場

一

致
で
承
認
を
得
た
。

島
田
委
員
長
は
就
任
に
当
た
り
、
「
人

口
減
少
時
代
を
迎
え
て
の
地
方
経
済
活
性

策
と
し
て
、
人
々
の
意
思
と
し
て
の
動
き

(
移
動
)
を
活
発
化
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
。

こ
の
動
き
を
国
民
運
動
に
ま
で
高
め
る
た

め
に
は
、
行
政
の
力
だ
け
で
は
な
く
、
民

間
企
業
が
参
加
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
観
点
を
取

り
入
れ
る
こ
と
が
不
可
欠
。
こ
の
よ
う
な

規
模
お
よ
び
密
度
で
企
業
と
行
政
が
議
論

し
、
運
動
を
進
め
る
の
は
日
本
初
の
試
み

で
あ
り
、
互
い
の
強
み
を
生
か
し
な
が
ら

連
携
・
協
働
し
、
素
晴
し
い
日
本
を
構
築

し
た
い
」
と
決
意
を
述
べ
た
。

そ
の
後
、
島
田
委
員
長
の
議
事
進
行
の

が
設
立
ヘ

就任あいさつする島田晴雄委員長

下
、
幹
事
の
選
任
、
活
動
計
画
の
承
認
、

J
T
B
に
よ
る
取
り
組
み
事
例
紹
介
、
事

務
局
か
ら
推
進
組
織
概
要
な
ど
の
説
明
が

続
き
、
約
二
時
間
で
幕
を
閉
じ
た
。
閉
会

後
に
は
島
田
委
員
長
の
呼
び
掛
け
も
あ

り
、
会
場
の
至
る
所
で
名
刺
交
換
が
始
ま

っ
た
。
設
立
初
日
か
ら
官

・
民
の
活
発
な

交
流
の
萌
芽
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。

さ
て
、
今
後
の
活
動
計
画
に
つ
い
て
は
、

準
備
委
員
会
お
よ
び
幹
事
会
そ
れ
ぞ
れ
二

回
の
実
施
を
経
て
、
九
月
上
旬
に
は
移

住

・
交
流
推
進
の
た
め
の
全
国
的
な
組
織

の
設
立
総
会
を
開
催
す
べ
く
、
鋭
意
準
備

を
進
め
て
い
る
。
全
国
的
な
推
進
組
織
で

は
、
生
活
関
連
の
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
幅
広
い
業
種
の
民
間
企
業
に
参
画

い
た
だ
き
、
地
方
自
治
体
と
共
同
で
消
費

者
満
足
に
取
り
組
む
こ
と
を
目
指
し
て
い

ヲ匂
。中

で
も
、

①
ホ
1
ム
ベ

1
ジ
や
イ
ベ
ン

ト
・
フ
ェ
ア
な
ど
を
通
じ
て
の
「
情
報
発

信
事
業
」

②
地
域
の
受
地
体
制
整
備
を
目

2007・6月号

的
と
し
た
「
移
住

・
交
流
ビ
ジ
ネ
ス
創
出

支
援
事
業
」

③
企
業
・
自
治
体
各
会
員
の

出
会
い
と
協
働
の
機
会
創
出
を
目
的
と
し

た
「
調
査
研
究
・
交
流
事
業
」
|
|と
三
つ

の
事
業
の
大
き
な
柱
を
建
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
実
施
計
画
に
つ
い
て
議
論
を
深
め
て
い

る
。

• 
i説同也

今
回
の
第

一
回
準
備
委
員
会
で
は
、
初

回
の
会
合
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

極
め
て
具
体
的
で
積
極
的
な
ご
意
見
を
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
。
事
務
局
と
し
て

は
、
こ
の
よ
う
な
皆
様
の
熱
意
を
大
事
に

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
現
在
、

準
備
委
員
会
や
幹
事
会
の
場
と
は
別
に
、

委
員
の
方
々
を
個
別
に
訪
問
し
て
、
組
織

に
関
す
る
ご
意
見
や
ご
質
問
を
ち
ょ
う
だ

い
し
て
い
る
。
ま
た
、
新
た
な
委
員
候
補

に
つ
い
て
、
ご
推
薦
や
ご
紹
介
を
日
々
い

た
だ
い
て
お
り
、
さ
ら
な
る
会
員
拡
大
に

向
け
て
取
り
組
み
を
続
け
て
い
る
。

皆
様
の
ご
協
力
に
心
よ
り
感
謝
し
つ

つ、

よ
り
良
き
組
織
組
成
の
た
め
に
、
今

後
引
き
続
き
の
お
力
添
え
を
お
願
い
し
た

い
。
準
備
委
員
会
事
務
局
メ
ン
バ
ー
全
員
、

皆
様
の
期
待
に
対
す
る
大
き
な
責
任
感
と

同
時
に
、
組
織
の
将
来
に
ワ
ク
ワ
ク
し
な

が
ら
業
務
に
励
ん
で
い
る
。

• • 

移
住
・
交
流
推
進
準
備
委
員
会
事
務
局

原

田

亮

• 



重l直l圃~
園田園tー
養成塾

- 全園地域リーダー養成塾/移住・交流推進

全
国
地
域
リ
ー
ダ
ー
養
成
塾
開
講
式

第
四
期
生
何
人
が
入
塾

州
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
が

一
九
八
九

年
(
平
成
元
年
)
度
か
ら
実
施
し
て
い
る

全
国
地
域
リ
ー
ダ
ー
養
成
塾
の
第
十
九
期

の
開
講
式
が
五
月
九
日
、
大
森
瀬
塾
長

(
東
京
大
学
名
誉
教
授
)
を
は
じ
め
と
す

る
講
師
陣
、
総
務
省
の
生
嶋
文
昭
自
治
政

策
課
長
ら
関
係
団
体
、
塾
生
派
遣
元
団
体

関
係
者
が
出
席
す
る
中
、
地
方
公
共
団
体
、

地
域
づ
く
り
団
体
な
ど
か
ら
四
十
人
の
塾

生
を
迎
え
て
、
東
京
・
中
央
区
の
銀
座
ラ

フ
ィ
ナ

l
ト
で
行
わ
れ
た
。

同
養
成
塾
は
、
「
広
い
視
野
と
深
い
見

識
、
卓
越
し
た
想
像
力
と
豊
か
な
人
間
性

を
備
え
、
常
に
問
題
意
識
と
確
固
た
る
使

命
感
を
持
ち
、
積
極
的
・
主
体
的
に
行
動

の
で
き
る
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
を
養
成
す

る
」
こ
と
を
基
本
理
念
に
開
講
し
、
こ
れ

ま
で
に
五
百
七
十
六
人
が
卒
塾
、
地
域
の

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
全
国
各
地
で
活
躍
し
て

い
る
。

開
講
式
で
は
、
大
森
塾
長
か
ら

「
当
塾

を
通
じ
て
、
自
分
自
身
の
人
生
で
培
っ
て

き
た
知
識
、
知
恵
、
考
え
方
に
つ
い
て
思

い
巡
ら
し
、
違
う
自
分
が
あ
り
得
る
こ
と

に
気
付
い
て
ほ
し
い
」
と
塾
生
を
激
励
し

た
。
こ
れ
に
対
し
、
塾
生
を
代
表
し
て
竹

ケ
原
公
さ
ん

(
N
P
Oプ
ロ
・
ワ

l
ク
ス

十
和
田
)
が
「
今
年

一
年
の
塾
活
動
を
機

に
、
改
め
て
地
域
を
見
詰
め
直
し
、
理
論

と
実
践
を
磨
き
上
げ
る
こ
と
で
、
地
域
づ

く
り
の
実
践
者
と
し
て
大
き
く
飛
躍
し
た

い
」
と
決
意
を
表
明
し
、
開
講
式
を
終
了

し
た
。

開講式集合写真

同
養
成
塾
の
主
な
特
徴
は
、

①
地
域
づ

く
り
に
必
要
な
テ

l
マ
に
つ
い
て
複
数
の

講
師
の
講
義
を
中
心
に
体
系
的
に
行
っ
て

い
る
②
通
常
の
講
義
の
ほ
か
に
も
、
専
門

家
、
行
政
・
民
間
の
実
践
家
な
ど
の
多
彩

な
講
師
陣
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
デ

ィ
ベ

l
ト
な
ど
実
践
面
を
重
視
し
た
演
習

を
多
く
取
り
入
れ
て
い
る
③
五
人
の
主
任

講
師
に
よ
る
少
人
数
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
形
式

の
講
座
を
開
講
し
、
塾
生
の
課
題
研
究
に

対
し
て
、
き
め
の
細
か
い
指
導
を
行
っ
て

い
る
④
卒
塾
後
も
、
定
期
的
に
修
了
者
を

対
象
と
し
た
研
修
会
、
情
報
交
換
会
を
開

催
す
る
な
ど
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
行
っ
て

い
る
ー
ー
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

塾生の決意表明

[塾 長]

大森 瀬 (東京大学名誉教授)

[主任講師]

山下 茂 (明治大学大学院教授)

後藤 春彦(早稲凹大学教授)

小田切徳美(明治大学教授)

内海 麻利 (駒I翠大学准教授)

大杉 党 (首都大学東京教授)

塾長・主任講師一覧研
修
は
東
京
で
五
、
六
、
八
、
十
、
十

二
、
二
月
に
各
三

1
四
日
間
行
う

一
般
研

修
の
ほ
か
、
七
月
に
は
寝
食
を
共
に
し
、

交
流
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
合
宿

研
修
、
各
ゼ
ミ
単
位
で
謀
題
研
究
や
ま
ち

づ
く
り
団
体
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
拡
大
を

目
的
と
し
た
先
駆
的
地
域
づ
く
り
現
地
調

査
も
行
っ
て
い
る
。

特
定
非
営
利
活
動
法
人
を
主
体
と
す
る

ま
ち
づ
く
り
の
進
展
や
地
元
企
業

・
団
体

と
の
連
携
に
よ
る
地
域
活
性
化
な
ど
、
住

民
自
治
に
関
連
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
新
し
い

取
り
組
み
が
次
第
に
大
き
な
流
れ
と
な
っ

て
い
る
お
り
、
塾
生
は
地
域
の
枠
組
み
自

体
が
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
中

で
、
こ
れ
か
ら
十
カ
月
に
及
ぶ
研
修
に
参

加
す
る
。

側
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
研
修
交
流
課

-

宮
本
明
人

泊域電池2007・6月号45 



地域再生実践塾の開催決定

参加者大募集!

地域再生の方法についてさまざまな視

点から考えるワークショップ「地域再

生実践塾Jを、全国5力所で開催します。

-・・・諒(tヨ語障温・・・・
第1回 新しい住民自治の実践と展望

開催地東京都三鷹市

主任講師伊藤雅春氏((有)大久手計画工

房代表)

開催日 :8月20日(月)~22日(水)
申込締切 8月1日(水)

第2回 モノづくりにみる地域活性化
開催地大阪府東大阪市

主任講師.大西正曹氏(関西大学教授)

開催目。 8月29日(水)~3 1 日 (金)

申込締切 8月8日(水)
第3回 映像文化によるまちづくり
開催地・山口県下関市

主任講師前津哲爾氏(全国フィルムコミ

ッション連絡協議会専務理事)

開催日 9月4日(火)~6日 (木)

申込締切 8月15日(水)
第4回 世界に向けた観光戦略
開催地長崎県長崎市

主任講師溝尾良隆氏(城西国際大学教授)

開催日 :9月10日 (月)~ 12日 (水)

申込締切 8月22日 (水)

第5回 ブランドイメージと地域の活性化
開催地・群馬県草津町高崎市

主任講師大宮登氏(高崎経済大学教授)

開催日 11月13日(火)~15日 (木)

申込締切 10月24日(水)

平成18年度に福井県小浜市で開催した実践整の様子

対 象 ・地方公共団体、商工会、商士

会議所、 NPOなど、地域再

生に取り組んでいる人

募集人数 告回40~50人

参加費用 無料(開催地までの往復の交

通費、宿泊費、飲食代などは

参加者負担)

申込方法 申込書を当センターまで送付

してください。

申込書の様式は当センターの

ホームページからもダウンロ

ードできます。

*詳しくは、当センタ のホームページを

ご覧ください。

業務第2課 TEL 03-5202-6137 

ヨーロッパ地域づくり

l 海外調査団のご案内 | 
海外の先進事例から、より良い

「まちづくりjを学びませんか?

(財)地域活性化センターは毎年、先進的な地域づ

くりを調査・研究するための海外調査団を派遣し

ており、参加者から好評をいただいております。 センターホームページ
http://www.chiiki-
dukurトhyakka.or.jp/

平成19年度は、次のコースを企画しましたので、
ぜひ己参加ください。

O調査テーマ及び調査地
・住民参加による環境に配慮、した

まちづくり

アムステルフエーン市(オランダ)

行政と住民-民間との協働に

よる環境政策やまちづくりの取

り組みについて調査します。

・地域資源を活かしたまちづくり

北部アイフ工ル地区自然公園協会

(ドイツ)

地域ブランド育成による「自然

保護とツーリズム」をキーワ ド

とした、地域資源を活かしたまち

づくりについて調査します。

アイフ工ル地区自然公園

. 民間活力導入・官民協働によるま

ちづくり

バルセロナ日市街振興公社(スペイン)

官民パートナーシップの究極モ

デルとして構築した22@bcnプ

ロジェクトなど、官民協働による

都市の再生について調査します0

・少子高齢社会におけるまちづくり

テビ一市(スウ工ーテ、ン)

スウェーデン特有の保育施設

である公開児童センターなど、

包括的な子育て支援と育児環境

整備の実際について調査します0

・日 程 :平成19年10月8日(月)
~19 (金)

。費用 :618.000円
.募集人員 20人程度
お申込み

平成19年7月31日(火)までに、

企画調査課へ。

TEL 03-5202-6133 

FAX 03-5202-0775 

E-mail Iくikakucyousa@jcrdjp

スポーツ拠点づくり推進事業

| 6月の承認スポーツ大会開催のおむ立 ] 
お近くの方はぜひ会場へ|小中高校生の熱戦をと観戦ください。

大会名 大会会場

アーチエリー |備前市日生運動公園スポーツ広場

(岡山県備前市)

." 

はま忽す杯全国中学生空手道選抜大会 全国高等学校男子ソフトボル選抜大会
( 3月開催北海道北広島市(3月開催静岡県富士宮市)

※大会に関する詳しい内容、その他スポーツ胤宗づくり推進事業に関するお問い合わせ先

情報サービス課 TEL03 -5202 -6135 FAX 03 -5202 -0755 

~説話潟~ 2∞7・6月号 46



前川あやめ園
古〈から多〈の文人・容が勧れた情緒添う水郷町衡

漕来.lIi鎗さんがさヮItJ・で健入りする花鯵舟の轡わしU

~で色鰻光向けに.. 情的な限界HI<η/ljしています.6阿
には前川あやめ・4注どを会刷に 「水郷漏来あやめまつりj
.'仔わ札白や前二咲<iEt.f蒲倉噛を厳やかに移り愈す.

茨媛県・漫遊い1:5菅観光キャンペーン推進箇.会 TEL029・301・3622 茨縄県の恨光ホームベージ http://kanko.pref.ibaraki.jp/

茨城県 i明書1
⑧ 
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自
然
が
輝
く

す
ら
ぎ
と
活
力
の
大
地

恐山

青
森
県

むつ市

、
‘
，

つ
市
は
、
青
森
県
の
北
部

--E-に
位
置
す
る
本
州
最
北
の

E
a司

市
で
あ
る
。
人
口
六
万
五

千
七
百
人
、
世
帯
数
二
万
八
千
二

百
五
十
世
帯
、
面
積
は
八
百
六
十

四
平
方
キ
口
。
下
北
地
域
の
中
核

都
市
と
し
て
各
種
機
能
が
集
積

し
、
市
民
や
広
域
住
民
の
生
活
拠

点
と
し
て
の
役
割
を
担

っ
て
い

λ

回。北
限
の
猿
が
住
み
、
ヒ
パ
の
緑

美
し
い
山
中
に
は
、
日
本
三
大
霊

場
の
恐
山
や
湯
量
豊
富
な
温
泉
、

四
季
折
々
の
美
し
さ
を
川
商
に
映

す
渓
流
な
ど
が
点
在
。
食
通
を
魅

了
す
る
海
の
幸
、
山
の
幸
の
宝
庫

で
も
あ
る
。

春
は
桜
と
春
モ
ミ
ジ
。
半
島

一

の
桜
の
名
所
で
あ
る
「
早
掛
沼
公

園
」
で
は
珍
し

い
緑
色
の
桜

「
御
衣
黄
」
が

咲
き
、
脇
野
沢

|より車きんれ月「中地園ルヒ場イ遊鯛ア で地
ポう 、・圃圃圃圃圃圃 が 、ら 、十回でののもルもド覧島 。夏は区
|なむ別最んお八名も夏靖多 ・備パ船を脇はカの
. .れ終なは日部下祭れ彩キえ l 、経野海手桜

妥票者は+のス a 緒蚕大れ川 るラ2z皇t宅、ご益iT宅;主qz z況や話2

i511711jfili;!?iiii!?ii??;jp;i; 
&る場ル八北山 」流川の主 ス」台練 豪 に毎夏あれ都ジサヤイ H A ウせ山
スかが ) 百半で で部内 皿 にがのり華行年祭 jる ・ ヤインク最南トる公
ノのあに七島の 情の町三男 なク山歩けわ八り¥各祇ンドプサ光片ド 。里
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奥
国
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CORNER EVENT 

(*は仮題)

*日本橋プラザピルイベントスペース

・7月5日~6日
兵庫県

・7月 1 2日~ 13日
松本市 (長野県)

・7月26日~27日
中国五県物産・観光協議会

7月

(写真)
1妙高市フ ェア (妙高の観光と物産展)(4/16-17) 
2福井県の物産「精進アイスと焼き鯖寿司J(4/23-24)

く以上日本橋プラザビJレイベントスペース>
31信州 ・風林火山」諏訪由布姫まつりキャンベーン
(419-13) 

4暫定リスト搭載圏内決定!!1目指せ 11世界遺産 宮岡
製糸場'!J (4/25-27)く以上ふるさと情報プラザ>

*ふるさと情報プラザ

・7月2日~6日
高島市(滋賀県)

夏の高島市観光物産展*

・7月9日~ 1 1 日
京都府

日本の伝統的な装い*

・7月 12 日~ 13日
上越市 (新潟県)

上越はすまつり展*

・7月 17日~20日
関市 (岐阜県)

聞の小瀬鵜飼と観光物産展*

・7月23日~27日
今治市(愛媛県)

いまぱりタオル展*

・7月 31 日~8月 2日
木曽観光連盟

夏の木曽観光物産展*

*日本橋プラザビルイベントスペース・6月1日
一関市(岩手県)

・6月7日~8日
常陸太田市(茨城県)

・6月 21 日~22日
南房総市(千葉県)

・6月26日~27日
南陽市(山形県)・6月28日
東根市(山形県)

女ふるさと情報プラザ

・6月4日~8日
滋賀県

~近江上布~夏の装い・6月11 日~ 15日
北海道移住促進協議会

夏の北海道ちょっと暮うし~ 歩

すすんだ魅力探しの旅へ~

・6月 18日~22日
六合村(群馬県)

~窓を聞けると緑の香り~ r野反
湖と六合村温泉郷の旅」

・6月25日~29日
飯能市(i奇玉県)、飯能商工会議所

気軽に行ける自然体験の宝庫 (飯

能市)~武蔵野の奥座敷~

※「地域づくり5月号」における6月予定イベン卜
の表記にー音信異りがありました。

[誤16月26日-28日山形県東根市
正しくは上記の通りです。訂正してお詫び申し

上げます。

-
j
{
編
集
後
記
}

今口

総
務
ー

に
取
h

門
三
・

れ、

古

実
を峠
7
4例
目

な
自
陣

な
が
戸

高
齢
ル

充
実
'

流
や
A

み
資
M

域
の
団

域
経
地

ユ
二

三
月
号
は
、

三
月
十
四
日
に
行
わ
れ
た
地
域
づ
く
り

人
臣
表
彰
(
平
成
十
八
年
度
)
を
特
集
の
テ

l
マ

リ
上
げ
た
。
各
都
道
府
県
の
推
薦
の
中
か
ら
四
部

丁
一
団
体

・
個
人
の
取
り
組
み
が
高
く
評
価
さ

衣
剤
師
さ
れ
た
。
日
ご
ろ
の
地
道
な
努
力
と
活
動
が

和
ん
だ
も
の
で
、
ま
ず
は
敬
意
を
表
し
た
い
。

凹
(前
年
度
)
と
同
様
に
、
今
回
も
地
域
の
豊
か

め
や
歴
史
、
文
化
な
ど
の
資
源
を
保
全

・
活
用
し

り
、
自
慢
の
で
き
る
よ
う
な
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
、

叫
社
会
の
急
速
な
進
展
に
対
応
し
た
地
域
桶
祉
の

レ
た
ま
ち
づ
く
り
、
国
際
化
に
伴
う
世
界
と
の
交

芯
増
す
る
外
国
人
と
の
共
生
の
ま
ち
づ
く
り
、
ご

脚
の
リ
サ
イ
ク
ル
や
新
し
い
イ
ベ
ン
ト
に
よ
る
地

泊
性
化
、
さ
ら
に
は
体
験
型
観
光
導
入
に
よ
る
地

何
の
振
興
、
I
C
T
技
術
を
利
用
し
た
地
域
コ
ミ

ニ
フ
ィ
の
形
成
や
地
域
情
報
格
差
の
解
消
な
ど
の
取

り
組
み
が
目
立
っ
た
。

マ
ま
た
、
今
回
か
ら
新
た
に

「個
人
部
門
」
が
創
設
さ

れ、

全
国
各
地
で
活
躍
す
る
地
域
づ
く
り
ス
ペ
シ
ャ
リ

ス
ト
四
人
が
表
彰
さ
れ
た
。
中
で
も
、
伝
統
あ
る
地
域

の
に
ぎ
わ
い
回
復
の
た
め
、
私
財
五
億
円
を
ま
ち
づ
く

り
に
寄
付
し
た
ケ
l
ス
も
あ
り
、
地
域
に
対
す
る
愛
着

心
の
強
さ
と
地
域
振
興
に
向
け
た
情
熱
を
強
く
感
じ
さ

せ
た
。
各
団
体
・
個
人
と
も
に
、
大
臣
か
ら
の
表
彰
に

よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
の
長
年
の
努
力

・
苦
労
が
報
わ
れ

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

安
倍
内
閣
の
地
域
経
済
振
興
の
目
玉
と
し
て
、
地
域

資
源
を
利
用
し
た
中
核
企
業
を
今
後
五
年
間
に
全
国
で

一
千
育
成
す
る
方
針
が
打
ち
出
さ
れ
た
。
今
月
号
は
、

鹿
児
島
県
で

H

厄
介
者
u

に
さ
れ
て
い
る
火
山
灰
を

活
用
し
た
化
粧
品
づ
く
り
、
陶
器
づ
く
り
の
企
業
を
紹

介
し
た
。
地
域
を
代
表
す
る
中
核
企
業
へ
の
発
展
を
期

待
し
た
い
。

(
沢
)

{
7
月
号
予
告
}

特
集
日
省
エ
ネ
化
縫
進
・
温
暖
化
防
止
の
た
め
に
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年
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宝くじの収益金は、
身近な街づくりに役立っています五

会
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